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資料の収集と保存は、博物館にとって最も基本的な
機能である。当館では開館以来次の４つを基本方針と
して資料を収集している。
１）徳島の自然と人文に関する資料のすべてを収集の
対象とする。
２）地域に根ざしたテーマを設定し、計画的かつ集中
的な収集をする。
３）徳島の概要あるいは特性を把握するため、世界を
対象とした比較資料の収集をめざす。
４）一次資料のみならず、すべての二次資料をも収集
の対象とする。
資料の収集手段としては、採集・購入・寄贈・交換
など様々な方法で行っている。学芸員自らが積極的に
収集しているほか、最近では、県民や官公庁からの資
料の寄贈も増えてきている。
収集した資料は、調査研究に役立てているだけでな
く、展示や教育活動、他の博物館や研究者への貸し出
しなどを通じて有効に活用している。
１８年度は５名（人文２、自然３）の文化推進員・臨
時補助員の補助を得て、資料の整理作業を進めた。

１．採集資料

●動物（脊椎動物）
徳島市産コウモリ類 １点
鳴門市土佐泊浦産魚類 １式
八多川産魚類 １式
大松小学校周辺産魚類 １式
加茂名南小学校周辺産魚類 １式
岡川産魚類 １式
上八万町産タヌキ １点
大津田川産魚類 １式
鳴門市用水路産魚類 １式
●動物（昆虫）
徳島市川内町小松海岸のハマベツチカメムシほか

多数
鳴門市竜宮の磯のハマベツチカメムシ、コバネナガ
カメムシ 多数
●植物
県内各地の標本 多数
海浜生植物標本 多数

●地学
県内および北海道産白亜紀動物化石 多数
長崎県・愛知県・島根県・高知県産第三紀～第四紀
貝化石 多数

２．購入資料

なし
購入資料合計 ０点

３．寄贈資料

●動物（脊椎動物）
オリイオオコウモリ １点 佐々木健志氏
オオサンショウウオ画像 １式

徳島県文化財課
ニホンカモシカ画像 ２点

徳島新聞三好支局
高知県仁淀川・物部川産魚類標本 １式
国土交通省四国地方整備局高知河川国道事務所

文化の森公園産キツネ写真 １点 濱田佳代子氏
タヌキ画像 ５点

徳島新聞三好支局
阿波市産アナグマ １点 岡田浩司氏
ハリオアマツバメ １点 吉田 修氏
フクロウ・ハヤブサ ２点

日本野鳥の会徳島県支部
ミシシッピアカミミガメ ２点 鈴江和代氏
ハクセキレイ １点 吉見勝之氏
ニホンカモシカ画像 １点

徳島新聞那賀支局
那賀町産キツネ画像 １点 西 郵局氏
桑野川産ソウギョ画像 ２点

徳島新聞阿南支局
室戸産オサガメ １点

日本ウミガメ協議会
四国横断自動車道鳴門市域カワバタモロコ生息調査（２００６年春期）
魚類標本 １式 西日本高速道路株式会社
愛媛県西条市産淡水魚類標本 １式 渋谷雅紀氏
遠賀川産スジシマドジョウ標本 ３点 金山 敦氏
シマヘビ脱皮殻 １点 林 邦光氏
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愛媛県産魚類標本 多数 清水孝昭氏
ワラスボ標本 １点 石山 哲氏
文化の森公園産ヤマドリ １点

文化の森保安センター
シコクトガリネズミ・ヒメヒミズ ２点 友成孟宏氏
コゲラ １点 東條秀徳氏
鳴門市段関地区・海部川大井堰産魚類標本

１式 徳島県農山村整備課
コガモ １点 澤 晴雄氏
ノゴマ １点 吉原美恵子氏
ヒクイナ １点 広沢俊昭氏
アズマモグラ標本 １点 友成孟宏氏
アゴヒゲアザラシ １点

国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所
モグラ類標本 １式 友成孟宏氏
文化の森公園産ウグイス １点 吉原美恵子氏
海部川産アユ産卵映像 １点

NHK徳島放送局
アナグマ剥製 １点 斉藤茂章氏
鳴門市産アライグマ １点

四国自然史科学研究センター
アルゼンチン産他卵生メダカ標本 ７点 吉田卓史氏
四国横断自動車道鳴門市域カワバタモロコ生息調査（２００６年秋期）
魚類標本 １式 西日本高速道路株式会社
徳島市産キツネ １点 遠藤憲佑氏
鮎喰川産魚類標本 ３点 金山 勉氏
カワセミ １点 澤 晴雄氏
高知県産ニホンザル １点

四国自然史科学研究センター
三好市新池ほか魚類標本 １式

徳島県農山村整備課
小松島市和田島産イタチ標本 １点 吉見勝之氏
那賀川農地防災事業河川環境等配慮計画検討業務調
査魚類標本 １式
農林水産省中国四国農政局那賀川農地防災事務所
ハイタカ・ツグミ ２点 本庄 剛氏
半田川産魚類標本 １式 乃一哲久氏
トキほか鳥獣剥製 １１点

徳島県立富岡東校等学校
ツグミ １点

文化の森保安センター
ハヤブサ １点 藤川茂吉氏
平成１８年度柳瀬ダム自然環境調査魚類標本 １式
国土交通省四国地方整備局吉野川ダム統合管理事務所
●動物（無脊椎動物）
平成１５・１６年度東環状大橋（仮称）モニタリング調
査ベントス標本 １式 徳島県都市道路整備局

●動物（昆虫）
アサギマダラ北上個体 １点 野田舞花氏
ヒラズゲンセイ １頭

高島伸一氏（論田町）
ヒラズゲンセイ １頭

湯口晶太氏（南田宮）
ヒラズゲンセイ １頭

津田正人氏（佐古６番町）
●植物
徳島県産標本 多数 木下 覚氏
徳島県産標本 多数 田渕武樹氏
徳島県産標本 多数

佐治まゆみ・成田愛治氏
徳島県産標本 多数 片山泰雄氏
土地改良関連調査証拠標本 多数

徳島県土地改良事業団体連合会
ハイドジョウツナギ標本 １点 角野康郎氏
ミャンマー産イネ科標本 ８６点

高知県立牧野植物園
スゲ属標本 ２点 清水孝浩氏
北米産植物標本 ５１７点

オレゴン州立大学（OSC）
北日本産植物標本 ２５０点

東北大学（TUS）
●地学
師崎層群産ナマハゲフクロウニ １点 水野吉昭氏
塩原層群産植物化石 ２０点 木の葉化石園
福島県石川産鉱物ほか岩石・鉱物 １９点 両角芳郎氏
香川県塩江産オサガメ科化石 １点 藤井 明氏
北海道産新生代貝化石 約５０点 平島 明氏
岐阜県赤坂金生山産ペルム紀化石 数十点 浅見昭子氏
那賀町栗坂および小見野々産化石 約４０点

水野吉昭・林 常喜氏
南極産片麻岩 ２点 金子 工氏
●考古
古銭 ２３１枚 久米 仁氏
石鏃ほか考古資料等 ２，３２０点 佐藤忠夫氏
●歴史
板碑拓本 ９点 竹條教悟氏
木地師文書（朱雀天皇綸旨）ほか ２点 藤本 久氏
大日本早見道中記ほか １２点 原 圭氏
「札所と名所 四国遍路」 １点 中村和雄氏
●民俗
シロホウキほか ３点 北原国雄氏
軒丸瓦 １点 松島公隆氏
着付け人形お弓・お鶴 ２点 関根冨美子氏
阿波古式打毬競技 馬具 ４点 仁木甚助氏
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婚礼用袱紗ほか ９点 喜瀬典子氏
髪飾りほか ８４点 大屋 明氏
日中戦争行軍関係新聞記事スクラップ

１点 清水秀美氏
モンブリと護符ほか ３３点 栗作幸晴氏
猿幟 ６点 佐野竹司氏
●美術工芸
紙焼白黒写真 須木一胤筆徳島城図ほか

５点 須木成芳氏

４．寄託資料（新規分のみ）

●美術工芸
鳴門紀行屏風 １点 兼子幸祐氏

５．資料の貸し出し

実物、レプリカ、および模型などの貸し出し資料。
学校への資料の貸し出しは「学校教育支援事業」の項
（p．２９）に記載した。
●動物
トリウミアカイソモドキ ３点

奈良女子大学理学部生物学教室
ナガサギほか ８点

（財）リバーフロント整備センター
ヘラガンゾウビラメ １点

（財）リバーフロント整備センター
カモシカ頭骨ほか ３点

鳴門教育大学大学院
●植物
キイチゴ属標本 １３５点 富山大学理学部生物学科
キイチゴ属標本 ２１０点 富山大学理学部生物学科
キイチゴ属標本 ３３３点 富山大学理学部生物学科
キイチゴ属標本 １２４点 富山大学理学部生物学科
ウシノシッペイ属標本 ９７点 人間環境大学
コウボウムギ属標本 ４８点
Marion Ownbey Herbarium, Washington State

University School of Biological Sciences

ナルトサワギクレプリカ １点
兵庫県立人と自然の博物館

●地学
アンモナイトほか １０点

徳島県立あすたむらんど子ども科学館
栗坂層産アンモナイト ６点

佐藤 正（深田地質研究所）

鳴門海峡海底産ヒラタヌマコダキガイ化石 ４点
中島 礼（産業技術総合研究所地球科学情報研究部門）
アンモナイトほか １０点

徳島県立あすたむらんど子ども科学館
●考古
若杉山遺跡出土辰砂原石ほか石臼・石杵類

７点 二上山博物館
藤原京跡出土『板野評』木簡（複製）ほか

１３点 徳島市立考古資料館
安都真銅鐸ほか銅鐸・銅剣 ７点 松山市考古館
清成古墳出土鉄矛ほか １４点

財団法人 徳島県埋蔵文化財センター
●歴史
弥勒菩薩坐像板碑拓本ほか ４点

海陽町立博物館
徳島大空襲関係資料 ３７点

日本戦災遺族会
デルビル磁石式壁掛電話機ほか ２点

西日本電信電話株式会社徳島支店
●民俗
三番叟廻し用具 ５点

徳島県立阿波十郎兵衛屋敷
●美術工芸
太刀 泰国作ほか ３点

海陽町立博物館
須木一胤筆 徳島城図ほか １６点

徳島市立徳島城博物館

６．写真・映像の提供

フィルムなど媒体の貸し出しおよびデジタルデータ
の提供を含む。
●動物（脊椎動物）
ニホンカワウソ剥製画像 １点 森本康滋氏
●植物
ナルトサワギクの写真 １点

財団法人河川情報センター
●地学
プロトケラトプス展示写真 ３点 （有）大悠社
ティラノサウルス全身骨格写真 １点 （株）小学館
ナウマンゾウとヤベオオツノジカ展示写真

１点 日本第四紀学会
イグアノドン科恐竜の歯ほか写真 ２点

（株）小学館クリエイティブ

４ 資料の収集・保存と活用



アンモナイト（パラプゾシア）ポジフィルム
２点 姫路科学館

勝浦町産イグアノドン科恐竜の歯化石写真
１点 ドゥアンドドゥプランニング

●歴史
三十二番職人歌合絵巻写真 １枚

株式会社青木書店
細川成之画像ほか写真 ４枚

株式会社吉川弘文館
阿弥陀画像板碑写真 １枚

株式会社プランディット
七十一番職人歌合写真 １枚

学校法人河合塾
「解放令」布達文書写ほか写真 ２枚

徳島県教育委員会人権教育課
徳島御城下切絵図写真 ７枚 大北和美氏
阿弥陀画像板碑写真 １枚

株式会社プランディット
七十一番職人歌合写真 ３枚

学校法人河合塾
徳島御城下切絵図写真 ５枚 大北和美氏
●民俗
三番叟まわし写真 １枚

徳島県教育委員会人権教育課
●美術工芸
渡辺広輝筆 光格上皇修学院御幸儀仗図巻データ

１件 朝日放送報道情報局
中山養福筆 真那鶴図ほか写真

４枚 株式会社吉川弘文館
中山養福筆 富士図ほか写真 １２枚 須藤茂樹氏
守住貫魚筆 十二ヶ月図屏風 猿回図写真

１枚 宇和島番城福祉会館
渡辺広輝筆 祖谷山絵巻ポジフィルム

２枚 徳島県教育委員会

守住貫魚筆 全国名勝絵巻ポジフィルム
２枚 徳島県教育委員会

鈴木鳴門筆 川中島合戦図写真 １枚 須藤茂樹氏

７．資料の提供

●動物
アマガエル（DNA分析用） ３点
独立行政法人水産総合研究センター中央水産研究所
●植物
徳島県産等植物標本 ７７点

オレゴン州立大学（OSC）
徳島県産等植物標本 ８７点

東北大学（TUS）
徳島県産等植物標本 ５５点

北海道大学（SAPS）
徳島県産等植物標本 ３６点

福島大学（FUKU）

８．資料の交換

研究や展示、普及といった様々な活動に活用するた
めに国内外の標本館と標本交換を行っている。標本交
換とは、徳島県内などで採集した標本を他の地域の大
学・博物館などとの間で交換することである。
植物標本については、現在、東北大学、北海道大学、
福島大学など国内の研究機関の他、オレゴン州立大学
と定期的な標本交換を行っている（本章の「３．寄贈
資料」および「７．資料の提供」を参照）。

９．館蔵資料数

平成１９年３月末日現在の分野別収蔵資料数は下表の
とおり。

●分野別収蔵資料数（平成１９年３月３１日現在）

分 野 点 数
内 訳

実 物 レ プ リ カ 模型・模写 文 献
動 物（脊 椎）

（無脊椎）

（昆 虫）

２０，０５４

３６，８７３

１８６，８９８

１９，９８０

３６，８１５

１８６，４９６

５５

０

０

１３

５８

５

６

０

３９７
植 物 １８８，５５８ １８８，２０８ ６１ ８ ２８１
地 学 ８，０６５ ７，９６８ ９５ ２ ０
考 古 ３，７４４ ３，５９９ ７３ １３ ５９
歴 史 ９，４４４ ８，６５６ ２６ ４ ７５８
民 俗 ８，６７２ ８，６６２ ５ ５ ０
美術工芸 ９，７５６ ９，７４７ ０ ４ ５
合 計 ４７１，７４６ ４６９，８１３ ３１５ １１２ １，５０６
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収蔵資料については、整理、標本作製等が終ったも
のから順次コンピュータ入力し、資料データベースを
作成している。

１０．資料収集委員会

館長の諮問に応じて博物館の購入資料について審査
する機関として、博物館資料収集委員会が設置されて
いる。本委員会は、平成１７年３月末での徳島県美術品
等取得基金の廃止に伴う資料購入手順の見直しによ
り、１件１００万円以上の資料について審査することに
なっている。
委員は常任委員（５名以内・任期２年）と特別委員
（３名以内）から構成されており、特別委員は、購入
資料に応じて特に必要がある場合にその都度委嘱され
る。
１８年度は、１７年度と同様に委員会に諮るべき資料に
ついて教育委員会内での事前了解を得るに至らず、委
員会は開催できなかった。

１１．文献資料の収集

文献資料から得られる情報は、調査研究はもちろ
ん、展示や普及教育などの博物館活動全般にわたるレ
ベルアップをはかる上で不可欠である。当館では、人
文・自然史分野の専門書や学会誌のほか、徳島県を中
心とした地方史誌類や普及教育用図書も収集してい
る。また、内外の博物館等の研究報告・年報・展示解
説書等も交換により収集している。
●購入図書冊数（デ－タベ－ス登録数）
１２，１４９冊（平成１８年度分 １１６冊）
●購入雑誌
自然史系（２７タイトル）：生物科学、科学、日経サ
イエンス、海洋と生物、月刊海洋、遺伝、プランタ、
月刊むし、昆虫と自然、地学雑誌、月刊地球、
American Journal of Botany, Cladistics, Episodes,

Evolution, Geology, Journal of Evolutionary Biology,

Journal of Paleontology, Nature, Paleobiology, Blumea,

Canadian Journal of Botany, Kew Bulletin, Science,

Systematic Botany, The American Naturalist, Trends

in Ecology and Evol., Lethaia, Palaeontology

人文系（３５タイトル）：美術研究、美術史、佛教芸
術、地方史研究、地理、芸術新潮、芸能史研究、月刊
考古学ジャーナル、月刊文化財、月刊文化財発掘出土
情報、季刊考古学、考古学と自然科学、古文化財の科
学、古代文化、古代学研究、国華、古文書研究、考古
学研究、考古学雑誌、九州考古学、文化人類学、日本
の美術、日本民俗学、日本歴史、日本史研究、歴史学
研究、歴史評論、歴史と地理、歴史地理学、史林、史
学雑誌、信濃、ミュゼ、環境社会学研究、考古学と自
然科学、古文化財の科学
●当館刊行物の定期発送先（平成１９年３月末現在）
博物館ニュース １，４０３カ所
博物館年報 ４６９カ所
研究報告 （国内） ５５２カ所

（国外） １５１カ所
展示解説 ２３１カ所
企画展図録（自然） １３５カ所

（人文） ２３８カ所

１２．資料の保存

●資料の燻蒸
害虫やカビは資料を劣化させる原因となる。そこで
収集した資料や貸し出し後返却された資料は、収蔵庫
への搬入や展示に先だって、原則としてすべて燻蒸を
行う必要がある。当館では資料の形態や量などによっ
て、次の（１）～（３）の３種類の燻蒸を行って来た。
１８年度は新たに（４）の燻蒸を試みた。

�減圧燻蒸装置による燻蒸
小型資料の燻蒸は、資料の受け入れのつど、担当学
芸員が減圧燻蒸装置を使って行う。減圧燻蒸装置の有
効内寸は、たて１３０cm×よこ１２０cm×奥行１４０cm（約
２．３�）である。
１７年１月からはこれまでの燻蒸剤に代わって酸化エ
チレン製剤を使用している。
１８年度は４回の減圧燻蒸装置による燻蒸を行った。

�常圧燻蒸庫での燻蒸
減圧燻蒸装置に入れることができない大型の資料
は、一時保管庫（２４時間空調）に仮収蔵し、資料が適
当な量になった時点で常圧燻蒸庫で燻蒸する。
常圧燻蒸庫は床面積２０�×高さ３m（約６０�）であ
り、燻蒸は文化財専門の燻蒸業者に委託している。

●博物館資料収集委員会委員

（◎委員長，○副委員長）

氏 名 役 職（専門分野）

◎石田啓祐

米澤義彦

○福原健生

坂本憲一

桑原 恵

徳島大学総合科学部教授（地学）

鳴門教育大学学校教育学部教授（生物）

元徳島市立徳島城博物館長（美術工芸）

�徳島県文化振興財団事業部主幹（民俗）

徳島大学総合科学部教授（歴史）
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１７年１月からはこれまでの燻蒸剤に代わって酸化エ
チレン製剤を使用している。
１８年度は３回の常圧燻蒸庫での燻蒸を行った。

�収蔵庫の全室密閉燻蒸
収蔵庫への出入りなどにともなって、害虫やカビな
ど資料の保存に悪影響を与えるものが侵入することが
ある。そのために、原則として３年に１回、専門業者
に委託して収蔵庫の全室密閉燻蒸を行っている。
前回は１７年度に実施したため、１８年度は実施してい
ない。次回の実施は２０年度の予定である。

�企画展示室の簡易燻蒸
企画展示室は構造上密閉することが困難なためこれ
まで一度も燻蒸剤による害虫駆除の対策を実施してこ
なかった。
１８年度、企画展示室において文化財加害害虫を確認
したため、できるだけ燻蒸剤を使わない今後の害虫駆
除対策の試験的実施の意味合いも込めて、エムペント
リン製剤による簡易燻蒸を実施した。

●常設展示室における害虫の発生と対策
常設展示室は、収蔵庫のような密閉可能な空間でな
いため、害虫の侵入を防ぐことができず、また、展示
室全体の燻蒸が不可能である。実際これまでにも、害
虫の発生が確認されている。
１８年度は、総合展示室でタバコシバンムシが確認さ
れた。発生場所特定のために毎月フェロモントラップ
の設置と回収を繰り返した結果、復元藍商家屋の畳と
藍俵、復元天狗久工房の畳と人形頭固定箱内のワラで
あることがわかり、これらの資料の燻蒸を行った。そ
の後の調査では、生息数は激減している。
また、１１月には総合展示室のケース内の一部の魚類
剥製にカツオブシムシ類が発生したため、剥製を取り
外し、燻蒸を行った。
以上の燻蒸にはいずれも酸化エチレン製剤を用い
た。
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調査研究は、博物館における諸活動の根幹をなす活
動である。それは、質の高い調査研究に裏付けられて
こそ、最新の情報を盛り込んだ展示や質の高いコレク
ションの収集、内容豊かな普及活動が可能となるから
である。
当館の調査研究事業には、複数の学芸員グループ
で、必要に応じて館外の研究者も含めて、特定のテー
マを定めて年度単位で集中的に取り組む課題調査、各
学芸員がそれぞれの分野や専門とするテーマに基づい
て日常的に取り組んでいる個別調査研究、翌々年以降
に予定されている企画展のための事前資料調査などが
ある。
現在、館長を含む１３名の学芸スタッフがこの業務に
携わっている。

１．課題調査

平成１８年度は、次の４つの課題調査を行った。

� 徳島県における融和運動史の基礎資料調査
１７年度課題調査「徳島県における水平社運動史の基
礎資料調査」を行う中で、徳島県においては主要な水
平社運動関係者が融和運動でも重要な役割を占めてい
たことを確認した。また、全国的には水平社運動に対
抗して融和運動が伸長していくが、徳島県においては
水平社運動があまり成長しなかったため、融和運動を
基軸に近代部落史をとらえる視角が必要であることも
痛感した。
こうした前提から、徳島県関係の融和運動関係資料
の集成を図るため、この調査を実施した。
●調査メンバー
博物館学芸員：長谷川賢二（歴史）
館外調査員：朝治 武（大阪人権博物館）、駒井忠
之（水平社博物館）関口 寛（四国大学経営情報学
部）、生駒佳也（徳島市立高等学校）、松山隆博（徳
島県立総合教育センター）
●調査日程と調査地
７月２３日～２４日：第１回調査会
２月２５日～２６日：第２回調査会
●調査概要および結果
井藤正一日記の解読・検討、全国的な融和運動の情

勢と徳島県の位置づけをとらえるための資料探索・収
集を行った。

� 県南部の淡水魚類相調査
徳島県では２００１年に県版レッドデータブックが策定
された。これに先立ち５カ年の現地調査を実施し、県
内河川の魚類相が明らかになったほか、その後の当館
よる調査や、県や国の他部局が実施した環境調査によ
る標本を当館で積極的に受け入れていることから、と
くに県北部の河川についてはここ数年でデータが充実
してきている。しかし、県南部の魚類相については、
十分に明らかにされているとはいえない状態にあっ
た。そこで、県南河川の魚類相を明らかにする目的で
調査を実施した。
●調査メンバー
博物館学芸員：佐藤陽一（動物）
●調査概要および結果
県の天然記念物に指定されており（地域指定）、県
版レッドデータブックで絶滅危惧 I類に指定されてい
るオヤニラミの生息状況を確認する目的で、那賀川水
系中山川および徳島県では分布の南限となる椿川にお
いてスノーケリングによる目視調査を行った。
中山川では生息が確認できず、絶滅した可能性が高
いこと、椿川では個体数は多いとはいえないものの、
生息が確認された。また、オヤニラミ調査と同時に魚
類相の把握に努めた。

� 徳島県産稀少ススキ類の生息調査
本調査では県内のススキ類のうち、トキワススキに
焦点をあて、近年、野生生物の保全に向けた調査など
で頻繁に用いられるようになった遺伝的な分析を行う
ことを計画した。
●調査メンバー
博物館学芸員：茨木 靖（植物）
●調査の概要及び成果
徳島県内の集団の遺伝的な特性を明らかにした。ま
た、県産個体の遺伝的多様度の正確な把握のために、
対象として関東地方その他のススキ類についても調
査・比較した。以上により、徳島県におけるトキワス
スキの特性を明らかにし、県産稀少ススキ類の生息状
況の解明への足がかりとすると共に有効な保全対策の

� 調査研究
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検討へとつながる情報を得ることができた。

� 徳島県の海岸植物群落の昆虫相
１８年度も継続して海岸周辺の昆虫相調査を行った。
特に吉野川河口部や那賀川河口部の干潟など、海岸線
に関係した道路や護岸工事が計画あるいは施工中の地
域を重点的に調査した。このような工事等によって影
響を受けやすい海浜性植物群落や干潟、海岸林などに
生息する生物相の調査は、現状の把握と今後の変化を
モニタリングするためにはできるだけ多くの情報を収
集しておくべきであると考え、課題調査として計画し
た。
●調査メンバー
博物館学芸員：大原賢二（動物）
館外調査者：林 正美（埼玉大学教育学部教授）
●調査の概要及び成果
７月１６日、阿南市北の脇海岸
９月２日、海部郡海陽町（海部）
９月１４日、阿南市椿町蒲生田岬
１０月２０日～２２日、沖洲干潟、那賀川河口、北の脇海
岸、徳島市川内町小松海岸など
２００７年３月２３日～２５日、吉野川河口干潟、沖洲干潟；
那賀川河口、月見ヶ浜海岸。
（館外調査者は、１０月と２００７年３月の２回参加、そ
のほかは大原が調査を行った）
・各調査地点共に、砂の中に生息する半翅目昆虫を主
な指標種として調査を行った。シバやその他のイネ科
に依存するコバネナガカメムシや、ハマベツチカメム
シなどを各地点で採集できたが、これらは徳島での記
録はない。
・昨年は大きな台風が来なかったため、砂の流出や、
逆に砂に覆われて植物が見えなくなっている所などは
なかった。そのため昆虫の個体数もやや多かったよう
に感じられた。
・どうしても砂浜を中心に調査を行うために、海岸樹
林の中の昆虫相の調査が十分にできていない。次年度
は樹林の調査も行いたい。

２．分野別（個別）調査研究

大原賢二（動物・昆虫）
�日本産ハナアブ科の分類学的研究
�徳島県のヒラズゲンセイの分布調査
徳島県のヒラズゲンセイの分布調査を継続して
行った。１８年度は徳島市論田町や昭和町などでの発
生が確認できたが、これまでと同様に、人家周辺で
あるために発生地や個体数などの公表は行わなかっ

た。
�アサギマダラの移動調査
アサギマダラの移動に関する標識再捕法による調
査を１８年度も行った。春期の移動記録はこれまでな
かなか得られなかったが、鹿児島県喜界島でマーク
された個体が、５月１８日に鳴門市大麻山周辺で採集
された。小学４年生の児童が採集したもので、春の
北上個体が四国へも移動することを確認した貴重な
記録となった。
秋の移動記録は多数得られた。総数としては１７年
度よりもかなり少なかったが、総個体数に対しての
再捕獲率はかなり高くなった。特筆すべき移動記録
は、福島県の磐梯山付近でマークされ、愛知県で再
捕獲、さらに美波町明神山で再々捕獲となった個体
である。この個体の捕獲も椿小学校の生徒さんであ
る。また、山形県蔵王山からの個体が２頭再捕獲さ
れているが、これまでの一番北からの個体である。
佐藤陽一（動物・脊椎動物）
�那賀川における回遊型カジカの保全に関する研究
徳島大学工学部建設工学科との共同研究。

�矢作川河口周辺海域における仔アユの分布要因に関
する研究
豊田市矢作川研究所との共同研究。データ解析を
担当した。
�ナガレホトケドジョウの生息環境に関する研究
若宮慎二氏との共同研究。データ解析を担当し
た。
�徳島市におけるカダヤシの放流実態に関する調査
徳島大学大学院ソシオテクノサイエンス研究部と
の共同調査。
小川 誠（植物）
�三次市「旧東祖谷山村」の植物相調査
平成１８年度阿波学会の調査の一環として、三次市
「旧東祖谷山村」の植物相調査を行った（木下 覚、
真鍋邦男氏らと共同）。
�ヨモギ属の分布調査
日本産ヨモギ属の分化と分布の現状を探るため、
栃木県での分布調査を行った。
�インターネットでの情報公開に関する研究
インターネットで高精度画像を公開する方法につ
いて検討し、Zoomifyer EZを用いて植物標本の画
像を公開した。
�県内産絶滅危惧種の保全に関する調査
徳島県内の湿地生絶滅危惧植物の分布調査を行
い、ポテンシャルハビタットマップを作成した（徳
島大学大学院工学研究科エコシステム専攻との共
同）。
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茨木 靖（植物）
�県産植物相の調査
阿南市を中心に、徳島県の植物相の調査を行っ
た。
�ススキ属他イネ科植物の比較研究
国内外各地のイネ植物について、その異同、分布
などに関しての調査を行った。
�県内における海流種子等の漂着状況を調査した（池
渕正明氏と共同）。
両角芳郎（地学）
�日本の上部白亜系の化石層序に関する研究
阿讃山地の和泉層群から産出するノストセラス科
アンモナイトの分類学的検討を行った。
�博物館における古生物学分野での教育普及活動と古
生物学のアウトリーチについての調査概要をまとめ
た。
中尾賢一（地学）
�浅海成鮮新統～更新統の堆積環境と貝化石相の調査
長崎県で堆積構造の観察と貝化石の採集を行っ
た。
�三好市旧東祖谷山村地域の地形発達史に関する研究
平成１８年度阿波学会の調査の一環として、旧東祖
谷山村地域の地質に関する野外調査を行った（石田
啓祐氏らと共同）。
�日本産アワジチヒロ属二枚貝の系統と分類に関する
研究
日本各地から産出するアワジチヒロ属化石を計測
し、分類学的な検討を行った（横川浩治氏、松原尚
志氏と共同）。
辻野泰之（地学）
�上部白亜系のアンモナイト化石に関する研究。
藤原ナチュラルヒストリー振興財団学術研究助成
を受けて、日本産異常巻きアンモナイト：バキュリ
テス類の再分類を行った。
�北海道の上部白亜系の二枚貝化石と堆積環境に関す
る研究
北海道羽幌―古丹別地域に分布する蝦夷累層群の
二枚貝化石群の認定と堆積環境の推定を行った。
�上部ジュラ系坂州層群栗坂層に関する研究。
那賀町に分布する上部ジュラ系坂州層群栗坂層か
ら産出する動物化石や堆積相の調査を行った（佐藤
正氏・石田啓祐氏・香西武氏らと共同）。
高島芳弘（考古）
�石井町前山古墳群の報告書作成に向けた調査
バチ形の前方部をもつ前方後円墳の集成と、壁体
に板石を貼り付ける竪穴式石槨の類例調査。
�牟岐大島で発見した建物跡と採集した陶磁器類や瓦

類の調査
主に幕末から明治にかけての肥前、瀬戸、大谷、
産地不明の陶磁器類や刻印瓦について調査を行っ
た。
�若杉山遺跡を中心とする徳島県における朱採掘遺跡
の確認調査
阿南市の津乃峰山中腹の岩屋周辺、吉井町野尻で
の石杵の採集を通じて、朱の採掘遺跡の広がりを追
求した。
�中世城館総合調査
徳島県教育委員会の中世城館総合調査の調査員を
引き受ける。担当地域は阿南市。本年度は主に山城
の確認調査を行った（須藤茂樹、福永素久と共同）。
魚島純一（保存科学・考古）
�臭化メチル燻蒸に替わる燻蒸法の研究
昨年度までの実験結果から、小型の窒素発生装置
を使った中型資料までの低酸素濃度処理法による殺
虫処理を行った。また、昨年までの実験結果をもと
に、減圧燻蒸庫において大型の窒素発生装置による
大型資料の低酸素濃度処理が行えるように燻蒸装置
の改修を行った。
�展示室内等における害虫の生息調査
昨年度までに引き続き、展示室内等での害虫の生
息調査を実施し、どの時期にどの場所でどのような
害虫が捕獲できるかを調査した。これまでの調査
で、展示室内での害虫発生の場所およびサイクルの
確認ができた。今後は、調査の成果を害虫被害の防
除に役立てる予定である。
�鳥居記念博物館の資料保存環境の調査
昨年度までに引き続き、鳴門市にある徳島県立鳥
居記念博物館において、適切な保存環境づくりのた
めの基礎資料とするために、収蔵庫や展示室などの
温湿度環境の調査を行った。
�外部依頼による調査、保存処理等
・徳島市教育委員会、徳島県埋蔵文化財センター
などの依頼を受け、出土文化財の蛍光 X線分析に
よる材質調査を行った。
・阿波学会建築班の依頼を受け、棟札の赤外線
TVカメラでの調査を行った。
・鳴門市教育委員会の依頼を受け、鳴門市大麻町
所在のドイツ兵俘虜慰霊碑の保存処理法について検
討し、石材強化剤による応急的保存処理を実施し
た。
・県内・外の博物館施設等からの虫害防除等に関
する相談を受け、現地調査、アドバイス等を行った。
●徳島県危機管理局・消防防災航空隊の協力を得て、
徳島県内の遺跡等の空撮を行った。（１０月３０日）
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長谷川賢二（歴史）
�中世期書写大般若経の調査
若王寺大般若経調査会香川県東かがわ市の若王寺
所蔵大般若経の調査に参加し、中世の地域間交流や
地方仏教の展開について新しい知見を得た。
�四国における歴史博物館発達史の調査
戦前の四国地方における歴史博物館の展開につい
て、とくに郷土史研究との関連について調査・検討
した。
�近世地誌における城館関係記載の調査
徳島県教育委員会による中世城館跡総合調査の一
環として、「異本阿波志」、「阿陽記」系地誌におけ
る城館関係記載を抽出した。
庄武憲子（民俗）
�阿波古式打毬競技資料の収集と整理
当館で所蔵している阿波古式打毬競技資料４０５点
について、残されている規則集などから、材質、使
用方法を調査・記録し整理をした。
�美波町西河内・赤松地域の盆棚・正月飾りについて
の調査
美波町西河内・赤松地域で現行されている盆棚、
年飾りについて調査、記録した。他地域と比べて、
これら地域では、毎盆、先祖をまつるために盆棚を
設置しまつる特徴があること、正月飾りについて
は、赤松地域で正月元旦に鍬初めのためにまつり場
を設ける特徴があることを把握した。
�海部地方における年棚・盆棚習俗の事例収集と整理
海部という地域において、年中行事の中心である
正月と盆のまつり場、年棚と盆棚の事例に地域的特
徴が見られるか確認することを目的に、これまで報
告されてきた事例の収集、整理を行った。
磯本宏紀（民俗）
�潜水漁及びイサリ漁の漁具・漁法調査
県南部の漁村を中心に、潜水漁及びイサリ漁で使
用される漁具及び漁法の調査を行った。
�伊島潜水漁民の出稼ぎ・移住に関する民俗学的研究
阿南市伊島からの近代以降の出稼ぎ・移住に関す
る調査を行った。器械潜水漁を生業とすることに
よって生じた出稼ぎ移住の実態と、それにともなっ
た文化伝播の痕跡を明らかにすることを目的として
検討した。
�唐竿の地域差に関する調査
三好市東祖谷における唐竿の形態、材質、使用形
態などの特質及び仕事唄について調査した。また、
これらのデータをもとに地域差についての検討も
行った。なおこれらのデータは、県内を含む四国唐
竿調査の一部をなすものである。

大橋俊雄（美術工芸）
�飯塚桃葉の作品と資料
阿波藩御用蒔絵師飯塚桃葉については、近年漆工
史研究者のあいだで関心が広がり、作品や資料の発
見報告がいくつかあった。こうした情報を長期的に
収集し、蓄積することを目指した。
�塗師藤重の系譜
藤重は、戦国期に南都に現れた塗師で、茶の湯の
隆盛とともに勢いを増し、江戸期には幕府諸大名と
つながりをもつことで家を維持した。分家が蜂須賀
家に出入りしたため、子孫の家がいまも徳島県下に
のこる。同家の過去帳を手がかりにして、より正確
な系譜を作成し、漆工としての特質を調べた。
�阿波における好古の思潮
ものを通していにしえの姿を識る好古の思潮は、

１８世紀後半に老中松平定信が現れて決定的となっ
た。阿波でも、定信のブレーンである柴野栗山、屋
代弘賢が藩主家と関わりをもったことから、好古の
気風が濃厚にあらわれた。具体的には、阿波国文庫
の成立、絵師守住貫魚による諸事物の記録収集など
の事例があげられる。阿波における当時の文化的状
況を、江戸および日本各地と関連づけるために、情
報収集をはじめた。
�日本美術史学の成立と小杉榲邨
阿波出身の国学者小杉榲邨について、基本的な情
報の収集を行った。将来的には榲邨が現れた土壌を
とらえること、今日に受け継がれてきた日本美術史
観（学）が、明治期に形成されたおり、榲邨らが果
たした役割を明らかにすることを目指す。

３．科学研究費補助金等による研究

●若手研究（B）：伊島潜水漁民の出稼ぎ・移住に関
する民俗学的研究（平成１７年度～１９年度）
研究代表者：磯本宏紀
●基盤研究（B）：北米太平洋岸に分布する海成白亜
系の高時間精度年代層序と海生生物群の時空変遷（平
成１８～平成２０年度）
研究代表者：棚部一成（東京大学大学院理学研究科
教授）
当館の研究分担者：辻野泰之
●基盤研究（C）：第７回国際頭足類シンポジウム
（２００７）の企画調査
研究代表者：棚部一成（東京大学大学院理学研究科
教授）
当館の研究分担者：辻野泰之
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●藤原ナチュラルヒストリー振興財団学術研究助成：
日本産異常巻きアンモナイト：バキュリテス類の再分
類
研究代表者：辻野泰之
●藤原ナチュラルヒストリー振興財団学術研究助成：
ススキ属ススキ節に関する分類学的再検討
研究代表者：茨木 靖
●基盤研究（A）：ヒマラヤ高山植物相の分子遺伝・
地理・分類学的解析（平成１８～平成１９年度）
研究代表者：大場秀章（東京大学リサーチフェロー）
当館の研究分担者：茨木 靖

４．他機関との共同研究

●若王寺所蔵大般若波羅蜜多経調査会「財団法人赤澤
記念財団奨励助成 若王寺所蔵大般若波羅蜜多経調
査」（平成１７～１８年度）
研究代表者：山西 仁（東かがわ市文化財保護審議
会副会長）
当館の研究分担者：長谷川賢二
●千葉大学大学院人文社会科学研究科平成１８年度研究
プロジェクト「博物館の社会史に関する前哨的研究」
研究代表者：橋本裕之（千葉大学文学部教授）
当館の研究分担者：長谷川賢二
●徳島大学環境防災研究センター「四国横断自動車道
鳴門市域カワバタモロコ生息状況に関する調査研究」
研究代表者：岡部健士（徳島大学環境防災研究セン
ター長）
当館の研究分担者：佐藤陽一

５．研究成果の公表

� 徳島県立博物館研究報告第１７号の発行
２００７年３月３１日発行、B５判１７２ページ、１，１００部
（＊は館外研究者）
論文
高島芳弘：徳島県石井町前山古墳群の測量及び発掘調
査の概要．p．１‐４３．
市川俊英＊・大原賢二：樹液食，薄暮活動性のスズキ
ベッコウハナアブ成虫（双翅目，ハナアブ科）．
p．４５‐５２．
乃一哲久＊：徳島県つるぎ町半田川の魚類相と流程分
布．p．５３‐７３．
調査記録
大橋俊雄：塩山蒔絵細太刀拵に関する文献史料（翻
刻）．p．７５‐１００．
大原賢二：アサギマダラの移動に関する徳島県の記録

（２００６年）．p．１０１‐１２２．
田代優秋・佐藤陽一・上月康則＊：徳島市における外
来魚カダヤシの３７年間の放流記録．p．１２３‐１３８．
中尾賢一：徳島県立博物館における学校教育支援事業
－とくに地学分野の出前授業について－．p．１３９‐１４６．
短報
沖津 昇＊・中尾賢一・堀 秀道＊：徳島県勝浦町辷谷
のクロム鉱石採掘跡から発見された鉱物．p．１４７‐
１５０．

� 公表論文・報告・記事等一覧（＊印：館外研究者）
●動物
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
（財）徳島県埋蔵文化財センター編［佐藤陽一（鑑定
協力）］（２００６）田宮遺跡：緊急地方道路整備事業（常
三島中島田線）関連埋蔵文化財発掘調査報告書．徳
島県埋蔵文化財センター調査報告書，（６５），２７８pp.
佐藤陽一．（２００７．３）魚類調査．国立大学法人徳島大
学環境防災研究センター編，四国横断自動車道鳴門
市域カワバタモロコ生息状況に関する調査研究報告
書．国立大学法人徳島大学環境防災研究センター，
p．２‐１～２‐６８．
田代優秋・佐藤陽一・上月康則＊（２００７．３）徳島市に
おける外来魚カダヤシの３７年間の放流記録．徳島県
立博物館研究報告，（１７），１２３‐１３８．
市川俊英＊・大原賢二（２００７．３）樹液食，薄暮活動性
のスズキベッコウハナアブ成虫（双翅目，ハナアブ
科）．徳島県立博物館研究報告，（１７），p．４５‐５２．
大原賢二（２００７．３）アサギマダラの移動に関する徳島
県の記録．徳島県立博物館研究報告，（１７），１０１‐１２２．
〈普及的記事〉
吉野川交流推進会議編（佐藤陽一［協力］）．（２００６．４）
特集「吉野川のいきもの」―さかな博士の吉野川魚
図鑑．四国三郎吉野川，２２：２‐４．
佐藤陽一．（２００６．６）研究評加入の１年－われわれは
エイリアン�．研究職評ニュース，（９３）：１．
佐藤陽一．（２００６．６）どうしてカダヤシを放流しては
いけないの？ （２００６．７．３１）徳島県立博物館ニュー
ス，（６３）：６．
佐藤陽一書評：「社会科学」はブラックバス問題を解
決できるか－青柳純著「ブラックバスがいじめられ
るホントの理由」をめぐって．阿波のつり 平成１８
年特集号（徳島県釣連盟発行），p．７９‐８８．
佐藤陽一．（２００６．８）さかな博士の吉野川魚図鑑 連
載第１６回：ムギツク．四国三郎吉野川，２００６年夏号，
２３：１０．
佐藤陽一．（２００６．１２）さかな博士の吉野川魚図鑑 連
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載第１７回：ウキゴリのなかま．四国三郎吉野川，
２００６－２００７年冬号，２４：６．
大原賢二．（２００６．６）トガリアメンボの侵入と分布拡
大．徳島県立博物館ニュース，（６３）：４．
●植物
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
小川 誠・木下 覺＊・片山泰雄＊・植北ちず子＊・小
松研一＊・佐治まゆみ＊・真鍋邦男・成田愛治
（２００６．３）藍住町の植物．阿波学会紀要，第５１号
藍住町総合学術調査，阿波学会：２３‐３１．
☆Y. Ibaragi（２００６．４）Arundinella riparia subsp. bre-
viaristata（Poaceae）, a New Rheophytic Grass from
Shikoku, Japan. Acta Phytotax. Geobot．５７（１）：
６５‐７３．
〈普及的記事〉
小川 誠（２００６．９）博物館と行政がタッグを組んで自
然を守る．徳島県立博物館ニュース（Culture
Club），（６４）：２‐３．
小川 誠（２００７．３）渓流沿い植物の観察．しぜんしく
らしき，６０：１７．
小川 誠（２００７．３）植物標本の詳細な画像をインター
ネットで閲覧できます．徳島県立博物館ニュース（情
報ボックス）．（６６）：４．
茨木 靖（２００６．１２）この種子は何でしょうか？浜辺
で拾いましたが…～モダマのなかま３０年ぶりの記
録～．徳島県立博物館ニュース（レファレンス Q&
A）．（６５）：７．
●地学
〈単行本・図書〉
辻野泰之（２００７．２）博物館から化石の面白さを発信．
四国ミュージアム研究会編「博物館が好きっ！－学
芸員が伝えたいこと－」，教育出版センター：１８７‐
１９１．
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
☆中尾賢一（２００６．４）長崎県島原半島に分布する下部
更新統加津佐層の貝化石相．第四紀研究，４５（２）：
１１３‐１２１．
☆Koji Yokogawa＊ and Ken-ichi Nakao（２００７．２）：Phy-
logeny of the Genus Volachlamys（Bivalvia : Pecti-
nidae） from Japan. Venus，６５（４）：２９９‐３１７．
☆Koji Yokogawa＊, Ken-ichi Nakao and Takashi
Matsubara＊（２００７．２）：Precedence of Pecten yagurai
Yagura，１９２２（Bivalvia : Pectinidae）over Pecten
yagurai Makiyama,１９２３, with Lectotype Designa-
tion of Both Taxa.Venus，６５（４）：３７５‐３７８．
西山賢一＊・中尾賢一・古田 昇＊・橋本寿夫＊・石田
啓祐＊．藍住町地域の地下地質（２００６．３）阿波学会

紀要，（５２）：p．１‐１２．
中尾賢一（２００７．３）徳島県立博物館における学校教育
支援事業 －とくに地学分野の出前授業について－．
徳島県立博物館研究報告，（１７），１３９‐１４６．
沖津 昇＊・中尾賢一・堀 秀道＊（２００７．３）．徳島県
勝浦町辷谷のクロム鉱石採掘跡から発見された鉱
物．徳島県立博物館研究報告，（１７），１４７‐１５０．
〈普及的記事〉
両角芳郎（２００６．９）中央構造線（板野断層）の断層変
位地形．徳島県立博物館ニュース（野外自然博物館），
（６４）：６．
両角芳郎（２００７．３）阿讃山地から産出するノストセラ
ス科アンモナイト．徳島県立博物館ニュース
（Culture Club），（６６）：２‐３．
中尾賢一（２００６．６）地層からみた干潟環境．徳島県立
博物館ニュース（Culture Club），（６３）：２‐３．
辻野泰之（２００６．１２）チラノサウルス類の歯化石．徳
島県立博物館ニュース（館蔵品紹介），（６５）：４．
●考古
〈単行本・図書〉
魚島純一（２００７．２）博物館のお医者さん－保存科学担
当学芸員として－．四国ミュージアム研究会編「博
物館が好きっ！－学芸員が伝えたいこと－」，教育
出版センター：５８‐６２．
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
高島芳弘（２００７．３）徳島県石井町前山古墳群の測量及
び発掘調査の概要．徳島県立博物館研究報告（１７）：
１‐４３．
魚島純一（２００７．３）諏訪神社古墳出土の土器枕に付着
した赤色顔料の蛍光 X線分析．高松市埋蔵文化財
調査報告書第１００集「諏訪神社遺跡・久米山遺跡
群」，高松市教育委員会：７４‐７６．
〈普及的記事〉
高島芳弘（２００６．１２）前方後円墳という形 －宮谷古
墳と前山１号墳・２号墳－．徳島県立博物館ニュー
ス（Culture Club），（６５）：２‐３．
魚島純一（２００６．６）博物館のお医者さん．高知県立歴
史民俗資料館だより・岡豊風日第５７号
魚島純一（２００６．９）『徳島の銅鐸』－初の徳島県内出
土銅鐸ガイドブック�－．徳島県立博物館ニュース
（情報ボックス），（６４）：４．
魚島純一（２００７．３）レファレンス Q&A 銅鐸に弥生
時代の人が修理した跡があるってほんとうですか？
徳島県立博物館ニュース（レファレンス Q&A），
（６６）：７．
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●歴史
〈単行本・図書〉
長谷川賢二（２００７．２）生き生きとした常設展示を求め
て－模索の中で－．四国ミュージアム研究会編「博
物館が好きっ！－学芸員が伝えたいこと－」，教育
出版センター：８２‐８９．
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
長谷川賢二（２００６．１１）顕密仏教と地方寺院．季刊考
古学，（９７）：８５‐８８．
長谷川賢二（２００７．３）若王寺大般若経と阿波国－関係
記載と一僧侶をめぐる検討－．若王寺所蔵大般若波
羅蜜多経調査会編「東かがわ市歴史民俗資料館叢書
２ 若王寺所蔵大般若波羅蜜多経調査報告書」，東
かがわ市歴民俗資料館：５４‐６１．
〈普及的記事〉
長谷川賢二（２００６．３）書評と紹介：阪本敏行著「熊野
三山と熊野別当」．山岳修験，（３７）：７５‐７８．
長谷川賢二（２００６．５）出会いの風景７７：民俗学者 小
松和彦さん．徳島新聞５月１０日朝刊．
長谷川賢二（２００６．５）博物館と「時代」－博物館史に
思うこと－．研究職評ニュース，（９２）：１．
長谷川賢二（２００６．５）いきいきミュージアム５０：親し
まれる博物館を目指して．文化庁月報，（４５２）：２２．
長谷川賢二（２００６．６）書評と紹介：苅米一志著「荘園
社会における宗教構造」．宗教研究，（３４８）：１９９‐２０４．
長谷川賢二（２００６．６）徳島水平社創立八〇周年記念展
を終えて．りべらちお，（２０）：８．
長谷川賢二（２００６．１０）書評：武田和昭師著「増吽僧
正」によせて．六大新報，（４１０４）：７．
長谷川賢二（２００６．１１）図書紹介：お勧めするこの文
献（３）歴史．博物館研究，４１（１１・１２）：７．
長谷川賢二（２００６．１２）六十六部廻国の笈．徳島県立
博物館ニュース，（６５）：１．
●民俗
〈単行本・図書〉
磯本宏紀（２００７．２）課題調査，そして写真展の試み．
四国ミュージアム研究会編「博物館が好きっ！－学
芸員が伝えたいこと－」，教育出版センター：６９‐７５．
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
庄武憲子（２００６．１２）徳島県の八朔行事－宍喰の八朔
の雛祭を中心として－．四国民俗，（３９），四国民俗
学会：４５‐６８．
庄武憲子（２００７．３）美波町西河内・赤松・北河内大戸
の盆棚、徳島地域文化研究，（５），徳島地域文化研
究会：３８‐５８．
庄武憲子（２００７．３）美波町赤松の正月飾りと牛王行事、
徳島地域文化研究，（５），徳島地域文化研究会：５９‐

６５．
磯本宏紀（２００６．１２）．カラサオ打ちで謡われた仕事唄
－徳島県域における藍こなし唄および麦打ち唄ほ
か－．民具集積，（１２），四国民具研究会：７‐２９．
〈普及的記事〉
庄武憲子（２００６．９）徳島にはどのような妖怪の話が伝
わっていますか？．徳島県立博物館ニュース（Q&
A）．６４：７
庄武憲子（２００７．３）美波町赤松の牛玉杖．徳島県立博
物館ニュース（館蔵品紹介），（６６）：６．
庄武憲子（２００７．３）新刊紹介 徳島県教育委員会編『徳
島県の近代文化遺産－徳島県近代文化遺産（建造物
等）総合調査報告書』．徳島地域文化研究，（５），
徳島地域文化研究会：２１０‐２１１．
庄武憲子（２００６．７）とくしまの風習「お地神さん」．
SALALA（２１２），徳島新聞社：１５．
庄武憲子（２００６．８）とくしまの風習「盆棚」．SALALA
（２１４），徳島新聞社：２０．
庄武憲子（２００６．９）とくしまの風習「関船の出る祭」．
SALALA（２１６），徳島新聞社：８．
庄武憲子（２００６．１１）とくしまの風習「お亥の子さん」．
SALALA（２２０），徳島新聞社：１８．
庄武憲子（２００６．１２）とくしまの風習「冬至の水」．
SALALA（２２２），徳島新聞社：１３．
庄武憲子（２００７．１）とくしまの風習「門札・門守さん」．
SALALA（２２４），徳島新聞社：９．
庄武憲子（２００７．２）とくしまの風習「花嫁菓子」．
SALALA（２２６），徳島新聞社：１５．
庄武憲子（２００７．３）とくしまの風習「雛飾り」．SALALA
（２２７），徳島新聞社：１７．
磯本宏紀（２００７．３）新刊紹介 本川久行著『祖谷山民
俗誌考』，徳島地域文化研究，（５），徳島地域文化
研究会：２０５‐２０６．
磯本宏紀（２００６．８）第９番札所 正覚寺法輪寺；第１０
番札所 得度山切幡寺；第１１番札所 金剛山藤井
寺；第１２番札所 摩盧山焼山寺．郵趣サービス社
編，「四国八十八ヶ所の文化財遺産 シリーズ切手
コレクション」第３集，郵趣サービス社．
●美術工芸
〈論文・調査報告〉（☆：査読付学術雑誌）
☆大橋俊雄（２００７．２）飯塚桃葉作塩山蒔絵細太刀拵（東
京国立博物館蔵）とその文献史料．MUSEUM（６０
６）．東京国立博物館：６３‐７３．
大橋俊雄：塩山蒔絵細太刀拵に関する文献史料（翻
刻）（２００７．３）：徳島県立博物館研究報告，（１７），７５‐
１００．
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〈普及的記事〉
大橋俊雄（２００６．６）石榴にヤツガシラ蒔絵印籠：徳島
県立博物館ニュース，（６３）：７
大橋俊雄（２００６．１０）記録する画家・守住貫魚．徳島
新聞朝刊．
大橋俊雄（２００６．１２）藤重と阿波蜂須賀家．徳島県立
博物館ニュース（情報ボックス），（６５）：６．

� 学会・研究会等での発表（＊印：館外研究者）
●動物
若宮慎二＊・佐藤陽一（２００６．５）ナガレホトケドジョ
ウの生息環境．平成１８年度 GORI研究会（横須賀）．
佐藤陽一（２００６．９）川魚の生息を規定する環境要因．
全国湖沼河川養殖研究会第７９回大会（徳島）．
若宮慎二＊・佐藤陽一（２００６．９）．ナガレホトケドジョ
ウの生息環境と生息地再生．応用生態工学会第１０回
研究発表会（東京）．
佐藤陽一・竹林洋史＊・岡部健士＊・清水孝昭＊・渋谷
雅紀＊（２００６．１０）河川性カジカ科魚類２種の生息場
評価－偏りのあるデータの解析．２００６年度日本魚類
学会年会（静岡）．
佐藤陽一・日本魚類学会標準和名検討委員会（２００７．
３）魚類の差別的標準和名の変更について．第３４回
四国魚類研究会（松山）．
佐藤陽一（２００７．３）河床に沈積した微細粒子が魚類の
生息へ及ぼす影響．矢作川を流下する有機懸濁物に
関する研究会（豊田）．
●植物
原田悦子＊・小川 誠・三橋弘宗＊・鎌田磨人＊（２００７．
３）徳島県における湿生絶滅危惧植物の潜在的生育
域類型と環境特性．第５４回日本生態学会（松山）．
藤田 卓＊・小川 誠・勝山輝男＊・角野康郎＊・川窪
伸光＊・芹沢俊介＊・高橋英樹＊・高宮正之＊・藤井伸
二＊・松田裕之＊・宗田一男＊・横田昌嗣＊・米倉浩
司＊・矢原徹一＊（２００７．３）日本の絶滅危惧植物個体
群の１０年間の変遷－環境省版レッドリスト見直し調
査の結果から－．第５４回日本生態学会（松山）．
●地学
両角芳郎（２００７．２）博物館の教育普及活動と古生物学
のアウトリーチ．日本古生物学会第１５６回例会（徳
島）．
中尾賢一（２００７．２）下部～中部更新統北有馬層から産
出した“大陸沿岸系遺存種”．日本古生物学会第１５６
回例会（徳島）．
K. Ishida＊, H. Okamoto＊, Y. Tsujino, K. Nakao, T.

Kozai＊ and F. Hirsch＊（２００６．３）Post-accretionary
Triassic sealing of the Kurosegawa Terraine in

East Shikoku, outer zone of SW Japan.

Inter Rad１１＆Triassic Stratigraphy Symposium
（New Zealand）.
●考古
魚島純一（２００６．６）博物館資料の大型調湿窒素発生装
置による殺虫処理の実例．文化財保存修復学会第２８
回大会（東京）．
魚島純一（２００６．９）博物館における考古遺物の保存処
理．東アジア文化財保存修復国際会議専門家会議『東
アジアの文化財保存修復事情』．（宮崎県立西都原考
古博物館）．
●歴史
長谷川賢二（２００６．９）山の歴史をめぐる二，三の視点．
徳島地方史研究会例会（徳島）．
長谷川賢二（２００６．１２）若王寺大般若経に見える阿波
国の僧侶について．若王寺所蔵大般若波羅蜜多経調
査報告会（東かがわ）．
●民俗
磯本宏紀（２００６．６）海女を描くこと－博物館の可能
性－．済州海女博物館開館記念国際学術会議（大韓
民国・済州）．
磯本宏紀（２００６．７）四国東岸域のカラサオ－那賀川町・
海南町の事例－．四国民具研究会合評会（四国中央）
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博物館での展示は、常設展と企画展から成る。
常設展は、徳島の自然、歴史、文化、自然のしくみ
等が概観でき、また、全国的・世界的なかかわりにつ
いても理解できるよう、様々なテーマを定めて展示し
ている。部分的な展示替えや資料の入れ替えは随時
行っているが、開館１５周年が過ぎても基本的な展示の
構成は開館以来変わっていないことから、常設展の更
新（リニューアル）が大きな課題となっている。しか
し、厳しい財政状況のもとで、事業化のめどは立って
いない。
企画展は、専用の企画展示室を使って年３回行うこ
とにしている。各分野・分類群の館蔵コレクションの
紹介、学芸員の研究成果に基づく地域自然誌や歴史・
文化の紹介、全国的あるいは世界的な広がりの資料の
展示など様々なテーマをおりまぜ、２、３年先までの
スケジュールをたてて計画的に取り組んでいる。しか
しながら、年々企画展予算が削減され、規模の大きな
企画展の開催は難しくなっている。

１．常設展

� 常設展の構成
博物館の常設展示は、総合展示、部門展示およびラ
プラタ記念ホールの展示の３つから構成されている。
●総合展示
「徳島の自然と歴史」を総合テーマとし、徳島の歴
史と文化、現在の自然の姿が概観できるよう、次の７
つの大テーマにそって展示が展開されている。
１．日本列島と四国のおいたち
２．狩人たちの足跡
３．ムラからクニへ
４．古代・中世の阿波
５．藩政のもとで
６．近代の徳島
７．徳島の自然とくらし
●部門展示
総合展示とはちがった角度から、分野ごとの個別
的、分類的な展示を行っている。
人文：焼物のうつりかわり／阿波の美術工芸／徳島

の歴史・民俗資料 など
自然：いろいろな岩石／鉱物／いろいろな動物／生

物の生活と自然のしくみ など
●ラプラタ記念ホールの展示
アルゼンチン共和国のラプラタ大学から寄贈された
南アメリカ特有の更新世哺乳動物化石を展示している。
主な展示資料：
メガテリウム全身骨格（レプリカ）
パノクツス全身骨格及び甲羅
マクラウケニア全身骨格（レプリカ）
トクソドン全身骨格（レプリカ）
スミロドン全身骨格（レプリカ）
ヒッピディオン全身骨格（レプリカ）
ステゴマストドン頭骨（レプリカ）

� 部門展示の展示替え
部門展示（人文）では、テーマを決めて随時展示替
えをしている。平成１８年度は次の展示を行った。
●複製資料・復元資料
前年度～４月９日（日）
レプリカなどの複製資料や、元の状態を再現した復
元資料賀持っている役割を紹介した。
●木工の道具
４月１１日（火）～７月９日（日）
木工職人故大寺喜好氏の所蔵していた道具のうち、
鋸、鉋、鑿を紹介した。
●まじない・鬼・妖怪
７月１１日（火）～９月１８日（月）
中世から近世、さらには現代の民俗文化における呪
術信仰の諸相を紹介した。
●記録する画家 守住貫魚
９月２０日（水）～１０月２９日（日）
住吉派の画家守住貫魚が残した資料を紹介した。
●須木一胤の世界
１０月３１日（火）～１２月１０日（日）
寄贈を受けた日本画家須木一胤の資料と作品を公開
した。
●牟岐大島の考古資料
１２月１２日（火）～４月１日（日）
牟岐大島で実施した課題調査の成果を紹介した。

� トピックコーナーの展示替え
未公開資料の活用を中心として、常設展に変化をつ

� 展示

１６



けるため、ラプラタ記念ホール出口に展示ケースを設
置してトピックコーナーとして、小展示を行ってい
る。平成１８年度は次の展示を行った。
●朱の精製の広がり
前年度～５月１４日（日）
由岐水銀鉱山丹波坑口付近から採集した石杵を中心
として、水銀の採掘・精製遺跡の分布調査の成果の一
部を紹介した。
●カダヤシ
５月１６日（火）～７月３０日（日）
外来生物の事例としてカダヤシについて紹介した。
●唐木仏壇の彫刻
８月１日（火）～９月３日（日）
盆の時季にあわせて、県内で制作されてきた唐木仏
壇彫刻の型紙と職人の高水準の技を示す彫刻を紹介し
た。また、盆には、仏壇とは別に先祖や新仏（亡くなっ
て一年以内の故人の霊）、無縁仏（まつり手のない霊）
を供養するための特別な祭壇を設ける習わしがあり、
県内で見られる盆の特別な祭壇のさまざまな形を、写
真によって紹介した。
●木地師
９月５日（火）～１０月１５日（日）
藤本久氏（徳島市在住）から寄贈された木地師関係
資料を紹介した。

●里帰り� お弓とお鶴
１０月１７日（火）～１１月２６日（日）
平成１８年７月に、関根冨美子氏（東京在住）から寄
贈を受けた『傾城阿波の鳴門』の登場人物である「お
弓」と「お鶴」の着付け人形２体を新着資料として紹
介した。
●阿波古式打毬競技の道具
１１月２８日（火）～１月１４日（日）
当館所蔵の阿波古式打毬競技の道具が県の有形民俗
文化財に指定されることになった機会に合わせ、仁木
甚助氏から寄贈を受けた阿波古式打毬競技の道具４点
を新着資料として紹介した。
●阿讃山脈から産出した和泉層群の化石
１月１６日（火）～４月１日（日）
阿讃山脈から見つかったウミガメ類（オサガメ科）
やアンモナイト、二枚貝、巻貝などの化石を紹介した。

２．企画展

平成１８年度は、次の３回の企画展を行った。

� 第１回企画展「奇跡の化石たち」
発見される大部分の化石は、骨や貝殻などの硬組織
のものである。しかしながら、特異な条件のもとでつ
くられた地層からは、例外的に皮膚や筋肉などの軟組

展示替え案内チラシ
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織の痕跡や体節や関節が完全につながった状態を保つ
など、奇跡的な保存状態をしめす化石が発見されるこ
とがある。この企画展では、そうした世界的に有名な
保存状態のよい化石をとおして、生物が化石になるま
でのプロセスについて紹介した。
●主催 徳島県立博物館
●期間 平成１８年４月２８日（金）～６月１８日（日）

（４５日間）
●会場 博物館企画展示室
●展示構成と主な展示資料
�化石になるまで
�世界の保存のよい化石
・エディアカラの化石（オーストラリア・先カンブ
リア紀）－ウミエラ類、クラゲ類など
・チェンジャンの化石（中国・カンブリア紀）－ア
ノマロカリス類、脊索動物類など
・バージェスの化石（カナダ・カンブリア紀）－ア
ノマロカリス類、腕足類など
・オルステンの化石（スウェーデン・カンブリア
紀）－節足動物
・ハンスクリュックの化石（ドイツ・デボン紀）－
ヒトデ類、三葉虫など
・メゾンクリークの化石（アメリカ・石炭紀）－節
足動物、魚類など
・ホルツマーデンの化石（ドイツ・ジュラ紀）－ワ
ニ類、アンモナイトなど
・ゾルンホーヘンの化石（ドイツ・ジュラ紀）－カ
ブトガニ、昆虫など
・サンタナ・クラト層の化石（ブラジル・白亜紀）－
魚類、昆虫
・レバノン白亜紀層の化石（レバノン・白亜紀）－
魚類、エビ類など
・グリーンリバー層の化石（アメリカ・古第三紀）－
魚類
・メッセルの化石（ドイツ・古第三紀）－コウモリ、
鳥類、爬虫類など
・琥珀の中の化石
�日本の保存のよい化石
・神戸層群の化石（兵庫県・古第三紀）－被子植物、
裸子植物など
・師崎層群の化石（愛知県・新第三紀）－ヒトデ、
ウニなど
・塩原層群の化石（栃木県・更新世）－カエル、魚
類、昆虫など

●展示資料点数 合計約７５０点
●観覧料 一般２００円／高校・大学生１００円／

小・中学生５０円

●期間中の観覧者数 １１，８３２人
●企画展関連行事
�展示解説（各日とも１４：００～１４：３０）
第１回：５月１４日（日） 参加者２８人
第２回：５月２１日（日） 参加者２０人
�木の葉化石の発掘体験
日時：５月７日（日）（１０：３０、１３：３０、１５：３０の３回）
参加者：１３０人
�記念講演会
日時：５月２８日（日）１３：３０～１５：３０
講師：前田晴良氏（京都大学大学院理学研究科助教授）
演題：「アンモナイトの遺骸は浮くか沈むか？

～化石化の原点を探る～」
参加者：７５人

「奇跡の化石たち」展示室風景

「奇跡の化石たち」展 チラシ
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� 第２回企画展「世界の種と実」
移動ができない植物にとって、種や実はその繁殖を
成功させる上での重要な手段である。植物は、子孫を
増やし分布を広げるという、生き物にとって最も大切
な役割を種や実に託していると言える。このため、そ
の形態や機能は、様々な生態条件に驚くほど巧みに適
応し、これを見る者に驚きを与える。この企画展は、
このような散布体としての種や実の多様性、生態、進
化などに注目し、国内外の種および実を比較展示する
ことで、その驚くべき自然の知恵について紹介した。
●期間 平成１７年７月２２日（土）～８月３１日（木）
●会場 博物館企画展示室
●展示構成
�種の誕生
・植物化石のいろいろ
・はじめての種とは？
�種と実のいろいろ
�種と実の適応戦略
・流れ寄る種と実
・食べられる種と実
・空を飛ぶ種と実
�種や実と暮らし
・生活や遊びとの関わり
・身近な生き物調べ
●展示資料点数 合計５００点
●観覧料 一般２００円／大学生１００円／高校生以下無料

（夏休み期間）
●期間中の観覧者数 ８，０８９人
●企画展関連行事

�企画展示解説
８月６日（日）１４：００～１４：３０
８月２０日（日）１４：００～１４：３０
�野外自然観察「漂着種子＆漂着物を探そう！」
日時：７月３０日（日）
午前９時～午後５時３０分
定員３０名

「奇跡の化石たち」展 配置図

「世界の種と実」展 チラシ
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� 第３回企画展「海人の見た世界－知られざ
る伝統文化発見！－」
この企画展では、現在の海人像を起点として「過去
と向き合う」「自然と向き合う」「世間と向き合う」と
いう３つの視点から、多様な海人文化に迫った。これ
まで、海での労働や自然とのかかわりという視点か
ら、一面的にしか捉えられてこなかった海人像に、多
角的にアプローチした。裸潜水漁から食、儀礼、信仰、
祭礼へと広がる海人文化についても、他地域との比較
により相対的に捉え直していくことで、徳島の伝統文
化の新たな一面に迫り、海から見た徳島の、知られざ
る伝統文化を再発見するきっかけを提供した。
●主催 徳島県立博物館
●協賛 海と船の博物館ネットワーク協議会
●期間 平成１８年１０月７日（土）～１１月２６日（日）

（４４日間）
●会場 博物館企画展示室
●展示構成
�歴史に綴られた海人―過去と向き合う
・文献に見る海人
・出土遺物からみた潜水漁
・熨斗鰒の伝統文化
・食文化と海人
�語られる海人―自然と向き合う
・アマの使った道具たち
・器械潜水漁への展開
・アマと呪符

・採貝具の比較
・阿波のアマ
�描かれた海人―世間と向き合う
・錦絵に描かれた海女

「世界の種と実」展 配置図

「海人の見た世界」展 チラシ
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警備員

獲る 探す 休む 

採貝具の比較 

出土遺物と潜水漁 

絵葉書に 
なった海女 

（太鼓台幕）・（木彫写真） 

　幅4m必要 

描かれた海女の 
珠とり 

写真家と海女 
（壁面パネル） 

アマ着2・刺し子2 

錦絵に 
描かれた 
海女 

（玉取海女絵馬） 
観光と海女 
観光ポスター 

警備員 

挨拶 
パネル 

写真パネル（漁・記念碑） 

海女木彫 

海女像 

みやげになった海女 

（志度寺縁起図） 

協力者 
パネル 

アマ語彙 
パネル 

写真パネル 
新聞パネル 

日本ノミ地域差パネル 

アマとまじない 
（アワビオコシ　テヌグイ） 

アマの使った道具たち 表とイラスト 

潜る 

展示台露出 

6.3m（7） 4.5m（5） 0.9m（1）6.3m（7） 

漁具 

海女木彫 

海女木彫 

ホース 

日本海移住ルートパネル メガネパネル 熨斗鰒パネル3枚 海部地名パネル 

描かれた海人 

関連資料 

済州島海女 

（葉利用・ 

　寸利用） 

貝標本 

漁具漁法概調 

イサリ漁具 

アマ漁具 

器械潜水漁への展開 

アマ分布図パネル2枚 

作業パネル 

モニタ 

（器械潜水具） 

潜水ポンプ 

文献にみる海人 熨斗鰒の伝統文化 万祝 

阿波のアマ 

語られる海人 歴史に綴られた海人 

・描かれた海女の珠とり
・観光と海女
・絵はがきになった海女
・みやげものになった海女
●展示資料数 合計２７５点

（内重要有形民俗文化財１件２９点）
●観覧料 無料
●期間中の観覧者数 ３，３６４人
●企画展関連行事
�企画展スケッチ大会
日時：１０月１５日（日）１０：３０～１５：００
参加者：１８名
�展示解説（各日ともに１４：００～１４：３０）
１０月２２日（日） 参加者：２２人
１１月１９日（日） 参加者：３７人
１１月２６日（日） 参加者：２０人
�映画上映会
題名：「海女のリャンさん」
日時：１０月２９日（日）１０：３０～１２：００、１３：００～１４：３０、

１４：４５～１６：１５（３回上映）
会場：文化の森・２１世紀館ミニシアター
参加者：４９人
�記念講演会
演題：「海の伝統文化・あま」
講師：田邉悟氏（千葉経済大学経済学部教授）
日時：１１月５日（日）１３：３０～１５：３０
会場：文化の森・２１世紀館イベントホール
参加者：４２人

３．特別陳列

� 旅と祈りの道－阿波の巡礼－
平成１８年度に実施された徳島県博物館協議会連携事
業「みる・きく・あるく 歴史の道」の一環として開
催した。四国遍路を中心とする巡礼にスポットを当て
ることで、阿波における道と人との関わりについて考
えることを目的とした。当館及び鳴門教育大学の収蔵
資料を中心に構成し、信仰に基づく旅（巡礼）の実態
や、村の視点からとらえた遍路の様相など、巡礼文化
の諸相を紹介した。
●主催 徳島県立博物館・国立大学法人鳴門教育大学
●期間 平成１９年１月１９日（金）～３月１８日（日）

（５１日間）
●会場 博物館企画展示室
●展示の構成と主な資料
�巡礼の広がり―四国遍路といろいろな巡礼
・四国遍路
・西国三十三所
・六十六部廻国
・写し霊場
考訂今昔物語 当館蔵
弘法大師由来 個人蔵
四国遍礼絵図 当館蔵
四国遍路道中図 鳴門教育大学蔵
金草鞋 当館蔵
三十二番職人歌合 当館蔵
文楽着付け人形 お弓・お鶴 当館蔵

「海人の見た世界」展 配置図
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養性軒十六詩 徳島市立徳島城博物館蔵
端四国八十八カ所絵図 徳島県立文書館蔵

�村と四国遍路
・遍路と村びと
・地域に生きる弘法大師信仰
後藤家文書 鳴門教育大学蔵
人名板 冬畑大師堂蔵
番帳 釜の池大師堂蔵
おぶっしょ箱 餅屋敷大師堂蔵
お接待関係資料 拝原東大師堂蔵
数珠 出葉大師堂

�複合する巡礼行動
・商業と巡礼
・さまざまな「遍路」の足跡
盛家資料（六十六部廻国笈ほか） 盛 博氏蔵
光永家旧蔵資料（納札ほか） 当館蔵
四国西国善言休伯帳 徳島県立文書館蔵

�霊場参詣の諸相
伊勢参宮名所図会 徳島県立文書館蔵
おかけまうて日記 当館蔵
西国順礼の道の記・高野詣の記 当館蔵
金毘羅参詣名所図会 当館蔵
一寸行脚・讃備杖 当館蔵
●展示資料数 合計１３３点
●観覧料 無料
●期間中の観覧者数 ７，２００人
●企画展関連行事
�展示解説（各日ともに１３：３０～１４：３０）

１月２８日（日） 参加者 ９３人
２月１８日（日） 参加者 ８６人
３月１１日（日） 参加者 ３７人

「旅と祈りの道」展 配置図

「旅と祈りの道」展 チラシ

２２ 展示



講師：大石雅章氏（鳴門教育大学教授）、町田 哲
氏（鳴門教育大学助教授）、長谷川賢二（当館）

�講演会「四国遍路研究の新展開」
日時：３月４日（日）１３：３０～１６：４５
講師・演題：西海 賢二氏（東京家政学院大学教授）

「東国からみた巡りの人々」
武田 和昭氏（円妙院住職）
「『弘法大師空海根本縁起』について」
長谷川賢二（当館）
「熊野信仰・弘法大師信仰と山伏」
井馬 学氏（鷲敷中学校教諭）
「行き倒れ遍路と村落の対応」
ディビット・モートン氏（徳島文理大学客員講師）
「大正時代の外国人遍路」

会場：文化の森・二十一世紀館イベントホール
参加者：１４２人

�２００６年度文化の森人権問題啓発展
文化の森５館と徳島県教育委員会（生涯学習政策
課・人権教育課）との共催で、年２回の人権問題啓発
展（同和問題啓発標語ポスター入選作品展と識字学級
生の作品展）を行った。
●主催 文化の森５館・徳島県教育委員会
●期間
�２００６年度文化の森同和問題啓発標語ポスター・資料展
平成１８年８月５日（土）～８月１３日（日）
入場者数 １，５９４人
�２００６年度文化の森人権問題啓発展
平成１８年１２月５日（火）～１０日（日）
入場者数 ６５６人
●会場 近代美術館ギャラリー・ミニシアター

（ビデオ上映）
●入場者数合計 ２，２５０人

４．館外での展示

� 展示パッケージの貸し出し
県内博物館の支援及び収蔵資料の展示機会の増加を
図るため、展示パッケージ（テーマに応じた展示資料
及びパネル、ラベルのセット）の貸し出しを行ってい
るが、１８年度は実績はなかった。
また、過去の活用例を踏まえると、実態としては移
動展として扱うほうがよい場合が多いことから、パッ
ケージメニューを移動展として活用できる受け皿を開
拓することも課題である。

� 移動展
収蔵資料の活用を促進するため、展示パッケージの
貸し出しとあわせて、当館が主体となって展示を企
画・構成する移動展にも重点的に取り組むことにして
いる。１８年度は、次のような実績となった。

■移動展「海陽町の指定植物・北アメリカの植物」
●主催 海陽町立博物館・海陽町教育委員会・徳島県

立博物館
●後援 牟岐町教育委員会・美波町教育委員会
●会期 平成１８年７月２２日（土）～８月２７日（日）
●展示品 北米産植物標本および徳島産比較標本
●入場者数 ４８１人

５．常設展の更新及び活性化に向け
ての取り組み

� 常設展更新に向けての取り組み
当館では、開館１０周年をめどに常設展の全面更新を
実現したいと考え、開館５年目にあたる平成７年度か
ら館内での検討を行ってきたが、事業化は実現しな
かった（年報７号参照）。その後、開館１５周年目に当
たる１７年度にリニューアル・オープンする計画で、事
業規模を縮小した基本案見直しを行い、予算積算など
を行ったが、厳しい財政状況等もあって、依然として
事業化は認められていない。
今後、できるだけ早い時期での常設展更新が実現す
るよう、その方途を探るとともに、館内での検討を深
めていくよう努めている。
また、最近開館した博物館や展示のリニューアルを
行った館に対する調査も継続してきており、１７年度に
は次の調査を行った。
・国立科学博物館、国立新美術館、九州国立博物館、
長崎歴史文化博物館、山梨県立博物館：新設館の展
示状況の調査

� 常設展の活性化に向けての取り組み
常設展の全面更新が困難な状況にあることから、現
行常設展の手直しなどを進め、より利用しやすく、ま
た、より変化の見えるかたちへと変えていくよう取り
組みを進めている。
１８年度は、次のようなことを行った。
�部門展示（自然）の展示替え
資料の収集や調査研究の状況を踏まえて、植物関
係などのコーナーを展示替えした。
�トピックコーナーの展示替えの周知
トピックコーナーは小規模だが、展示替えを広く

展示 ２３



伝えるため、資料提供や文化の森内の案内掲示に努
めた。
�部門展示（人文）の計画的運営と広報
年度当初に年間展示替え計画を明確にし、案内チ
ラシを配布して広報に努めた。
�展示解説の促進
�部門展示（人文）における展示解説
「まじない・鬼・妖怪」「記録する画家・守住貫
魚」「須木一胤の世界」「牟岐大島の考古資料」で展
示解説を実施した。
�「びっくり箱」を使用した展示解説を１回行った。
�部門展示（人文）、トピックコーナーの活用
展示替えしたコーナーを、定例のクイズラリーの
設問に取り入れた。

６．展示関係出版物

■企画展図録・解説書
●第１回企画展解説書「奇跡の化石たち」
２００６年４月２８日発行、A４判４７ページ（全カラーペー
ジ）、７００部＋友の会増刷３００部
●第２回企画展解説書「世界の種と実」
２００６年７月２１日発行、B６判２３ページ（全カラーペー
ジ）、７００部＋友の会増刷３００部
●第３回企画展図録「海人の見た世界」
２００６年１０月７日発行、A４判９５ページ（全カラーペー
ジ）、７００部＋友の会増刷３００部

２４ 展示



普及教育事業、とくに普及行事は、「開かれた博物
館」をめざし、館員が県民と直接交流できるよい機会
であり、力点をおいて取り組んでいる。
平成１８年度は、年間８０回の普及行事を実施した（他
にクイズラリー２４回を行った）。
普及行事は県民のあいだにかなり定着してきてはい
るが、交通の便などの関係もあり、参加者は徳島市内
とその近郊在住者に片寄っている。そのため、歴史散
歩、野外自然かんさつ、移動講座において、郡部での
開催を増やすなどの工夫をしている。
徳島市以外での行事に対しては、地元やその近隣の
町からの参加者の割合が増えるが、徳島市、鳴門市、
板野郡からの参加者も多い。今後、広報の仕方等、さ
らに工夫が必要である。

１．普及行事

■歴史体験
昔の人々の生活に関係のある体験を通じて、ものの
性質や当時の人々の生活の知恵を学ぶシリーズ。
４月３０日（日）石やりをつくろう 参加者４４人
５月２８日（日）勾玉をつくろう� ５０人
９月１０日（日）土器づくり� ２８人
１０月１日（日）火おこし ２４人
１０月８日（日）古代の乳製品をつくろう ９人
１０月１５日（日）土器づくり� ２２人
１１月１２日（日）テングサからトコロテンをつくろう

２３人
１１月２６日（日）勾玉をつくろう� １１人
１２月１０日（日）トンボ玉をつくろう １６人
１月２１日（日）ベーゴマをまわしてみよう ２５人

■歴史散歩
県内の主な遺跡、町並み、建造物などを見学してま
わるシリーズ。
５月１４日（日）古墳見学� ４９人
６月４日（日）出羽島を歩こう ２１人
１１月１２日（日）縄文の谷ハイキング ２０人
１２月３日（日）一宮城を歩こう ２０人
３月１１日（日）古墳見学� ２６人
３月１８日（日）池田を歩こう １５人

■野外自然かんさつ
野外に出かけて行う、季節に応じた動植物の観察や
地質の見学会。１８年度は文化の森周辺のほか、徳島市、
鳴門市、阿南市、勝浦町で実施した。
５月１４日（日） 磯のいきもの ５９人
５月２１日（日） 浜辺の植物 １１人
７月２２日（土） 川魚かんさつ ３６人
７月２９日（土） 水生昆虫のかんさつ ６０人
９月１０日（日） 河口の生きもの ３２人
９月２４日（日） 白亜紀の地層の見学 ２３人
１０月８日（日） 地質ハイキング～羽ノ浦編 ２２人
１０月２２日（日） 歩いて地図をつくろう ４人
１１月１９日（日） 園瀬川の古流路をさぐる １３人

■室内実習
主に実習室で行う各種の観察会、講習会。内容に応
じて実体顕微鏡、電子顕微鏡等の機器も併用して観察
を行っている。
「標本の名前を調べる会」は、毎年８月下旬に行う
恒例の行事で、学芸員のほか７名の外部講師の応援を
得て実施した。単に名前を教えるだけにならないで、
いっしょに調べる姿勢で取り組むよう留意している。
４月２３日（日） 春の野草かんさつ ９人
６月４日（日） ミクロの世界－電子顕微鏡で昆虫を見よう�

１７人
６月１８日（日） ミクロの世界－電子顕微鏡で化石を見よう

１５人
７月９日（日） 貝化石標本をつくろう ３０人
７月１６日（日） タングラムをつくろう １５人
８月２２日（火） 標本の名前を調べる会 ５４人
１２月３日（日） 化石のレプリカをつくろう １８人
１月２８日（日） ミクロの世界－電子顕微鏡で昆虫を見よう�

２１人
２月１１日（日） アンモナイト標本をつくろう ２３人
２月１８日（日） ミクロの世界－電子顕微鏡で植物を見よう

１９人
３月１８日（日） 古い掛け軸や額を調べてみよう １６人
３月２５日（日） 小中学生のための昔の道具調べ １１人

■みどりの工作隊
自然の材料を使い、遊びの要素を取り入れた実習。

� 普及教育
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６月１１日（日） 花のペンダントをつくろう ３２人
７月３０日（日） 花の Tシャツをつくろう ２７人
８月２７日（日） 葉脈標本でしおりをつくろう ３４人
１２月１７日（日） リースを作ろう ２２人

■ミュージアムトーク
土曜日の午後に、学芸員が各自の研究テーマや身近
な話題について話をするシリーズ。申し込み不要・定
員先着５０名。
４月１５日（土） 小中学生のための地層と化石のはなし

１７人
９月９日（土） 記録する画家・守住貫魚 １３人

■歴史文化講座（移動講座）
移動博物館の試みとして行っているもので、学芸員
が講師をつとめ、館外の社会教育施設と共催で行う講
座。１８年度は５～９月に阿波海南文化村で実施した。
５月２８日（日） 海陽町立博物館にある１つの印籠から

２２人
６月２５日（日） 中世修験道史再考 ２０人
７月２３日（日） 銅鐸絵画の世界 １６人
８月２７日（日） 八朔のひなまつり ２７人
９月２４日（日） 海陽町の弥生・古墳時代 １８人

■企画展・特別陳列関連行事
企画展や特別陳列等の開催中に、展示解説等を行っ
た。
●企画展「奇跡の化石たち」展示解説
第１回：５月１４日（日） 参加者 ２８人
第２回：５月２１日（日） 参加者 ２０人
●企画展「奇跡の化石たち」関連行事
５月７日（日） 木の葉化石の発掘体験 １３０人
５月２８日（日） 記念講演会 ７５人
●企画展「世界の種と実」展示解説
第１回：８月６日（日） 参加者 １６人
第２回：８月２０日（日） 参加者 ５３人

●企画展「世界の種と実」関連行事
７月３０日（日） 漂着種子＆漂着物を探そう！

３９人
●企画展「海士の見た世界 －知られざる伝統文化発見�－」展示解説
第１回：１０月２２日（日） 参加者 ２２人
第２回：１１月１９日（日） 参加者 ３７人
第３回：１１月２６日（日） 参加者 ２０人
●企画展「海士の見た世界 －知られざる伝統文化発見�－」関連行事
１０月１５日（日） 企画展スケッチ大会 １８人
１０月２９日（日） 記録映画「海女のリャンさん」上映会

４９人
１１月５日（日） 記念講演会 ４２人
●特別陳列「旅と祈りの道－阿波の巡礼－」展示解説
第１回：１月２８日（日） 参加者 ９３人
第２回：２月１８日（日） 参加者 ８６人
第３回：３月１１日（日） 参加者 ３７人
●特別陳列「旅と祈りの道－阿波の巡礼－」関連行事
３月４日（日） 講演会 １４２人
●部門展示「まじない・鬼・妖怪」展示解説
第１回：７月１７日（月） 参加者 ８２人
第２回：８月１３日（日） 参加者 ６３人
●部門展示「記録する画家・守住貫魚」展示解説
第１回：１０月２２日（日） 参加者 ２１人
●部門展示「須木一胤の世界」展示解説
第１回：１１月１９日（日） 参加者 ５人
第２回：１１月２６日（日） 参加者 ３人
●部門展示「牟岐大島の考古資料」展示解説
第１回：１２月１７日（日） 参加者 ３人
第２回：１月２８日（日） 参加者 １４人
第３回：２月２５日（日） 参加者 １１人

■クイズラリー
毎月第２・第４土曜日に、小・中・高校生を対象に
クイズラリーを実施している。この行事は、常設展の
活用と入館者の獲得を目的に始めたもので、参加者が
展示資料に関する簡単な問題を解きながら観覧するこ
とで、新しい発見につながることを期待している。参
加者全員に記念品を贈呈している。
４月８日（土） ９０人（小 ８９・中１・高０）
４月２２日（土） １１８人（小 １１０・中７・高１）
５月１３日（土） １０２人（小 ９３・中９・高０）
５月２７日（土） １０１人（小 ９２・中９・高０）
６月１０日（土） ９９人（小 ９６・中３・高０）
６月２４日（土） １０２人（小 １００・中２・高０）
７月８日（土） １０６人（小 ９７・中８・高１）
７月２２日（土） １１８人（小 １０８・中９・高１）
８月１２日（土） ８２人（小 ７７・中３・高２）「世界の種と実」展示解説

２６ 普及教育



８月２６日（土） ９３人（小 ９１・中２・高０）
９月９日（土） ９８人（小 ９５・中３・高０）
９月２３日（土） ７１人（小 ６７・中４・高０）
１０月１４日（土） ８３人（小 ７９・中２・高２）
１０月２８日（土） ５７人（小 ４９・中７・高１）
１１月１１日（土） ７２人（小 ６９・中３・高０）
１１月２５日（土） ６６人（小 ６５・中１・高０）
１２月９日（土） ７７人（小 ７７・中０・高０）
１２月２３日（土） ６７人（小 ６５・中２・高０）
１月１３日（土） ５２人（小 ５２・中０・高０）
１月２７日（土） ８３人（小 ７９・中４・高０）
２月１０日（土） ８７人（小 ８７・中０・高０）
２月２４日（土） ７９人（小 ７５・中０・高４）
３月１１日（土） ６３人（小 ６３・中０・高０）
３月２５日（土） ６６人（小 ６５・中１・高０）
参加者合計 ２，０３２人（小 １９４０・中８０・高１２）

■その他の普及行事
●博物館こどもの日フェスティバル ５月５日（金）
小中学生を対象にクイズラリーを実施した。また、
体験コーナーとして、化石の型どり・恐竜おりがみ・
拓本をとろう・タッチコーナーを行った。クイズラ
リーに参加した子どもたちには記念品を贈呈した。
参加者：６５９人
●夜の博物館 ドキドキ体験ツアー ８月５日（土）
夜間の常設展見学とカブトムシ探しをしたり、植物
観察の解説や部門展示「まじない・鬼・妖怪」の解説
等を行った。
参加者 ３５人
●博物館文化の日フェスティバル １１月３日（金）
幼児から高校生を対象に、展示資料のスケッチ大会
を行った。また、体験コーナーとして、かんたん拓本・
昭和の遊び・種で遊ぼう・動物標本タッチング・化石
標本クリーニング実演を行った。スケッチ大会に参加
した子どもたちには記念品を贈呈した。
参加者 １，００９人
●子どもワークショップ「三葉虫を調べよう」２月４日（日）
日本古生物学会との共催事業として、小学校５・６
年生および中学生を対象に行った。
参加者 ５６人
●普及講演会「植物化石に間違えられた海洋生物の行
動化石」 ２月４日（日）
日本古生物学会との共催事業として行った。
参加者 １２３人
●博物館Vキング
博物館ボランティアのメンバーが中心となって企画
し、第１回では、「博物館冒険ツアー」、「粉ひき・米

つきにチャレンジ」、「海藻おしばをつくろう」を行っ
た。第２回では、「ミクロの博物館」、「影絵遊び」、「お
んがく 音を学ぼう 音を楽しもう！」を行った。
第１回：２月１２日（月） 参加者 １，０７６人
第２回：３月２１日（水） 参加者 ９１７人

２．学校教育支援事業

博物館は本来、実物資料に基づく体験的な学習がで
きる場であり、学校教育にとって遠足での博物館見学
以外にも様々な活用ができる場であるはずである。ま
た、教育改革に伴う学校完全週５日制や「総合学習」
の導入等とも関連し、博物館等の社会教育機関に対し
て積極的な学校教育への支援が要請されるようになっ
た。
当館では、平成１２～１３年度に「博物館と学校との連
携に関する研究会」を組織し、博物館と学校との連携
のあり方等について模索した。それを踏まえ、１４年度
から学校教育支援事業として、学校の授業での博物館
利用への支援、学校の授業への講師派遣（出前授業）、
学校への博物館資料の貸し出し、職場体験の受け入れ
等を積極的に行うことにしている。
学校にも博物館の学校教育支援事業が周知されつつ
あり、利用が増えてきている。

� 学校の授業での博物館利用への支援
理科や社会科の授業、「総合学習」での活動と関連
して、クラスやグループ単位で博物館を利用する例が

「博物館Vキング」チラシ
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増えてきた。受け入れに当たっては、展示資料だけで
なく、必要に応じて収蔵資料を見てもらったり、学芸
員が助言したりするなどの支援を行った。
�上八万小学校 ４月２８日（金） ６年生 ７９名
火おこし・展示見学 魚島

�上八万小学校 ７月４日（火） ５年生 ７４名
外来生物・バックヤード見学 大原・佐藤
�鳴門教育大学 ９月２７日（水） ９０名
四国遍路と地域文化 長谷川
�八万南小学校 １月１９日（金） ４年生 １２４名
昔の道具調べ 庄武
�御所小学校 ２月９日（金） ４年生 ３２名
昔の道具調べ 庄武
�山川中学校 ３月１４日（水） 障害児学級 ６名
化石のレプリカづくり 辻野

� 学校の授業への講師派遣（出前授業）
学校からの依頼に応じて、学校での授業に学芸員を
派遣した。授業では教員と協同し、持参した博物館資
料を活用するなどして、児童・生徒の理解を助けるよ
う工夫した。
�加茂名小学校（徳島市） ４月２５日（火）
６年生 １００名
火おこし（講師：魚島）

�香川県立三本松高校（香川県） ５月２日（火）
２年生 ３４名
自然の多様性について（講師：小川）
�藍畑小学校（名西郡石井町） ５月１７日（水）
４年生４５名
植物（講師：茨木）
�一宮小学校（徳島市） ５月３１日（水）
全校生 １００名
水生生物観察会（講師：大原）
�立江中学校（小松島市） ６月１日（木）
１年生 ３８名
勾玉づくり（講師：魚島）
�上八万小学校（徳島市） ６月７日（水）
４年生 ８０名
園瀬川の魚たち（講師：佐藤）
�新町小学校（徳島市） ６月９日（金）
６年生 ３４名
古墳のはなし（講師：高島）
	上八万小学校（徳島市） ６月１４日（水）
３年生 ６０名
園瀬川の水生昆虫（講師：大原）

大松小学校（徳島市） ６月２０日（火）
５年生 ３２名
押し花カルタの作成（講師：小川）、地域の用水
にすむ生き物（講師：佐藤）
�新町小学校（徳島市） ６月２１日（水）
６年生 ３４名
火おこし（講師：魚島）
�平島小学校（阿南市） ６月２８日（水）
４年生 ７２名
ナカちゃん質問教室（講師：佐藤）

上八万小学校（徳島市） ７月４日（火）
５年生 ７３名
四国の外来生物たち（講師：佐藤）
�入田小学校（徳島市） ７月１４日（金）
全校生 ９０名
鮎喰川の水生生物の観察（講師：大原）
�鴨島小学校（吉野川市） ９月２０日（水）
４年生 名
昔の道具調べ （講師：庄武）
�上八万小学校（徳島市） １１月７日（火）
４年生 ７０名
水路の植物（講師：茨木）
�北島南小学校（板野郡） １１月１３日（月）
６年生 ５５名
地層や化石のでき方（講師：中尾）

歴史体験「火おこし」

出前授業「火おこし」
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�小松島小学校（小松島市） １１月２０日（月）
６年生 ２４名
地層や化石のでき方（講師：辻野）
�上八万小学校（徳島市） １２月５日（火）
６年生 ７９名
地層かんさつ（講師：辻野）
�香川県立丸亀高校（香川県） １２月１６日（土）
１７名
貝化石の観察と採集（講師：中尾）
�高志小学校（板野郡） １月３１日（水）
３年生 ２３名
昔の人々のくらし（講師：磯本）
�城西高校（徳島市） ２月９日（金）
１年生 １８４名
戦争と人権（講師：長谷川）
�馬路小学校（三好市） ２月２０日（火）
６年生 ７名
大地の変化について（講師：中尾）

� 博物館資料の学校への貸出し
小・中・高校の授業等で活用してもらうため、平成

１０年度から博物館資料の学校への貸出しを行ってい
る。学校貸出用資料リストを学校に配布して利用を呼
びかけているが、まだ利用は少ない。
貸出用資料の一層の利用促進を図るため、平成１５年
度末に学校貸出用資料解説シートを印刷し、小中学校
および高校に配布した。また、来館した教職員には、
必要に応じて解説シートを配布し利用を勧めた。
�勝浦中学校（勝浦郡） ６月１０日～１７日
貸出資料：石鏃・トロトロ石器・火おこし道具
利用目的：社会科
	小松島中学校（小松島市） ６月１１日～２３日
貸出資料：復元青銅器・須恵器・埴輪片
利用目的：社会科

勝浦中学校（勝浦郡） ６月１７日～２４日
貸出資料：須恵器・復元青銅器
利用目的：社会科
�横見小学校（阿南市教育委員会）６月１４日～６月１９日
貸出資料：火おこし道具
利用目的：児童の居場所事業
�城ノ内高校（徳島市） ９月８日～１６日
貸出資料：徳島空襲関係資料
利用目的：文化祭および地歴科

新町小学校（徳島市） １１月１７日～２０日
貸出資料：徳島空襲関係資料
利用目的：人権教育（平和学習）

�新町小学校（徳島市） １１月２０日～１月２９日
貸出資料：紙漉セット
利用目的：総合的な学習
�小松島中学校（小松島市） １月２２日～２月２日
貸出資料：徳島空襲関係資料
利用目的：人権教育（平和学習）
�藍住東中学校（藍住町） ２月１０日～２月１７日
貸出資料：三葉虫ほか １３点
利用目的：理科

� 職場体験の受け入れ
中学校・高校での職場体験事業の受け入れを行い、
生徒に博物館業務を体験してもらうことによって、博
物館に対する認識を高めることができた。
�八万中学校 ６月６日～８日 ４名
博物館の概要説明・施設案内、普及行事の準備作業
体験、地学資料の整理
電子顕微鏡での化石撮影、資料整理
	富岡東高校 ７月２５日 ４名
博物館の概要説明・施設案内

� 教員のための研修
徳島県教育委員会等からの依頼により、教員対象の
研修会を実施し、当館職員が指導に当たった。
�横瀬小学校 校内人権研修 ５月１８日（木）
部落史の見直しから同和問題解決へ（講師：長谷川）
	平成１８年度１０年経験者研修
・８月１日（火） 参加者２７名
八万町石造物巡検・古代の乳製品づくり
（講師：磯本・長谷川）

・８月２日（水） 参加者２０名
歩いて地図づくり・勾玉づくり
（講師：辻野・魚島）

職場体験
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・８月３日（木） 参加者１３名
川魚かんさつ・電子顕微鏡（化石）
（講師：佐藤・中尾）

�長崎県雲仙市教育研究会理科部会 ８月１８日（金）
北有馬層の地層について （講師：中尾）
�徳島市立高校 校内人権研修 ９月２６日（火）
部落史から考える私たちの課題 （講師：長谷川）
�四国大学 人権問題研修会 １０月１７日（火）
博物館と人権問題のあいだ （講師：長谷川）
�鳴門教育大学附属養護学校 校内人権教育研修会
１１月２９日（水）
部落史から考える私たちの課題 （講師：長谷川）

� その他
博物館での授業、講師派遣、資料の貸出しに限らず、
学校の授業やクラブ活動等で自然観察、生活体験、歴
史学習等をしようとする場合、どんなことをしたらお
もしろいか、どんな資料が活用できるかなどについ
て、学芸員が博物館での普及行事等の経験を踏まえて
教員の相談に応じることにしている。

３．博物館友の会

●会員（平成１８年度末）
個人会員（年会費 ２，０００円） １０１人

（半年会費 １，０００円） １３人
家族会員（年会費 ３，０００円） ７５組２９０人

（半年会費 １，５００円） ６組２６人
賛助会員（年会費 １０，０００円） １人
●役員（平成１８年度）
会 長：石原 侑
副会長：和田賢次・関眞由子・両角芳郎（博物館長）
幹 事：多田精介・南部洋子・澤祥二朗・大杉洋子
監 査：石尾和仁・川下浩子

●事業
�博物館出版物の増刷・頒布
１８年度博物館企画展の図録および徳島の自然と歴史
ガイド・「徳島の銅鐸」の印刷・頒布を行った。
�広報活動
１８年度会員に対し、博物館ニュース、企画展チラシ、
月間行事案内、年間催し物案内などを送付した。また、
友の会会報「アワーミュージアム」No．３１～３３を発行
し、会員に送付した。
�野外活動等
会員を対象とした行事を９行事実施した。
○絵図ウォーク
日 時：５月２１日（日）
場 所：徳島市徳島町 徳島城跡
参加者：２１人

○虫送りを見に行こう
日 時：６月４日（日）
場 所：海部郡海陽町 曹洞宗高西寺 大里古墳

海陽町立博物館
参加者：３９人
○雑草の名前を調べる会 バッタの観察会
日 時：８月２７日（日）
場 所：徳島市八万町 園瀬川河川敷
参加者：１３人

１０年経験者研修「歩いて地図づくり」

友の会行事「絵図ウォーク」

友の会行事「バッタの観察会」

３０ 普及教育



○一泊研修「戦国城下町 一乗谷への旅」
日 時：９月２３日（土）～２４日（日）
場 所：滋賀県草津市、福井県福井市 鯖江市

小浜市
参加者：４１人

○高丸山のブナ林を見に行こう
日 時：１０月２２日（日）
場 所：高丸山（勝浦郡上勝町、那賀郡那賀町境）
参加者：２８人
○国指定名勝 阿波国分寺の石庭を歩こう
日 時：１２月３日（日）
場 所：徳島市国府町
参加者：２３人
○京都日帰り研修の旅
日 時：１２月１０日（日）
場 所：京都府京都市
参加者：４５人

○竹とんぼ・竹細工をつくろう
日 時：２月２５日（日）
場 所：徳島県立博物館 実習室
参加者：３６人
○八万町の昔を探ろう
日 時：３月１８日（日）
場 所：徳島市八万町
参加者：２２人

４．普及教育関係出版物

■博物館ニュース
館の広報誌で、内容は、学芸員の研究の一端を紹介
する“Culture Club”、館蔵品紹介、野外博物館、企
画展案内、情報ボックス、レファレンス Q&A、普及
行事の案内と記録などから構成されている。A４判・
８ページ（全ページカラー）で６，０００部を印刷してい
る。
平成１８年度には次の４号を発行した。また、当館ホー
ムページでも公開している。
●No．６３（２００６年６月２５日発行）
Culture Club

「地層からみた干潟環境」
館蔵品紹介
柘榴にヤツガシラ蒔絵印籠
企画展
「世界の種と実」
情報ボックス
トガリアメンボの侵入と分布拡大
レファレンス Q&A
どうしてカダヤシを放流してはいけないの

●No．６４（２００６年９月１５日発行）
Culture Club

「博物館と行政がタッグを組んで自然を守る」
野外博物館
中央構造線（板野断層）の断層変位地形
企画展
「海士の見た世界」
情報ボックス
徳島の銅鐸
レファレンス Q&A
徳島にはどのような妖怪の話が伝わっていますか

●No．６５（２００６年１２月１日発行）
Culture Club

「前方後円墳という形－宮谷古墳と前山１号墳・
２号墳－」
館蔵品紹介
チラノサウルス類の歯化石
特別陳列
「旅と祈りの道－阿波の巡礼－」
情報ボックス
藤重と阿波蜂須賀家
レファレンス Q&A
この種子は何でしょうか？浜辺で拾いましたが…
～モダマのなかま３０年ぶりの記録～

友の会行事「一泊研修（福井）」

友の会行事「日帰り研修（京都）」
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●No．６６（２００７年３月２５日発行）
Culture Club

「阿讃山地から産出するノストセラス科アンモナ
イト」
館蔵品紹介
美波町赤松の牛玉杖
企画展
「ミネラルズ－不思議な、きれいな、そして意外
に身近な鉱物の世界－」
情報ボックス
植物標本の詳細な画像をインターネットで閲覧で
きます
レファレンス Q&A
銅鐸に弥生時代の人が修理した跡があるってほん
とうですか？

■その他
●年間催し物案内
１年間の普及行事予定を掲載した B４判４つ折の
リーフレット。１４万部印刷し、県内の小・中・高校生
及び教職員全員に配布した。また、博物館ニュースと
ともに発送するほか、展示室入り口に置いて来館者に
自由にとってもらったり、普及行事の参加者に配布し
たりしている。
●月間催し物案内
各月の普及行事の実施要領、申し込み方法等の案内
を印刷した B４判のビラ。報道関係機関等に配布する
ほか、来館者にも提供している。
●博物館引率の手引き
学校の遠足などの利用に役立つよう、博物館の入館
案内、見学に当たっての留意点、観覧料減免申請手続
きなどについて説明した印刷物。年度初めに県内各学
校に送付している。
●博物館の学校支援事業案内
博物館が行っている学校への支援事業を、内容別に
紹介したパンフレットを作製し、各学校へ送付した。

３２ 普及教育



博物館は、博物館活動を通じて様々な資源（資料・
情報・学芸員の知識・経験）を蓄積している一種のシ
ンクタンクである。これらの資源を活用して地域社会
等に貢献する活動を行うことは、博物館の重要な役割
であると考え、博物館の他の事業に差し支えない範囲
で積極的に取り組んで行くことにしている。

１．レファレンス業務

一般の県民や児童・生徒・学生、教職員、行政職員、
マスコミ、企業などから寄せられた質問や問い合わせ
に対応する業務を当館ではレファレンス業務と呼んで
いる。問い合わせ方法としては、来館、電話、Eメー
ル、文書によるものなどがある。当館ではこれらの問
い合わせを、対応の記録や博物館に対するニーズを把
握する目的でデータベース化している。
平成１８年度に行ったレファレンス件数の分野別内訳
は下表のとおり。この記録は博物館レファレンス記録
データベースに記録されたデータに基づいている。た
だし、同様の問い合わせが集中したときなど、すべて
を記録できない場合もあるので、実際の件数はこれよ
り２～３割程度多いと考えられる。

２．各種委員会委員等の受諾

平成１８年度に博物館職員が委嘱を受けた各種委員会
委員、学会役員等は次のとおり。

両角芳郎
日本博物館協会評議員（平成１６．６．２１～１８．３．３１）
徳島県博物館協議会会長
（平成１７．６．８～１８．３．３１）
徳島県教育委員会スーパーサイエンスハイスクール
運営指導委員会委員（平成１５．７．３～１８．３．３１）
第２２回全国国民文化祭徳島県実行委員会委員
（平成１６．８．６～２０．３．３１）

大原賢二
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー（平成１６．８．１６～ ）
徳島大学環境防災研究センター 汽水域生態系モニ
タリング手法研究会委員（平成１７．３．１５～１８．３．３１）
徳島県田園環境検討委員会委員
（平成１８．１．１７～２年間）
マリンピア沖洲環境調査検討委員会委員
（平成１８．２．１～２０．１．３１）
環境省希少野生動植物種保存推進員
（平成１５．７．１～１８．６．３０）

佐藤陽一
とくしま川づくり委員会委員
（平成１２．１２．１５～１９．１２．１４）
徳島県ビオトープアドバイザー
（平成１４．４．１１～２０．３．３１）
環境省希少野生動植物種保存推進員
（平成９．７．１～２１．６．３０）
国土交通省四国地方整備局「河川・渓流アドバイ
ザー」（平成１４．４．２６～２０．３．３１）
日本魚類学会標準和名検討委員会副委員長
（平成１５．４．１～ ）
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー（平成１６．８．１６～ ）
徳島県土木工事環境配慮アドバイザー
（平成１６．１２．２８～２０．３．３１）
徳島大学環境防災研究センター 汽水域生態系モニ
タリング手法研究会委員（平成１７．３．１５～１８．３．３１）
独立行政法人水資源機構「河川水辺の国勢調査アド
バイザー（ダム湖）」（平成１８．５．１８～２００７．３．３１）
徳島県農林水産部環境配慮アドバイザー
（平成１８．６．２７～１９．３．３１）

� シンクタンクとしての社会貢献

●分野別レファレンス件数（平成１９年３月３１日現在）

分 野 件 数
動物（脊椎）

（無脊椎）
（昆虫）

９７
１７
１１

植 物 ２６
地 学 ４５
考 古 ８
歴 史 ４０
民 俗 ５３
美術工芸 ０
保存科学 ０
そ の 他 ６
合 計 ３０３

３３



国土交通省四国地方整備局「那賀川学識者会議」委員
（平成１８．１１．５～２０．３．３１）
農林水産省中国四国農政局那賀川農地防災事業所
「那賀川地区環境検討委員会」臨時委員
（平成１９．３．１４）

小川 誠
徳島県ビオトープアドバイザー
（平成１８．４．１１～２０．３．３１）
環境省希少野生動植物種保存推進員
（平成１５．７．１～２１．６．３０）
徳島県土木工事環境配慮アドバイザー
（平成１８．４．１～２０．３．３１）

中尾賢一
日本第四紀学会博物館連絡委員（平成１７．８．１～１９．７．３１）
茨木 靖
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー（平成１６．８．１６～ ）
徳島大学環境防災研究センター 汽水域生態系モニ
タリング手法研究会委員（平成１７．３．１５～１８．３．３１）
徳島県田園環境検討委員会委員
（平成１８．１．１７～２年間）

高島芳弘
徳島市立考古資料館協議会委員
（平成１８．７．１～１９．３．３１）
徳島市立考古資料館資料展示検討委員会委員
（平成１６．７．１～１８．６．３０）
いにしえ夢街道推進委員会協力者
（平成１８～１９年度）
徳島県中世城館跡総合調査調査員
（平成１８．９．５～１９．３．３１）

魚島純一
文化財保存修復学会運営員
（平成１７．４月～１９．３月）

長谷川賢二
徳島県人権資料収集検討委員会委員
（平成１４．６．２８～１９．３．３１）
「人権教育指導者用手引書」作成委員会委員
（平成１７．７．２９～１９．３．３１）
徳島県人権問題啓発をすすめる会専門委員
（平成１８．４．１～１９．３．３１）
日本博物館協会常務委員
（平成１８．４．１～２１．３．３１）
いにしえ夢街道推進委員会協力者
（平成１８～１９年度）
徳島県中世城館跡総合調査調査員
（平成１８．９．５～１９．３．３１）

日本山岳修験学会理事
（平成１７．１１月～１９．１１月）
徳島地方史研究会評議員
（平成１８．４月～１９．３月）

庄武憲子
松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館資料
館協議会委員（平成１７．４．１～１９．３．３１）
「人権教育指導者用手引書」作成委員会委員
（平成１７．７．２９～１９．３．３１）
第２２回国民文化祭徳島県実行委員会吉野川文化探訪
フェスティバル企画委員会委員
（平成１７．１０．３～ ）

磯本宏紀
第２２回国民文化祭徳島県実行委員会人形浄瑠璃企画
委員会委員（平成１７．８．４～ ）

３．講師の派遣

館外からの依頼を受けて行った講師派遣等を、月
日・担当者・依頼者・内容・場所の順に記す（内容に
依頼者・場所が表現されている場合は依頼者・場所を
省略）。なお、小・中・高校からの依頼による出前授
業については、「IV普及教育」の「学校教育支援事業」
に記載している（p．２８～２９）。

４月９日 長谷川賢二
徳島市立徳島城博物館シンポジウム「歴史の道を語
る」で講演「中世」「遍路道」
５月２８日 両角芳郎
姫路科学館「科学講演会」で講演「アンモナイトの
秘密」
６月２３日 佐藤陽一
徳島県農林水産部農山村整備課「経営体育成基盤整
備事業段関地区役員説明会」で講演「鳴門市大津町
西部地区のカワバタモロコ」（JA大津）
７月１６日 佐藤陽一
吉野川交流推進会議「さかな博士の川魚かんさつ」
講師（徳島市鮎喰川）
７月３１日 両角芳郎
平成１８年度社会教育主事講習会で講義「社会教育計
画－生涯学習施設（博物館）」（鳴門教育大学）
８月５日 魚島純一
高知県立歴史民俗資料館で講演「博物館のお医者さ
ん」
８月８日 魚島純一
徳島県立文書館「古文書保存講座」で講演「文書資
料の保存科学」

３４ シンクタンクとしての社会貢献



９月６日 長谷川賢二
NPO法人ヒューマンライツ文化・福祉ネットワー
ク「知っとこ講座」で講演「戦争と人権」（徳島市
立中央公民館）

１０月３日 長谷川賢二
備前市隣保館運営委員会視察研修で講演「徳島県立
博物館における人権問題に関わる取り組み」（徳島
県立博物館）

１０月７日 佐藤陽一
とくしま県民カレッジで講演「徳島の川魚」（徳島
県立総合教育センター）

１０月１３日 長谷川賢二
和歌山市雄湊地区人権委員会視察研修で講演「博物
館と人権問題のあいだ」（徳島県立博物館）

１１月１０日 小川 誠
藍住町江ノ口ふれあい学級の講師（藍住町）

１１月１２日 小川 誠
倉敷市立自然史博物館友の会の野外研修講師（那賀町）

１１月２５日 長谷川賢二
とくしま県民カレッジ（とくしま文化講座）で講演
「阿波の板碑」（徳島県立総合教育センター）

１１月２９日 長谷川賢二
シルバー大学校大学院歴史・文化講座で講演「熊野
信仰の広がり」「阿波の熊野信仰」（徳島県立総合福
祉センター）

１２月１３日 長谷川賢二
シルバー大学校大学院歴史・文化講座で講演「四国
遍路の成立」「戦国軍記の歴史意識」（徳島県立総合
福祉センター）
２月７日 長谷川賢二

人権問題研修で講演「部落史を考える」（徳島県自
治研修センター）
２月２０日 長谷川賢二
文化庁芸術拠点形成事業（展覧会事業等支援）協力
者会議で事例報告「『元気な博物館づくりプロジェ
クト』その後」

４．大学教育への寄与

� 大学非常勤講師の受諾
平成１８年度に博物館職員が委嘱を受けた大学非常勤
講師は次のとおり。
長谷川賢二
鳴門教育大学非常勤講師（博物館特論）
（平成１８．４．１１～１９．３．３１）
磯本宏紀
四国大学非常勤講師（博物館実習Ⅰ）
（平成１８．４．１～１８．９．３０）

� 博物館実習生の受け入れ
博物館実習は、博物館法施行規則第１条において学
芸員となる資格を取得するために「大学において修得
すべき博物館に関する科目」と規定されているものの
ひとつで、登録博物館または博物館相当施設における
実習で修得することになっている。
当館では、大学からの依頼により、原則として県出
身の学生を受け入れることにし、夏休み期間中に実習
を行っている。４月１日～５月１５日が受付期間で、希
望者が多い場合は調整を行い、２０数名をめどに受け入
れることにしている。

博物館実習カリキュラム（平成１８年度）

月／日 午前（９：３０～１２：００） 午後（１３：００～１６：００）

８／２１
（月）

ガイダンス（磯本）
博物館の管理と運営（両角館長）
館内施設見学（磯本）

実習室＋
講座室 全員

美術品の取り扱い・調査整理法（大橋）資料鑑定室 A班

民俗資料の整理（庄武） 歴民収蔵庫
or 考古収蔵庫 B班

液浸透収蔵庫の整理（佐藤） 液浸収蔵庫 C班

８／２２
（火）

博物館資料の保存と IPM（総合的害虫管理）（魚島） 講座室・くん蒸室・
収蔵庫ほか A／B班

標本の名前を調べる会・補助（小川） 実習室 C班

８／２３
（水）

植物標本の作成と整理（茨木） 分析２ A班
展示解説実習（幸坂・鈴木） 常設展示室＆

企画展示室 全員
化石資料の写真撮影法（辻野） 地学収蔵庫 B／C班

８／２４
（木）

民俗資料の整理（磯本） 考古収蔵庫 A班

利用者調査の意義と方法（長谷川） 講座室 全員歴史資料の整理（長谷川） 歴民収蔵庫 B班

植物標本の作成と整理（茨木） 分析室２ C班

８／２５
（金）

セミ採りと標本つくり（大原） 分析室１ A班

美術品の取り扱い・調査整理法（大橋）資料鑑定室 B班 博物館資料のX線透過撮影（魚島） X線撮影室 B班

鉱物標本の取り扱いと写真撮影（中尾）地学収蔵庫 C班 普及行事・葉脈標本の準備（小川） 実習室 C班

シンクタンクとしての社会貢献 ３５



平成１８年度は、８月２１日（月）～２５日（金）に実習
生の受け入れを行った。実習生は１７人で、大学別の内
訳は次のとおりである。
鳴門教育大学 ５人 四国大学 ５人
徳島大学 ３人 高知大学 １人
愛媛大学 １人 四国学院大学 １人
山形県立米沢女子短期大学 １人
カリキュラムは別表（p．３５）のとおりである。学
芸員と普及課職員が指導にあたり、資料の整理や調査
などについての実習を行った。

� 学生・院生の指導
１８年度に研究課題の指導のために受け入れた学生・
院生は次のとおり。所属、学年、人数、および研究テー
マを記す。
徳島大学大学院先端技術科学教育部博士前期課程、１
年（１名）、徳島県産トンボ類に関する調査研究

５．学会・研究会等の運営への寄与

� 学会・研究会等の開催
平成１８年度に当館学芸員が担当し、当館および文化
の森の施設を会場として開催された学会・研究会等は
次のとおり。
●みどりクラブ（旧称：植物談話会）例会
開催日：毎月土曜日（不定）
会 場：博物館講座室
参加者：１５名程度
●２００６年度戦国織豊期研究会
開催日：７月２１日（金）～２２日（土）
会 場：博物館講座室
参加者：２０名
●第４９回四国中世史研究会
開催日：１２月２３日（土）～２４日（日）
会 場：博物館講座室
参加者：１５名
●徳島地域文化研究会・連続講座（第１回）
開催日：１２月２７日（水）
会 場：博物館講座室
参加者：８名
●日本古生物学会第１５６回例会
開催日：２月２日（金）～２月４日（日）
会 場：文化の森イベントホール、ミニシアター、

美術館講座室、博物館講座室、博物館実習室
参加者：２０６名

（当館が世話役としてシンポジウム：「古
生物学のアウトリーチ ―博物館での取り

組みを例にして―」を開催した。）

� 当館が事務局等を引き受けている学会・研
究会等

●みどりクラブ（旧称：植物談話会）
植物に関心のある県内同好者が、毎月１回（土曜日
の１８：３０から）、博物館実習室で植物分類の勉強会や
採集情報等に関する意見交換を行っている。
会員は約２５名で、毎回１０～１５名の参加者がある。
●四国貝類談話会
四国地域および近隣地域在住の日本貝類学会会員を
中心に構成されており、観察会・談話会（年１回）、
機関誌『まいご』（年１冊）の発行を行っている。観
察会・談話会には２０～３０名程度の参加者がある。
●四国中世史研究会
四国地域をフィールドとしている中世史研究者に
よって構成されており、研究会・史料見学（年２回）、
機関誌『四国中世史研究』の刊行（隔年１冊）を行っ
ている。
●徳島地域文化研究会
徳島における地域文化研究（民俗学的・文化人類学
的視点を中心とする）の発展と普及に寄与するととも
に、徳島の地域文化研究に携わる者相互の情報交換と
連絡を図ることを目的とする研究会である。

� 差別的な生物名称に対する取り組み
生物の標準和名には差別的・侮蔑的名称を冠された
ものがあり、それらの展示が全国各地の博物館や水族
館などで問題となっていた。当館でも展示していた「メ
クラウナギ」剥製が来館者から指摘されたこともあっ
た。
このような状況が契機となり、当館では１２年度に、
博物館施設における差別的和名生物の展示の実態を明
らかにするためにアンケート調査を行った。その後、
この調査を担当した佐藤が日本魚類学会標準和名検討
委員会に参加し（副委員長）、学会として差別的和名
の改名に取り組んだ結果、９種類（メクラ、オシ、バ
カ、テナシ、アシナシ、セムシ、イザリ、セッパリ、
ミツクチ）の差別的語を含む５１分類群３２種の魚類の標
準和名を改名することとなった（平成１９年２月１日
付、経緯など詳細については日本魚類学会ホームペー
ジを参照のこと：http : //www.fish-isj.jp/iin/standname/
index.html）.
今回の日本魚類学会による差別的魚名の改名処置
は、学会内では強制力をもつものの（正当な理由なく
差別的旧称を使用できない）、学会以外に対しては提
案という形をとっている。しかしながら、博物館など
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の公共的な場や今後出版される図鑑や辞書などにおけ
る表示では、学会で定めた新称の使用が期待される。
当館では１９年２月７日に展示物ラベルの表記の変更を
行った。

６．博物館ネットワーク

� 四国地区博物館協議会および日本博物館協
会四国支部
四国地区博物館協議会及び日本博物館協会四国支部
は、四国地区の博物館及び相当施設の連絡・協議組織
で、現在８６館（園）が加盟している。４県が持ち回り
で２年ずつ事務局をつとめることになっており、１８・
１９年度は高知県立歴史民俗資料館が事務局館をつとめ
ている。当館は徳島県幹事館になっている。
１８年度の役員会及び総会は次のとおり南国市で開催
された。
●１８年度役員会・総会
日時：８月３日（木）１０：３０～
会場：高知県立歴史民俗資料館
議事：平成１７年度事業報告及び決算報告について

役員改選について
平成１８年度事業計画及び予算について
その他

講演：坂本正夫氏（高知県立歴史民俗資料館前館長）
「土佐の風俗と民俗」

●研修・視察
日時：８月４日（金）９：００～１２：００
場所：高知パシフィックホテル、高知県立文学館
内容：日本博物館協会からの本部報告及び高知県立

文学館特別展「山内一豊とその妻」の視察

� 徳島県博物館協議会
徳島県内の博物館施設が相互協力して博物館活動の
振興をはかるため、平成８年２月２７日に設立された。
加盟館は、設立時は３１館であったが、その後、年々増
え、平成１９年３月末現在では５１館になっている。当館
が事務局をつとめている。
●１８年度事業
�役員会の開催
６月７日（水）、徳島県立博物館応接室にて開催
した。
�総会の開催
日時：６月７日（水）１４：３０～１６：３０
場所：徳島県立博物館講座室
議事：１７年度事業報告及び決算報告

１７年度監査報告

１８年度役員選出
１８年度事業計画及び会計予算
その他

講演：太田浩司氏（市立長浜城歴史博物館館長補佐）
「博物館と地域社会－長浜城歴史博物館の取
り組みから－」

�加盟館園の職員状況と入館者数一覧を作成して配布
した。
�徳島県博物館協議会ニュースの発行
No．２２、２３、２４を発行・配布した。
�研修会の開催 参加者１５名
日時：１９年２月２２日（木）１３：００～１６：３０
場所：藍住町歴史館「藍の館」
内容：施設見学、講演会、藍染体験
講演：阿部利雄氏（藍住町歴史館「藍の館」副館長）

「阿波藍の文化と歴史」
�博物館マップの改訂・発行
博物館マップ（２００６年度改訂版）を作成し、６月
に各館に配布した。
�先進地の博物館施設の調査 参加者１１名
日時：１１月８日（水）８：４０～１９：００
訪問先：「絵金蔵」及び「土佐二十四万石博」
	連携事業「みる・きく・あるく 歴史の道」の実施
１５年度に県内学芸員有志が「歴史の道」をテーマ
にした共同企画展の検討を始め、１６年度からはこの
取り組みを協議会の事業に位置付けた。最終的に
は、１８年度中を通じて、協議会会員館を含む県内外
の博物館施設や大学１２機関（１０会場）が開催する個
別企画展（一部は巡回展）を組み合わせた連携事業
として実施した。また、共通パンフレットを作成・
配布し、効果的な広報を目指した。
主催、展示名称、会場（主催者と同じ場合は省略）、
会期、観覧者数＋関連行事参加者数の順に列挙して
おく。
徳島市立徳島城博物館
企画展「藩主の歩いた道」
４月８日～７月９日 ７，３７９人＋２３３人
企画展「飯原一夫絵画展」
７月１４日～８月２７日 ４，８６３人＋８２人
藍住町歴史館・藍の館、徳島県郷土文化会館
企画展「峠の石造民俗」 ４月２８日～５月３１日
藍住町歴史館・藍の館 ３，０３１人
徳島県立文書館
企画展「江戸時代徳島の交通制度 暮らしとみち」
８月１日～１０月２９日 ６，５１５人＋５６人
企画展「徳島近代交通史」
１０月２８日～１１月２６日 ５，３０９人＋４３人

シンクタンクとしての社会貢献 ３７



徳島大学附属図書館
特別展「阿波・淡路の国絵図と五街道」
９月１６日～１０月２９日
徳島大学ガレリア新蔵 ５００人＋１６０人
阿南市立阿波公方・民俗資料館
企画展「なつかしい道」
１０月４日～１０月２９日 １９８人
徳島市立考古資料館
特別企画展「よみがえる古代の南海道」
１０月１１日～１２月３日 １，４８５人＋８１人
洲本市立淡路文化史料館
企画展「阿波への道」
１０月２１日～１２月１７日 ８２０人＋２１人
海陽町立博物館、徳島県郷土文化会館
企画展「阿波の道と交通」 １０月２８日～１１月２６日
海陽町立博物館 ３７３人＋１６人
東かがわ市歴史民俗資料館
特別展「阿波街道」
１１月２０日～１月２８日 ３７７人＋２４人
徳島県立博物館、鳴門教育大学
特別陳列「旅と祈りの道」 １月１９日～３月１８日
徳島県立博物館 ７，２００人＋３５８人

� 人権資料・展示全国ネットワーク
人権資料・展示全国ネットワーク（略称「人権ネッ
ト」）は、人権確立のための研究、教育、啓発に寄与
することを目的に、人権に関する資料の収集保管、調
査研究、展示等を行う博物館、資料館、人権センター、
研究所等により、平成８年に結成された。現在、３４機
関・団体が加入している。
１８年度は、第１１回総会（７月１３～１４日）が北海道平
取町で開催され、２１機関・団体から３０名の参加があっ
た。
当館は発足時から加入しており、総会に職員を派遣
してきたほか、加入機関・団体との個別的な協力を
行っている。また、１７年度総会以降、事務局構成団体
に入っており、人権ネットの運営についても参画して
いる。

� 西日本自然史系博物館ネットワーク
１２・１３年度に文部科学省の委嘱を受けて行われた環
瀬戸内地域自然史系博物館ネットワーク推進事業の継
承と発展をはかるため、大阪市立自然史博物館および
兵庫県立人と自然の博物館の主導により、個人参加に
よるゆるやかな連携組織として NPO法人西日本自然
史系博物館ネットワークが１６年４月２７日付けで設立さ
れ、３４館園・団体の学芸員が参加している。
１８年度（事業年度は１月～１２月）は、自然系博物館
における収蔵品データ整備に関する助成事業、自然史
系博物館における標本情報の発信に関する研究会の開
催、フォーラム「自然史系博物館のマネージメントに
ついて考える」の開催等の事業が行われた。

連携事業共通パンフレット（表紙）
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博物館を有効に活用する利用者が増えるよう、博物
館活動に関する様々な情報を発信していくことは博物
館にとって非常に重要な活動である。最近はインター
ネットによる情報発信も重要な手段になっている。
博物館の事業の広報に留まらず、様々なメディアを
通じて積極的に情報を発信するよう努めている。

１．博物館の広報活動

博物館ニュース・企画展ポスター・年間催し物案内
リーフレット・月間催し物案内等の定期的発行と配
布、県庁だよりへの掲載、県庁記者クラブを通じての
資料提供、催し物案内の電子メールサービス等によ
り、博物館の事業の広報活動を行っている。
●博物館ニュース、ポスター等の主な県内定期発送先
小学校 ２２５ケ所
中学校 ９３
高等学校・その他学校 ５４
学会・研究所・同好会等 １０２
県および県教育委員会各課・機関 ６２
市町村教育委員会 ２４
公民館・隣保館 ２２６
市町村および大学図書館 ３２
博物館施設 ５０
宿泊施設 ３７
報道関係機関等 ６２
●催し物案内の電子メールサービス
登録者 （１９年３月末現在の登録者２６０名）
●報道機関への資料提供
１８年度は次のような資料提供を行った（各月の催し
物案内以外）。
４月２５日 「博物館こどもの日フェスティバル」の開
催について
６月２０日 部門展示「まじない・鬼・妖怪」の開催に
ついて
６月３０日 企画展「世界の種と実」の開催について
７月７日 トピック展示「唐木仏壇の彫刻」の開催に
ついて
８月１８日 トピック展示「木地師」の開催について
９月５日 部門展示「記録する画家 守住貫魚」の開
催について

９月２０日 企画展「海士の見た世界－知られざる伝統
文化発見！－」の開催について

１０月３日 トピック展示「里帰り�お弓とお鶴」の開
催について

１０月１０日 「博物館文化の日フェスティバル」の開催
について

１０月２４日 部門展示「須木一胤の世界」の開催について
１１月２１日 新着資料「阿波古式打毬競技の道具」の展
示について

１１月２８日 部門展示「牟岐大島の考古資料」の開催に
ついて

１２月１２日 特別陳列「旅と祈りの道－阿波の巡礼－」
の開催について
１月１１日 トピックコーナー「阿讃山脈から産出した
和泉層群の化石」の展示について
１月１５日 北海道大学・徳島県立博物館共同事業「昆
虫パラタクソノミスト養成講座（中級）」の開催に
ついて
１月２３日 「博物館 Vキング－ボランティアスタッ
フとゆかいな博物館イベント－」の開催について
３月６日 「博物館 Vキング－ボランティアスタッ
フとゆかいな博物館イベント－」の開催について
３月２７日 部門展示「阿波古式打毬の道具と衣装」の
開催について
３月２７日 企画展「ミネラルズ－不思議な、きれいな、
そして意外に身近な鉱物の世界－」の開催について
●企画展の新聞広告
企画展の広報として、徳島新聞に広告を出した。（各
１回）
●文化の森橋への懸垂幕の設置
企画展の広報として、県に都市公園占用許可申請を
して、企画展の期間中、文化の森橋に懸垂幕を設置し
た。

２．テレビ・ラジオへの出演等

博物館事業の PR等のためのテレビ・ラジオへの出
演等を、月日・出演者・内容の順に記す。
４月１９日 佐藤陽一 四国放送テレビ「あさ６・３０」
（今切川のボラ）
４月２７日 辻野泰之 ケーブルテレビ徳島「フレッ

� 情報の発信と公開
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シュ情報局」（企画展「奇跡の化石たち」の紹介）
４月 佐藤陽一 四国放送テレビ「おはようとく
しま」（文化の森公園に出現したキツネ）
５月４日 茨木 靖 四国放送（新緑の文化の森の撮
影、道ばたの植物の紹介）
５月９日 佐藤陽一 四国放送テレビ「５３０フォーカ
ス徳島」（徳島市のタップミノー放流中止について）
５月２６日 大原賢二 四国放送テレビ「おはようとく
しま」（八万町でピンクのバッタ発見）
５月２７日 辻野泰之 NHKテレビ（松山放送局）「お
はよう四国」（企画展「奇跡の化石たち」の紹介）
７月２２日 茨木 靖 NHK徳島（企画展「世界の種
と実」）
７月２３日 茨木 靖 テレビ徳島（企画展「世界の種
と実」）
７月２９日 茨木 靖 NHK松山放送局、おはよう四
国「四国カルナビ」（企画展「世界の種と実」について）
７月３０・３１日 長谷川賢二 AIテレビ「テレビミュー
ジアム」（部門展示「まじない・鬼・妖怪」の紹介）
８月１８日 茨木 靖 四国放送ラジオ（企画展の紹介）
８月 茨木 靖・長谷川賢二 徳島中央テレビ
「突撃レポート」（企画展「世界の種と実」及び部
門展示「まじない・鬼・妖怪」の紹介）

１０月１１日 磯本宏紀 テレビ徳島（企画展「海人の見
た世界」の紹介）

１０月１９日 磯本宏紀 NHK徳島（企画展「海人の見
た世界」の紹介）
１月１８・１９日 長谷川賢二 AIテレビ「テレビミュー
ジアム」（特別陳列「旅と祈りの道」の紹介）
１月２８日 長谷川賢二 四国放送ラジオ「サンデー
ウェーブ」（特別陳列「旅と祈りの道」の紹介）

３．インターネットによる情報提供

� 電子メール
希望者には電子メール（以下メール）による催し物
案内を毎月行っている（１９年３月末現在の登録者２６０
名）。
また、ホームページ等を見た人からの質問もメール
で寄せられており、各担当より回答を行っている。１８
年度には記録されたものだけでも１９件の問い合わせが
寄せられている。

� ホームページ
インターネット利用者の増加に伴い、博物館でもそ
の技術を活用した情報提供の可能性を探ってきた。１１
年７月よりホームページ http : //www. museum.

comet.go.jp/を開設した。１８年３月からは、ネットワー
ク回線が徳島県教育情報ネットワークに移管されたた
め に ホ ー ム ペ ー ジ は http : //www.museum.
tokushima-ec.ed.jp/に変更された。
トップページのアクセス数の累計および１日あたり
のアクセス数は図１のとおりである。どちらも順調に
増加しており、１８年度１年間でトップページに約
４９，３００件のアクセスがあった。
ホームページの内容は下記のとおりである。
・博物館の紹介（開館日・交通案内など）
・展示案内（企画展、常設展）
・催し物、普及行事の案内
・調査研究活動の紹介
・収集保存活動（データベース）
・学校等への利用案内
・出版物（展示解説、研究報告、博物館ニュースなど
の案内）
・関連活動紹介（友の会、博物館協議会など）
・学芸員関連のページ
・特別メニュー（子供向けメニュー、映像コーナーなど）
ホームページには内容の全文検索やサイトマップを
設置し、閲覧者が目的の内容にたどり着きやすくして
いる。
データベースによる検索では、資料データベースで
は人文、動物、植物、地学の各分野ごとに収蔵資料を
検索でき、資料の写真や動植物の分布図などが表示で
きる。また、当館に収蔵している図書についても、図
書デ－タベ－スを公開している。情報提供する項目の
テキストデータおよび画像情報を専用フォルダーに入
れておけば、夜のうちに自動的に情報提供用のデ－タ
ベ－スに取り込まれる仕組みになっている。
ホームページの更新や追加は毎月の催し物案内のよ
うに定期的に行うもののほか、各担当により随時行っ

図１ トップページへのアクセス累計と１日当たりのアクセス数
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ている。平成１８年度の主な追加内容については下記の
とおりである。
・「イベント企画運営スタッフの活動」として、今年
度行ったボランティアによるイベント企画の様子を
掲載した。
・ブロードバンドに対応した高精度画像の試みとして
ブラウザ上で画像の拡大縮小が任意にできるツール
を利用し、植物写真や標本画像を公開した。またそ
の技術を応用し、展示解説書「徳島の自然と歴史ガ
イド３ 化石」をホームページに加工し、写真を拡
大して見られるようにした（図２）。

４．外部ネットワークとの連携

当館では、文部省の補助事業の一つとして、平成１２
年度および１３年度に環瀬戸内自然史系博物館ネット
ワーク推進事業に参加し、博物館の横断検索やいきも
のマップなどの外部とのネットワーク連携事業を行っ
てきた。
１８年度は国立科学博物館が行っている自然系博物館
における収蔵品データ整備事業に参加し、さらなる連
携を深めた。事業の内容は全国の科学系博物館のホー
ムページの内容の横断検索で、サイエンスミュージア
ムネット（http : //science-net.kahaku.go.jp/）で１６０
館以上のホームページを一度に検索することができ
る。また、収蔵品データの検索も準備されており、当
館からは徳島県産維管束植物のデータを整備し提供し
た。日本語の検索および GBIF（Global Biodiversity

Information Facility：地球規模生物多様性情報機構）
のデータとしても横断検索できるようになった。

５．情報システムの概要

平成１７年度には４期目となる COMET（徳島県文
化・学習情報システム）のコンピュータシステム更改
が行われた。平成１８年度はその運用開始１年目にあた
る。

� システムの構成
博物館のコンピュータシステムは、職員が日常的に
使う業務用、来館者や館外者が利用する情報提供用の
２つに大別できる。４期目の博物館システムの更改に
ついては次のような方針で臨んだ。
・博物館の業務システムは基本的に現状をベースに改
良を加える。
・情報提供はインターネットを用い、ブロードバンド
（大容量通信）や携帯電話等の新しい通信手段に対
応する。
その結果、次のような構成で４期システムを運用す
ることになった。
ａ）業務用システム
業務用システムでは、コンピュータ室・研究室・作
業室・収蔵庫・事務室等をイーサーネット（１０００
BaseT）の LANで つ な い だ。フ ァ イ ル サ ー バ
（MacOSXサーバ）とデータベースサーバ（FileMaker
Server８）の２台のサーバを設置した。サーバのデ
－タは、２１世紀館に常駐する SE（システムエンジニ
ア）によって毎日バックアップがとられている。職員
１人に１台の端末を配置し、デ－タベ－スやファイル
を共有している。これらの端末は、作業の内容に応じ
た仕様となっており、たとえば収蔵庫では常設の端末
ではなくノート型パソコンを活用している。
ｂ）情報提供用システム
情報提供用としては、Linuxサーバを用いて、WWW
サーバと資料データベースを構築した。また、文化の
森で共通で使用する全文検索用サーバを１台設置し
た。さらに、柔軟なデータベース公開ができるように
MacOSXサーバと FileMaker Server８Advanced に
よるWebデータベースを構築し、新聞記事データ
ベースを公開した。インターネットの回線が徳島県教
育総合センターに集約されたために、これらの情報提
供用サーバを２組用意し、館内用は文化の森のコン
ピュータ室に、外部（インターネット）用は総合教育
センターに設置し、館内用サーバから自動的にデータ
が更新される仕組みを用意した（図３）。

図２ 徳島の自然と歴史ガイド３ 化石
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� 新システムの運用とデータの移行
新システムは１８年３月２７日から運用が開始された。
ドメイン名が comet.go.jpから tokushima-ec.ed.jpに
変更になり、ホームページのアドレスは http://www.
museum.comet.go.jp/から http : //www.museum.tokushima-
ec.ed.jp/に変更になった。あわせて職員のメールアド
レスも変更になった。このため、ホームページのメー
ルアドレスやリンクの書き換えが必要となった。旧
ホームページにアクセスした場合は、転送用のページ
が表示されるような仕組みを構築している。また旧
メールアドレスに来たメールは転送用メールサーバに
よって新メールアドレスに転送できるようになってい
て、ドメインの変更による混乱をできるだけ避けるよ
うな仕組みを作った。
新システムを運用して１年経つが特に大きな問題点
はない。

図３ システム図
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１．組織・職員

� 組織図（平成１９年５月１日現在）

館長� 副館長� 普及課�
（事務職員２、臨時補助員１、
文化推進員１、受付案内員１）

自然課�（学芸員６、臨時
補助員１、文化
推進員２）

人文課�（学芸員６、文化
推進員２）

博物館協議会

� 職員名簿（平成１９年５月１日現在）
館 長 大原 賢二
副 館 長 林 正明
＜普及課＞
普 及 課 長（林副館長の兼務）
主査兼係長 豊� 勲
事 務 主 任 鈴木 康司
臨時補助員 柴山 祐子
文化推進員 市原 孝枝
受付案内員 石山 昌代
＜自然課＞
自 然 課 長 佐藤 陽一（動物）
専門学芸員 小川 誠（植物）
主任学芸員 中尾 賢一（地学）
〃 茨木 靖（植物）

学 芸 員 辻野 泰之（地学）
〃 山田 量崇（動物）

臨時補助員 小川 裕加
文化推進員 武田 佳子
〃 近藤さえ子

＜人文課＞
人 文 課 長 高島 芳弘（考古）
専門学芸員 長谷川賢二（歴史）
主任学芸員 大橋 俊雄（美術工芸）

主任学芸員 魚島 純一（考古・保存科学）
〃 庄武 憲子（民俗）

学 芸 員 磯本 宏紀（民俗）
文化推進員 武田美千代
〃 坂島美津子

� 人事異動
退職：両角 芳郎・館長、平成１９年３月３１日付定年

退職
＜平成１９年４月１日付、カッコ内は前職＞
転出：吉田 廣・副館長兼普及課長、徳島北高校

事務課長へ
幸坂 敏行・係長、橘小学校教頭へ

転入：豊� 勲・主査兼係長（日和佐小教諭）
＜平成１９年５月１日付、カッコ内は前職＞
転入：林 正明・副館長兼普及課長（西部総合県

民局保健福祉環境部次長）
昇格：大原 賢二・館長（副館長兼自然課長）

佐藤 陽一・自然課長（専門学芸員）
小川 誠・専門学芸員（主任学芸員）
長谷川賢二・専門学芸員（主任学芸員）
茨木 靖・主任学芸員（学芸員）

� 平成１８年度非常勤・臨時職員
●臨時補助員
吉田 英司（平成１８．４．１～１９．２．２８）
田代 優秋（平成１８．４．１～１９．３．３１）
佐藤 麻衣（平成１８．４．１～１８．１２．３１）
●文化推進員（非常勤特別職）
武田 佳子（平成１７．４．１～ ）
尾方めぐみ（平成１７．４．１～１９．３．３１）
坂島美津子（平成１７．４．１～ ）
市原 孝江（平成１８．５．１～ ）
廣澤 祥子（平成１７．５．１～１９．３．３１）
●受付案内員（非常勤特別職）
飯沼 美喜（平成１５．５．１～１８．４．３０）
尾崎 敏美（平成１５．１１．１～１８．１０．３１）
河野 怜子（平成１６．４．１～１９．３．３１）
石山 昌代（平成１６．９．１～ ）

� 管理運営・マネージメント

４３



２．予 算

２月現計予算額（２月補正後の予算額）を上表に示す。

３．博物館協議会

博物館協議会は、博物館の運営に関し館長の諮問に
応ずるとともに、館長に対して意見を述べる機関で、
博物館法及び徳島県文化の森総合公園文化施設条例の
規定に基づき設置されている。
１８年度は協議会を１回開催した。

●１８年度博物館協議会
日時：平成１８年８月８日（火）１０：００～１２：００
会場：博物館講座室
議事 � 平成１７年度事業の実施状況について

� 平成１８年度予算及び事業概要について
� その他

４．県民参加の仕組みづくり、博物館
運営支援組織のあり方等の検討

� ボランティア企画型行事の実施
より新しい視点からの博物館の利用促進を図るため
の試みとして、昨年度に引き続き県民参加による常設
展示室を使った企画事業を進め、平成１９年２月から３
月の間に、常設展示室内でイベントを開催することを
目標にして、博物館職員といっしょにイベントの企画
運営に携わるボランティアを公募し、活動を行った。
応募者は１２名で、１０月から３月にかけて月２回程度
の会合を持ち、ボランティアスタッフを中心に企画案
の創出から、企画の決定、企画に必要な道具の準備、
作成、広報など一連の作業を進め、下記のイベントを
開催した。
ボランティア参加者からは、活動を通して博物館を
より深く知ることができたことや、自身の特技を活か
したイベントを開催できて楽しめたなど、おおむね好
評の意見を得た。一方で活動期間が短いこと、夏休み
期間を有効に利用したイベント開催の提案など、改良
すべき点の指摘を受けた。引き続き今回の成果を継
承・発展していく取り組みを考える予定である。
●博物館Vキング－ボランティアスタッフとゆかい
な博物館イベント－
①第１回
日時：平成１９年２月１２日（月）振替休日

●平成１８年度博物館費（２月現計予算額） （単位：千円）

科 目 予 算 額 計 管 理 運 営 展 覧 事 業 調 査 研 究 資料収集保存 普 及 教 育

報 酬 ９，８１４ ９，８１４

賃 金 ５，９４２ ５，９４２

報 償 費 ７３５ ０ １８０ ３１５ ０ ２４０

旅 費 ４，７８４ ６６９ １，２４５ ２，３９２ ３７８ １００

需 用 費 ２０，１５７ ２，６７３ ９，５６０ ３，３１０ ３，１３０ １，４８４

役 務 費 １１，２８７ ０ ８，７５５ ２００ １，６３２ ７００

委 託 料 ６，０５９ ０ ４，２２１ ４８０ １，３５８ ０

借 損 ５４２ １５７ １３５ ０ ９０ １６０

備 品 費 ６，０５７ ３６５ ４５０ １，０９２ ４，１５０ ０

負 担 金 １４９ ８１ ０ ６８ ０ ０

計 ６７，１６６ ２１，３４１ ２４，５４６ ７，８５７ １０，７３８ ２，６８４

●徳島県立博物館協議会委員名簿
（平成１９年３月３１日現在）

区 分 氏 名 役 職 等

学校教育

岩佐 茂美 県小学校教育研究会理科部会吉野川市
理事 種野小学校校長

藤田 憲夫 県中学校社会科教育研究会会長
貞光中学校校長

計盛眞一朗 県高等学校教育研究会地歴学会副会長
勝浦高等学校教頭

社会教育

澤田 英敏 徳島市立徳島城博物館館長

一山 典 徳島市考古資料館館長

大石 雅章
（副会長） 鳴門教育大学教授

学識経験

中村 昌宏
（ 会 長 ） 徳島文理大学教授

佐野佳代子 四国放送報道制作局美術部部長代理

友滝 洋子 藍住町国際交流協会会長

田中 育代 車いすテニスサークル「フィフ
ティー・ラブ」選手
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９時３０分～１６時
場所：博物館常設展示室・博物館実習室
内容：海藻おしばを作ろう

博物館冒険ツアー
粉ひき・米つきにチャレンジ

参加者：１０７６人

②第２回
日時：３月２１日（水）春分の日

９時３０～１６時
場所：博物館常設展示室
内容：ミクロの博物館

影絵遊び
おんがく 音を学ぼう 音を楽しもう

参加者：９１７人

� 昆虫パラタクソノミスト養成講座
北海道大学の「準自然分類学者養成講座」の一環と
して、当館との共済事業として「昆虫分野」のコース
を実施した。昨年度は初級、今年度は中級として「甲
虫目の科までの同定にチャレンジ」を実施した。
日時：２月１７日（土）～１８日（日）

９時３０分～１６時
場所：博物館実習室
内容：甲虫類の標本を形や色などで簡単に区別して

いき、さらに形態の特徴を調べて、そのグルー
プ名を検索していく。

参加者：１４人

５．視察等博物館関係来訪者

８月３０日 田原本町教育委員会 藤田三郎氏
１０月３日 備前市隣保館運営委員会一行 １０名
１０月１３日 和歌山市雄湊地区人権委員会一行 １９名
１１月２６日 愛媛県歴史文化博物館 平井 誠氏
２月１６日 NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構

伊賀公一氏

博物館Vキング「冒険ツアー受付」

博物館Vキング「影絵遊び」

博物館Vキング・チラシ
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１．中期活動目標（平成１６年９月９日策定）

� 中期活動目標の目的
徳島県立博物館（以下「県博」という）は、「徳島県立博物館基本構想」（昭和５９年１月）に基づいて設置された。
この基本構想には県博の基本理念と基本的性格が次のように示されており、これらが活動の目標・指針となってき
た。
これらの「基本理念」及び「基本的性格」は今でも県博の指針であることには変わりない。しかしながら、生涯
学習社会の進展等に伴う最近の博物館をとりまく状況の急速な変化に伴い、博物館に対して学校教育支援、社会貢
献、博物館活動への県民参画等の新たな課題への取り組みが求められるようになった。その一方で、財政状況の悪
化による運営予算の削減、事業評価、公的施設の運営の見直し等も進められている。こうした状況を踏まえ、「博
物館の望ましい姿」についての議論に基づき今後５年間（平成１６年度～平成２０年度）に推進すべき活動の目標（中
期活動目標）を明確にするとともに、活動の点検・評価を行う際の評価指標を示して共有することとした。この目
標に沿って計画的に活動を推進し、点検・評価を行うことにより、博物館活動の改善・活性化を図ることとしたい。
＜基本理念＞
�郷土に根ざし世界に広がる博物館―徳島の自然、歴史、文化の資料を総合的に展示し、全国的・世界的なかかわ
りについても理解できる施設
�開かれた博物館―博物館の活動に県民のだれでもが参加でき、楽しみながら学び、考え、豊かな知識を高めるこ
とのできる施設
�研究を大切にする博物館―学術的な調査研究、資料の収集を通して、常に新しい展示と情報を広く提供する施設
�文化財を守り自然の保全をめざす博物館―県民の貴重な文化的資料を永久に保管するとともに、文化財と自然の
保護に努める施設
＜基本的性格＞
�人文科学（考古、歴史、民俗、美術［近代美術を除く］）と自然科学（動物、植物、地学）が有機的に結びつい
た総合博物館とします。
�収集保存、調査研究、展示、普及教育の４つの機能を備え、本県の文化、学術、教育及び生涯学習センターとし
ての役割を果たします。
�国内外の博物館、研究機関等と緊密な協力体制をとります。また、文化の森総合公園に建設が予定されている民
家資料展示場、植物園等の施設はもちろん、県内の博物館、博物館相当施設、類似施設等と相互協力し、その中
核的博物館としての性格をもつものとします。

� 中期活動目標の構成
中期活動目標では、県博の果たすべき機能を従来の４つ（資料収集保存、調査研究、展示、普及教育）に新たに
社会貢献、情報の発信、マネージメント（経営）を加えた７分野に整理・区分し、それぞれに数項目の活動目標を
掲げるとともに、活動を評価する際の指標と目標値を設定した。各評価指標には、年次あるいは計画年度（５年）
を通じての目標値を設けることが望ましいが、博物館評価には必ずしも数的評価にはなじまない内容も含まれるこ
とから、全ての評価指標に目標値を設けるには至っていない。今後、順次改訂して行きたい。

� 中期活動目標の推進方法
�中期活動目標は、博物館協議会での協議を経た上で公表する。
�それぞれの活動目標に基づき、館内で具体的な取り組みの年度・年次計画を立てて活動を行う。
�年度末に活動実績の評価指標に基づく自己点検・評価を行い、結果を年報やホームページに掲載するとともに、
次年度以降の活動計画に反映させる。
�活動実績および自己点検・評価の結果を博物館評議会に報告して議論していただき、外部評価意見として年報や
ホームページに掲載するとともに、次年度以降の活動の改善に役立てる。

� 中期活動目標と自己点検・評価

４６



２．調査研究
調査研究は、博物館活動の学術的基盤となる重要な機能です。徳島及び関連する地域の自然や歴史、文化に関する基礎的な調査研究、資料の保存や展示、普及教育活動等に関
する博物館学的調査研究を行うとともに、成果の博物館の諸活動へのフィードバックを図ります。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 指標の目標値 備 考
２‐１ 調査研究活動の強化 調査研究方針に沿って課題調査及び分野

別調査研究等を積極的に行い、徳島県に
おける自然史・人文科学及び博物館学の
中核を担う水準を維持します。

課題調査実施状況

個別調査研究の実施状況

２‐２ 調査研究成果の公表 研究報告の出版のほか、学術論文、著述、
学会発表等により調査研究成果を公表す
るとともに、展示や普及教育活動を通じ
て成果の活用を図ります。

学術論文数 平成１６年度実績よりすべての
査読なし論文をここに編入
し、査読付き論文の数を付記
している。

１０本／ 年 目標値は査読付き論文と徳島県立
博物館研究報告論文の合計。近い
将来、再設定する必要がある。

図書・雑誌等の一般
著述

平成１６年度より、査読なし論
文を学術論文に移している。

５０本／ 年 目標値は雑誌などの一般むけ解説
および徳島県立博物館研究報告を
除く査読なし論文数の合計。近い
将来、再設定する必要がある。

学会・研究会での発
表

各種学会や研究会でのオーラ
ル、ポスターセッションなど
の講演の合計。

２５回／ 年

２‐３ 外部研究機関等との連
携の推進

他の博物館や大学、研究団体、学会等と
の連携による共同研究等を積極的に進め
ます。

共同研究プロジェク
ト数

大学等、職業的研究者との共
同研究数。

１０件／ 年 人的・予算的規模の大小は問わな
い。

２‐４ 県民参画型調査研究の
推進

調査研究活動にも県民が参画できるよ
う、県民参画型調査等のプロジェクトを
企画します。

県民参画型調査の実
績

アマチュア、コレクター、そ
の他非職業的研究者との共同
研究。

２件／ 年 とくに不特定多数を相手にするも
のだけをカウントしている。

２‐５ 外部資金の獲得による
研究活動の推進

科学研究費補助金や民間の研究助成金等
の外部資金を獲得し、研究活動の推進と
レベルアップを図ります。

科研費申請・採択数 文部科学省・独立行政法人日
本学術振興会の科学研究費補
助金。

申請７・採択
１件／ 年

種目等は問わない。

民間研究助成金獲得
状況

藤原ナチュラルヒストリー振興財
団、日本科学協会「科学研究助成
制度」など。

３．展示
実物資料や最新の情報に基づき、徳島及び関連する地域をはじめ世界の自然や歴史、文化について幅広く展示し、楽しく学べ、新しい発見や家族のふれあいのきっかけとなる
場を創出します。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 指標の目標値 備 考
３‐１ 常設展の改善・充実 新しい資料の追加、研究成果の反映、展

示技法の改善などにより、常設展の改
善・充実を図ります。

常設展観覧者数 年間の総観覧者数 ４０，０００人／ 年

観覧者のリピーター
率

アンケート回答者のうち、複
数回利用者の占める割合

過去１年以内の利用有無でとらえ
るよう指標の再定義が必要か。

観覧者の満足度 アンケートで展示の総合評価
（５点満点）を４～５点とす
る回答の占める割合

７０％

展示改善の実施状況 定期的に展示替えするコー
ナーは対象外

３‐２ 多様なテーマの企画展
の計画的開催

収蔵資料の特色や調査研究成果を活かす
とともに、県民のニーズを反映しなが
ら、多様なテーマの企画展を計画的に開
催します。

企画展観覧者数 年間の総観覧者数 １５，０００人／ 年

観覧者の満足度 アンケートで展示の総合評価
（５点満点）を４～５点とす
る回答の占める割合

８０％

企画展の検討状況
３‐３ 収蔵資料の公開促進と

企画展示室の有効利用
企画展のほか、特別陳列、部門展示（人
文）、トピックコーナー展示等の多様な展
示を行うことにより、収蔵資料の公開促
進と企画展示室の有効利用を図ります。

特別陳列等の開催回
数

企画展以外の各種の展示の回
数

１０回（特３・部
４・ト３）

常設展ロビーにおける資料紹介な
ども含む。

企画展示室活用回数 企画展以外の事業（他機関が
主体となった共催の展示を含
む）での活用回数

企画展以外に
１回／ 年

３‐４ 館外での展示の促進 移動展、パッケージ展示の貸出等によ
り、館外での展示を促進するとともに、
県内の博物館施設を支援します。

移動展等の実施状況 文化の森外の博物館等におけ
る当館を主催者に含む展示の
開催件数

１回／ 年

パッケージ展示の貸
出数

他博物館等への貸出用展示メ
ニューの利用件数。該当する
展示が当館を主催者に含む場
合は、移動展と見なす

１件／ 年

１．資料の収集・保存と活用
資料の収集・保存は、博物館の最も基本的な機能です。様々な方法で徳島及び関連する地域の自然や歴史、文化に関する資料の継続的な収集を行います。また、収蔵資料は公
共的な財産として安全に保管し、次世代に伝えるとともに、その活用を図ります。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考
１‐１ 継続的な資料の収集 資料収集方針に基づき、採集・購入・寄

贈等による継続的な収集を進め、バラン
スのとれた特色あるコレクションづくり
を行います。

収蔵資料点数 当該年度における収蔵資料の
総数

２００８年度末で
５０万点

対前年度増加点数 当該年度の資料点数－前年度
の資料点数

９，０３０点

対前年度増加率 （当該年度の資料点数／前年
度の資料点数）×１００

１０２．０％ 今回新たに追加。

新規寄贈件数 当該年度において寄贈された
資料の件数

８０件／ 年

受入図書冊数（雑誌
類以外）

購入図書数 ４００冊／ 年

１‐２ 寄託資料の受け入れ促
進

県内の貴重な資料の安全な保管と展示公
開の促進を図るため、資料の寄託の受け
入れを促進します。

新規寄託件数 当該年度に新たに寄託された
資料の件数

１０件／ 年

総寄託件数 当該年度に寄託されている資
料の総件数

１‐３ 収蔵資料データベース
の整備

収蔵資料の整理・登録を進めるととも
に、収蔵資料データベースの整備を図り
ます。

収蔵資料 DB登録率 （DB登録点数／収蔵資料点
数）×１００

H２０年度まで
に５０％

当初の目標値「２００８年度末で１００％
（昆虫、植物を除く）」を変更。

１‐４ 収蔵資料の活用の促進 貸出しなどによる収蔵資料の活用を図り
ます。

資料特別利用等件数 特別利用（閲覧、貸出、撮影、
出版物掲載など）およびそれ
以外の利用記録を含む

５０件／ 年 目標・指標の文言を修正した。内
容に変更なし。

小・中・高への学校貸し出し
を除く

１‐５ 資料の適切な保管 収蔵庫や展示室の点検や資料の燻蒸等に
より、収蔵資料の安全な保管を図りま
す。

当初、評価指標を「収蔵庫等の点検
回数」、目標値を「１０回／ 年」と定
めていた。しかし、点検は作業等の
際に日常的に行っており、指標化
にはそぐわないため、削除した。

１‐６ 常設展示室の資料保存
環境の改善

常設展示室での安全な資料の保存環境を
確保するため、空調に除湿機能を付加す
るよう関係方面に働きかけます。

１‐７ 収蔵スペース確保の検
討

将来の収蔵資料の増加に備え、収蔵ス
ペースの確保に向けた方策を探ります。

中期活動目標と自己点検・評価 ４７



５．シンクタンクとしての社会貢献
博物館は、博物館活動を通じて様々な資源（資料・情報・学芸員の知識）を蓄積しているシンクタンクです。これらを活用し、自治体や地域社会、学会等の事業推進に貢献します。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考
５‐１ レファレンス利用者の

拡大
来館による相談のほか、手紙や電話、メー
ルでの質問等に親切に対応し、「何でも
相談にのってもらえる博物館」との評価
の定着を図ります。

レファレンス件数 レファレンス記録 DBにおけ
る記録件数

３００件／ 年

５‐２ 講師派遣等の推進 他機関が主催する講演会、研修会等に学
芸員を講師として派遣します。

講師派遣等件数 小中高への出前授業を除いた
講師派遣等の件数

１５件／ 年 小中高への出前授業は「４．普及
教育」に記載。

講演会等の受講者数
５‐３ 自治体等の政策課題へ

の提言
各種検討委員会委員等として、自然環境
保全や文化財保護等に関する自治体等の
政策課題への提言を行います。

委員等受託数 自治体・大学などの各種委員
会委員の受諾数（学会・博物
館関連団体の委員等を除く）

１５件／ 年

５‐４ 大学教育への寄与 大学の非常勤講師の受諾、学生・院生の
研究指導、博物館実習生の受け入れ等に
より、大学教育に寄与します。

非常勤講師受諾数 ３件／ 年

博物館実習生受入人
数

２０人／ 年

学生・院生指導人数
５‐５ 学会・研究会の運営へ

の寄与
学会・研究会を博物館で開催するほか、
役員や各種委員等を引き受けるなど、学
会等の活動に貢献します。

学会等開催数 学会・研究会の大会・例会・
シンポジウム等の開催数

学会等役員受託数 学会・研究会における役員・
委員等の受託数

学会等事務局受託数 当館が引き受けている学会・
研究会の事務局数

今年度新たに指標を設けた。

５‐６ 民間団体等への専門知
識の提供

博物館が蓄積した専門知識を幅広く活か
すため、各種民間機関・団体等との連携
を進めます。

各種機関・団体等と
の連携の状況

５‐７ 博物館施設の連携強化
への貢献

県内の中核的博物館として、博物館施設
への助言を行うとともに、県博物館協議
会の活動等を通じて博物館施設の連携強
化のために尽力します。

博物館関連団体委員
等受諾数

博物館関連団体や他館の委
員・役員等の受託数

博物館関連団体加入
数

当館が加入している博物館関
連団体の数

今年度新たに指標を設けた。

連携事業の実施数 移動展・移動講座や他館との
共催事業などの実施回数

４．普及教育
収蔵資料や学芸員の能力を活かし、自然や歴史、文化について体験したり、楽しく学ぶことができる多様な学習機会を提供することにより、県民の生涯学習を支援します。ま
た、学校教育を積極的に支援します。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考
４‐１ 県民のニーズを反映し

た多様な催しの開催
県民のニーズに対応した多様な普及行事
を企画し、多様な学習機会を提供しま
す。また、移動講座等のアウトリーチ活
動にも積極的に取り組みます。

普及行事実施回数 ７０回／ 年
普及行事参加者数 ３，０００人／ 年
参加者の満足度 事後アンケートにおける満足

回答者の割合
満足した者の
割合８０％

アウトリーチ活動数 館外での普及行事（展示を除く） ３回／ 年
４‐２ 学校教育支援事業の推

進
学校への資料貸出や出前授業、また博物
館での授業や教員研修、職場体験、遠足
等を受け入れ、学校教育を支援します。

学校教育支援事業件
数

出前授業１５件
／ 年
資料貸出１５件
／ 年
館での授業
教員研修
職場体験
遠足

１８年度より、その他の項目を館で
の授業、教員研修、職場体験、遠
足の４項目に分けて記すことにし
た。

教員・生徒の満足度 出前授業等実施後の満足度 ８０％
４‐３ ガイドブックの出版等

の促進
身近な自然や歴史、文化に関する理解を
手助けするため、ガイドブックの出版
や、新聞・雑誌等への解説記事の執筆を
進めます。

ガイドブック出版状
況

１冊／ 年

普及記事の執筆数 ２０件／ 年

４‐４ 友の会活動の充実と活
性化

友の会の指導・育成に努めるとともに、
自主的な活動を支援し、友の会活動の充
実、活性化を図ります。

友の会会員数 友の会（個人・家族）の会員
総数

５００人／ 年

会員の継続率 当該年度会員に占める前年度
会員の割合

前年度会員の
７０％

友の会行事実施回数 １０回
常設展・企画展観覧
者率

観覧者として入館した会員の割合 ５０％

６．情報の発信と公開
博物館の催し物案内等だけではなく、博物館活動に関連する様々な情報をより多くの人に知ってもらい、博物館を有効に活用する利用者が増えるよう、インターネットや様々
なメディアを通じて積極的に情報を発信します。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考
６‐１ 積極的な資料提供の推

進
企画展や普及行事の案内だけでなく、博
物館に関する情報を積極的に資料提供す
るよう努めます。

資料提供件数 マスコミに対して資料提供を
行った数

３０件／ 年

マスコミ取材報道件
数

新たに新聞が取材し、報道し
た数

６‐２ 様々なメディアの活用
による広報活動の強化

広報関係出版物の内容改善、配布ルート
の開拓、マスコミ出演や新聞・雑誌への
寄稿を行うなど、様々なメディアを活用
して広報活動を強化します。

広報手段の新規開拓
状況

新たに開拓した広報手段

マスコミ出演等件数 学芸員がマスコミに出演した
数

１５件／ 年

Eメールサービス登
録件数

年度末時点の Eメールサー
ビスの登録件数

２５０人／ 年 累計から現在の登録者数に変更。

６‐３ インターネットによる
情報発信の推進

インターネットによる情報発信を推進す
るため、学芸員による積極的な情報発信
を促し、ホームページの充実を図ります。

HPアクセス数 トップページへのアクセス総
数

３２，０００件／ 年

新規コンテンツ数 新たに作られたぺージの数 ３０ページ／ 年

内容の更新頻度 内容が更新された回数 月３回以上

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 指標の目標値 備 考
３‐５ 展示解説等の推進 図録や解説書の発行、学芸員や受付案内

員による展示解説等により、観覧者が展
示を理解し楽しめるよう手助けします。

図録等の発行状況 年間の刊行件数

展示解説等の実施状
況

展示の理解を支援する各種の
活動の実施回数

３‐６ 常設展のリニューアル
に向けての取り組みの
推進

開館２０周年（平成２２年）での常設展のリ
ニューアルを目標に、館内での検討を進
めるとともに、関係方面の理解が得られ
るよう努力を継続します。

リニューアルに向け
ての進捗状況

リニューアルに向けての協議
や施設調査等の取り組み

４８ 中期活動目標と自己点検・評価



「博物館の評価と改善」の手順
使命（理念）（館の存在理由や目的）

●博物館法
●徳島県立博物館基本構想報告書
●徳島県文化の森総合公園文化施設条例
☆使命書（ミッションステートメント）
＊現時点では、新たに作成するのではなく、基本構想に謳われている「４つの基本理念」
及び「３つの基本的性格」を県立博物館の「使命」と位置づける。

活動目標・計画（使命を達成するための活動目標・計画）
●資料収集方針
☆調査研究方針
●中期活動目標
＊博物館活動においては、評価指標の数的目標値の設定が難しく、また、数的評価になじ
まない項目も多い。

●年間事業計画
活 動 （博物館の諸活動）

自己点検・評価（館員による評価指標に基づく活動実績の評価）
☆自己点検・評価（各担当、各委員会）→会議での報告
＊博物館の評価は、入館者数や費用対効果などの外形的数値のみの評価では不十分であ
り、質的評価も重要になる。

☆自己点検・評価報告書→公表（年報、HP）
外 部 評 価
●外部評価委員会（博物館協議会）→議事録の公表（年報、HP）
●アンケート調査→結果の公表☆各種会合等での外部意見の聴取

業 務 改 善（事業計画・活動目標の見直し、施設・設備、組織、財政等の見直し）

７．マネージメント（経営）
利用しやすい博物館とするための施設の改善、博物館活動への県民参画の仕組みづくりの検討、職員の意識改革と資質の向上、適切な博物館評価システムの確立等により、博
物館活動の改善と活性化、利用者の増大を図ります。

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義・説明 指標の目標値 備 考
７‐１ 利用しやすい博物館を

めざす施設の改善
わかりやすい案内表示、バリアフリー化
や安全対策等に配慮し、高齢者や障害者
にとっても快適で安全な利用しやすい施
設となるよう、日常的な点検・改善を行
います。

点検・改善の状況

７‐２ 博物館認知度の向上と
利用者層の拡大

博物館活動の活性化と広報の強化によ
り、県内及び近隣地域での博物館の認知
度を高め、博物館利用者の範囲の拡大と
利用者増に結びつけます。

県民の博物館利用状
況

県外利用者の割合
７‐３ 県民参画の仕組みづく

り、博物館運営支援組
織のあり方等の検討

友の会会員やボランティア等による様々
な博物館活動への県民参画の仕組みづく
りの検討を行うとともに、友の会を母体
とした博物館の運営支援組織のあり方に
ついて、NPO法人設立も含めて検討し
ます。

ボランティア導入事
業数

ボランティア活動参
加者数
運営支援組織の検討
状況

７‐４ 設置者による理解の獲
得

博物館の使命、当館が果たしている幅広
い役割等に対する県及び県教育委員会の
理解を得るとともに、財政的支援等が得
られるよう努力します。

博物館予算の状況

７‐５ 防災意識の向上と危機
管理体制の強化

地震等の自然災害や火災、盗難、けが人
の発生等に備え、文化の森他館と協力し
て防災意識の向上と危機管理体制の強化
を図ります。

防災訓練の実施状況

危機管理マニュアル
の整備状況

７‐６ 職員の意識改革と資質
の向上

職員が博物館の社会的役割及び当館の使
命を認識し、博物館活動の活性化と健全
な経営に主体的に取り組めるよう、意識
改革と資質の向上を図ります。

７‐７ 博物館評価システムの
構築

博物館活動の中期活動目標に基づく自己
点検評価、博物館協議会による外部評
価、結果の公開という適切な博物館評価
システムを確立し、博物館活動の改善に
役立てます。

中期活動目標の状況

自己点検評価の状況
外部評価の状況

中期活動目標と自己点検・評価 ４９



２．平成１８年の度実績と自己点検・評価

� 資料の収集・保存と活用

●平成１６～１８年度実績

●自己点検・評価
＜１‐１＞
・平成１８年度における資料点数は４７１，７４６点で、前年度に比べて３，４５２点増加した。しかし、増加点数の目標値９，０３０
点を５，５７８点下回った。対前年増加率は１００．７％であり、前年度に比べて０．６ポイント低下し、目標値の１０２．０％ま
で１．３ポイント及ばなかった。その理由として、１８年度は無脊椎動物担当学芸員１名と歴史（近世）担当学芸員
１名が退職により欠員であったために、これらの分野における資料収集が低調だったこと、１７年度から購入によ
る資料収集がなされていないこと、および大きなコレクションの受入がなかったことなどによると考えられる。
年増加数および対前年増加利率の下落傾向は、１６年度以降続いていることから、２０年度における５０万点の目標達
成は困難と思われる。
・寄贈資料件数は、８７件で、目標値８０件を７件上回った。１７～１８年度において経年的傾向は見られず、平均は９０．０
件（標準偏差１１．８）であることから、平年並みと考えられる。
・受入図書冊数（購入図書）は１１６冊で、前年度に比べて８冊多かったものの、目標値４００冊を２８４冊下回った。こ
れは予算額に依存しているためで、昨年度と同様に予算額が縮小している中では今後の目標達成は困難と思われる。
＜１‐２＞
・１８年度の新規寄託受入件数は１件のみで、目標値の１０件を大きく下回った。
＜１‐３＞
・１８年度の DB登録率は４７．８％で、昨年度に比べて６．６ポイント上昇した。登録数増分は１６年度→１７年度が７，７６０点
であったのに対し、１７年度→１８年度が３２，８０７点であり、４．２倍登録点数が増加した。１５年度以降、登録率は徐々
に改善傾向にある。１‐１で述べたように、収蔵資料点数の対前年増加率は低下していることから今後、見かけ
の登録率は上昇していくと考えられる。
＜１‐４＞
・１８年度の資料特別利用件数は６７件で、目標の５０件を１７件上回り、達成率は１３４％であった。本年度はここ５カ年
間（平均５６件）ではもっとも多く、よく利用されたといえる。
＜１‐５＞
・収蔵庫等の点検は、収蔵庫や展示室を利用したときに日常的に行っている。

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １６年度実績 １７年度実績 １８年度実績

１‐１ 継続的な資料の収集

収蔵資料点数
対前年度増加点数

Ｈ２０年度末で５０万点
９，０３０点／年

４６２，１７４
７，３２１

４６８，２９４
６，１２０

４７１，７４６
３，４５２

対前年度増加率 １０２．０％ １０１．６％ １０１．３％ １００．７％

新規寄贈件数 ８０件／年 ８２ １１１ ８７

受入図書冊数
（雑誌類以外）

４００冊／年 ４２４ １０８ １１６

１‐２
寄託資料の受け入れ
促進

新規寄託件数 １０件／年 ３ ５ １
総寄託件数 ６０ ６５ ６６

１‐３
収蔵資料データベー
スの整備

収蔵資料 DB登録率 Ｈ２０年度までに５０％
４０．０％
１８４，９８０

４１．２０％
１９２，７４０

４７．８０％
２２５，５４７

１‐４ 収蔵資料の活用の促進 資料特別利用件数 ５０件／年 ５３ ４５ ６７

１‐５ 資料の適切な保管 収蔵庫等の点検回数 １０回／年

１‐６
常設展示室の資料保
存環境の改善

常設展示室空調改善の
検討状況

１‐７
収蔵スペース確保の
検討

収蔵スペース確保の検
討状況

５０ 中期活動目標と自己点検・評価



・常設展示室は、収蔵庫のような密閉可能な空間でないため、害虫などの侵入を防ぐことができない。実際、平成
１８年度も害虫が確認されたため、発生源の資料を特定し、それらの資料の燻蒸を行った（p．７参照）。
＜１‐６＞
・常設展示室内の空調は温度設定のみ可能で、湿度のコントロールができない。そのため、時期によってはカビの
発生が懸念される。
・常設展示室の構造的・設備的な問題であるので、現時点では抜本的な対策およびその検討はなされていない。
＜１‐７＞
・昨年度は鳥居記念館博物館の資料を受入れる前提で収蔵スペースについて検討した。しかし、今年度になって鳥
居記念博物館の処遇が不明確となったため、収蔵スペースの検討は、現在は棚上げの状態である。
・不定形で大型の資料の多い民俗分野では、すでに収蔵スペースがほとんどなく、考古収蔵庫の空きスペースを流
用している状況である。
・民俗分野以外でも、収蔵スペースに余裕がなくなりつつあることから、収納方法を工夫するなどして対応している。

� 調査研究

●平成１６～１８年度実績

●自己点検・評価
＜２‐１＞
・課題別、分野別に調査研究を実施し、それぞれ成果をえた。
＜２‐２＞
・成果の公表数では学芸員毎に偏りがみられた。
・昨年度から学術論文数と図書・雑誌等での一般論述の振り分けを変更した。そのため、学術論文数の目標値は実
態に比較して少なく、一般著述の目標値は逆に多い。昨年度と比較すると学術論文数は減少しており、学芸員の
人数減を考慮しても明らかに低調であった。また、学会・研究会での発表数でも同様であり、目標２５回に対して
１７回に留まる結果となった。一方、図書・雑誌等での一般著述は著しく増加した。これは、本、新聞や雑誌、そ
の他機関誌、連絡誌などへの掲載が増えたことによるものと思われる。
＜２‐３＞
・増加傾向にあり、とくに科学研究費補助金による共同研究が増えた。

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １６年度実績 １７年度実績 １８年度実績

２‐１ 調査研究活動の強化
課題調査実施状況

３件
（外部との共同２）

４件
（外部との共同２）

４件
（外部との共同２）

個別調査研究の実施状況

２‐２ 調査研究成果の公表

学術論文数 １０本／年 ３＋研究報告８
２９本

（査読付き５）
２２本

（査読付き５）

図書・雑誌等での
一般著述

５０本／年
３４本

（普及記事含む）
２９本

５０本
（普及記事含む）

学会・研究会での
発表

２５回／年 ２８回 ２１回 １７回

２‐３
外部研究機関等との
連携の推進

共同研究プロジェ
クト数

１０件／年
１４件

（課題調査以外）
１４件

（課題調査以外）
１７件

（課題調査以外）

２‐４
県民参画型調査研究
の推進

県民参画型調査の
実績

３件／年
アサギマダラの
マーキング調査

アサギマダラの
マーキング調査、
貝化石調査、漂着
物の調査

アサギマダラの
マーキング調査、
漂着物の調査

２‐５
外部資金の獲得によ
る研究活動の推進

科研費申請・採択数
申請７・

採択１件／年
申請４・採択０ 申請４・採択１

申請２・採択０
（継続１）

民間研究助成金獲得状況 ０件 １件 ２件

中期活動目標と自己点検・評価 ５１



＜２‐４＞
・アマチュア研究者（または研究グループ）との共同研究であるが、規模やスタイルはさまざまであり、ここに上
げていない小さな規模での共同研究も多いと思われる。
＜２‐５＞
・今年度は、文部科学省および日本学術振興会による科学研究費補助金（科研費）は獲得できなかった。一方、民
間研究助成金は２件獲得できた。このところ大学等では科研費等の競争的資金の獲得が重視されるようになり、
組織を上げて取り組む体勢をつくっているときく。徳島県立博物館のような小規模な組織の場合、新規獲得は簡
単ではないと思われるが、学芸員の自主的な発想に基づく研究を開始または継続するためにはこれらの競争的資
金や研究助成金の獲得がますます必要になっていると考えられるため、今後も継続的に取り組む必要がある。さ
しあたっては、申請数だけでも増やしたい。

� 展示

●平成１６～１８年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １６年度実績 １７年度実績 １８年度実績

３‐１ 常設展の改
善・充実

常設展観覧者数 ４０，０００人／年 ４４，６６９人 ３５，６３７人 ４１，４７５人

観覧者のリピーター率 ７５％（３月） ４７．８％（４～５月）
７１．４％（８～１０月） ５７．５％（７～８月）

観覧者の満足度 ７０％ ６８％（３月）
４件

８７％（４～５月） ７６．１％（７～８月）

展示改善の実施状況 準備１件 ２件

３‐２

多様なテー
マの企画展
の計画的開
催

企画展観覧者数 １５，０００人／年 ３２，８１０人（３回）＋
５，７０３人（特陳）

１８，４４４人（３回）＋
７，３２３人（特陳）

２３，２８５人（３回）＋
７，２００人（特陳）

観覧者の満足度 ８０％ ７４％（エビとカニ） ６９％（縄文） ８７．４％（種と実）、
７１．４％（海人）

企画展の検討状況 １９年度以降の計画の協議 １９年度以降の計画の協議 ２０年度以降の計画の協議

３‐３

収蔵資料の
公開促進と
企画展示室
の有効利用

特別陳列等の開
催回数

１０回（特３・
部４・ト３）

１６回
（特３・部６・ト４・他３）

２１回
（特４・部６・ト６・共２・他３）

１５回
（特３・部６・ト６）

企画展示室活用
回数

企画展以外
に１回／年

３回（特陳・全国高文
祭・ひまわり作品展） ２回（特陳） １回（特陳）

３‐４ 館外での展
示の促進

移動展等の実施
状況 １回／年 １回（藍の館）

５回（移動展＝藍住町
図［２回］・出羽島・
牟岐・松茂）

１回（海陽）

パッケージ展示
の貸出数 １件／年 １回（あすたむらんど） ２回（松茂・ガレ） ０回

３‐５ 展示解説等
の推進

図録等の発行状況 企画展図録２＋自然と歴
史ガイド１（化石）

企画展図録３＋自然と歴
史ガイド２（空襲・銅
鐸）

企画展図録３＋特陳パ
ンフ（鳴教大との共
編。経費は鳴教大負担）

展示解説等の実施状況

企画展解説 ９回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
びっくり箱を使った解説

５回
受付案内員による常設
展解説 ４８回

企画展解説 ４回
特陳解説 ３回
部門展示解説 ５回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
常設展示室活用イベント

２回
（当初計画外分。全体
では４回）
受付案内員による常設
展解説 １４回

企画展解説 ７回
特陳解説 ３回
部門展示解説 ７回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
びっくり箱を使った解説 １回
受付案内員による常設
展解説 ３回
常設展示室活用イベント

２回
（当初計画外分。全体
では４回）

３‐６

常設展のリ
ニューアル
に向けての
取り組みの
推進

リニューアルに向けて
の進捗状況

先進館調査１館（科博）
次期常設展の考え方を
踏まえた企画展（石と
くらし）

先進館調査２館（九博、
大阪人権博）

先進館調査５館（長崎、
山梨、九博、科博、国
立新美）
展示のイメージの再検
討着手

５２ 中期活動目標と自己点検・評価



●自己点検・評価
＜３‐１＞
・常設展観覧者数は４１，４７５人で、目標を上回った（前年度比５，８３８人増）。とくに、２・３月は例年になく観覧者数
が多かった。当該月におけるボランティア企画イベントによる効果が大きかったと考えられる。
・今年度の利用状況調査（７～８月実施）では、リピーター率は５７．５％であった。夏期は観光客などが多いことも
あり、やや低めの数字になっていると思われる。
なお、新規利用者が絶えず得られることも必要であるため、リピーター率については高いほどよいというもので
はない。
・展示の改善（部門展示［人文］の展示替えを除く）は、とくに自然系での取り組みが見られた。
・今年度の観覧者調査では、部門展示（人文）やトピックコーナーにおける展示替えの認知状況を問い、その回答
と利用度合いとの関係、満足度との関係も検討した。全体としては３９％が展示替えを知っていると回答し、利用
頻度が高まるほど認知度は高くなる傾向にある。だが、展示替えの認知と満足度は関連しておらず、展示替えが
満足度を高める効果をもたらしているとはいえないようである。
＜３‐２＞
・企画展観覧者数は２３，２８５人で、前年度と比べて５，０００人近い増加である。
・企画展は、テーマとタイミングがうまくマッチすれば大量動員が可能になるが、その見極めは難しい。娯楽性、
新規性、学術性等の諸要素を取り合わせた計画的運営が求められるところだが、予算の見通しが立たない状況の
もと、将来的な開催計画についての検討はあまり進んでいない。
・観覧者の満足度を調査したのは「種と実」、「海人の見た世界」の２回。総合的に満足感を示した割合は、前者で
８７．４％、後者で７１．４％であった。過去の例から見ても、人文系の場合、直感的な理解がむずかしく、高い満足度
を得るに至らない場合が多いようである。
＜３‐３＞
・特別陳列等の開催回数は１５回あり、目標の１０回を大きく超えている。ただし、そのうち２回は、近代美術館ギャ
ラリーを会場とする文化の森人権啓発展である。これらを差し引いた博物館独自の取り組み回数は１３回となる。
・１５年度から始めた、部門展示（人文）の計画的な展示替え、トピック展示（観覧者のクレームもあって、中途で
「トピックコーナー」と改称）の開催は、今年度も継続した。
＜３‐４＞
・移動展、パッケージ展示の貸し出しについては、これまでの取り組みを踏まえて扱いを再検討した。当館の負担
度合いからすると、両者の区別がほとんどない状況にあることから、パッケージ展示も実質的には移動展メニュー
として活用促進を図ることにした。また、各学芸員が個別に移動展開催のための交渉を行うこととし、海陽町立
博物館での開催１件があった。１９年度に向けての交渉等も進んだ。今後の移動展開催の呼びかけなど、態勢の整
備を検討していきたい。
＜３‐５＞
・展示解説等については、企画展に向けての試行として「びっくり箱」の活用があった。また、昨年度に続いて、
年間計画外の常設展活用イベントがボランティアとの協働により行われ、成果を得た。受付案内員による常設展
解説は低調であり、学芸員によるスポット解説の実施など、工夫が求められる。
＜３‐６＞
・常設展リニューアルの実現は厳しいが、常設展を通じて博物館の目指すものを体現していくという考えに立て
ば、リニューアルに向けた検討を「改善」に反映させることも可能であり、絶えず議論が求められるところであ
ろう。そのようなことから、これまでに作成したリニューアル案を再検討し、新しい構想をつくる作業に着手し
た。

中期活動目標と自己点検・評価 ５３



� 普及教育

●平成１６～１８年度実績

●自己点検・評価
＜４‐１＞
・前年に比べ、普及行事の実施回数は９０回から８０回に減ったが、参加者数は増えた。そのなかで、５、６、７月の
普及行事への参加率が高い。
・普及行事参加者数６，１４３人のうち、こどもの日・文化の日フェスティバルとボランティアが中心になって行った
博物館 Vキングでは、それぞれ６５９人、１，００９人、１，９９３人と参加者数が特に多い。
・普及行事への参加者の満足度は、前年に比べてやや低下しているが、１３行事で行ったアンケート結果からは８６．６％
とおおむね好評であった。
＜４‐２＞
・出前授業数は前年と変わらない。その内訳は、徳島市内の小学校が１１校と全体の半数を占めており、その他の学
校についても近郊の小学校がほとんどである。なかには、５回の出前授業を実施していた小学校もある。出前授
業の内容で多いのは、人文分野においては「古代のくらし」に関するもの、自然分野においては「水生生物」お
よび「地層」に関するものである。
・教員・生徒の授業に対する満足度については、新たに評価カードをつくり、今後の授業に活用していきたい。
・資料貸し出し等、事業件数が増えていないのは、博物館が学校教育支援事業を実施していることを知らない教職
員が多いことが推察される。
・その他の項目を、今回より「館での授業」「教員研修」「職場体験」「遠足」の実績として記すことにした。
＜４‐３＞
・新聞・雑誌の普及記事執筆については、４５件と増えた。今後も機会あるごとに執筆を働きかけていきたい。
＜４‐４＞
・友の会では、会員数が４８３人から４３１人に、継続率は６９％から６６％にと、漸減傾向にある。これは、継続をしなかっ
た人数分だけ減少していることになる。
・会員が自主的に行事を立案・企画し、実施できているものもある。

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １６年度実績 １７年度実績 １８年度実績

４‐１
県民のニーズを
反映した多様な
催しの開催

普及行事実施回数 ７０回／年 ７６回 ９０回 ８０回

普及行事参加者数 ３，０００人／年 ３，６９２人 ５，９４４人 ６，１４３人

参加者の満足度
満足した者の割合
８０％

９２．０％（２４行事） ９０．８％（１５行事） ８６．６％（１３行事）

アウトリーチ活動数 ３回／年 移動講座４回 移動講座３回 移動講座５回

４‐２
学校教育支援事
業の推進

学校教育支援事業
件数

出前授業１５件／年 ２０件 ２１件 ２２件

資料貸出１５件／年 １８件 ４件 ９件

館での授業 － － ６件

教員研修 － － ６件

職場体験 － － ２件

遠足 － － １２４校（園）

教員・生徒の満足度 ８０％ ８割強 ８割強 ８割強

４‐３
ガイドブックの
出版等の促進

ガイドブック出版状況 １冊／年 １冊 ２冊 ０冊

普及記事の執筆数 ２０件／年 ２１件 １７件 ４５件

４‐４
友の会活動の充
実と活性化

友の会会員数 ５００人／年 ４６０人 ４８３人 ４３１人

会員の継続率 前年度会員の７０％ ７６％ ６９％ ６６％

友の会行事実施回数 １０回 １０回 １０回 ９回

常設展・企画展観覧者率 ５０％ ３８．６％（４６２件） ３８．６％（３９４件） ５３．３％（４７８件）

５４ 中期活動目標と自己点検・評価



・友の会会員の常設・企画展観覧者率が３８％から５３％に増加し、目標値を上回った。

� シンクタンクとしての社会貢献

●平成１６～１８年度実績

●自己点検・評価
＜５‐１＞
・レファレンス件数は昨年度に比べて５４件減少し、ここ４年間の平均３１０．０件に比べてもわずかに少なかった。し
かし、目標値を３件上回り、目標を達成できた。ただし、電話での問い合わせなど記録として残されていないも
のも相当数あると思われ、記録の改善が必要である。分野別の件数では、動物（脊椎）９７件、民俗５３件、地学４５
件、および歴史４０件の上位４分野が全体の７８％占め、特定の分野に集中する傾向が認められた（p．３３参照）。
＜５‐２＞
・今年度の講師派遣は、１８件で、昨年度に比べて６件増加し、ここ５年間の平均１６．８件を上回り、目標値の１５件を
達成できた。ただし、特定分野に集中する傾向が顕著で、歴史分野が９件で全体の５０．０％を占めた。
・派遣先の受講者数は現在のところ計数できていない。講演終了後に派遣先に問い合わせるなどの記録方法を検討
したい。
＜５‐３＞
・各種の委員会などの委員等の受諾数は３４件で、昨年度より６件増加し、目標値の１５件を１９件上回った。これらの
うち２２件（６４．７％）は動物・植物分野における自然環境の評価に係わるもので占められており、県や国における
公共事業における環境配慮や希少野生生物の保全対策事業の拡大に対応している。
＜５‐４＞
・今年度の大学における非常勤講師の受諾数は２件で、昨年度より１件減少し、目標値の３件を１件下回った。こ
こ５年間の平均値３．２件に比べても少ないが、傾向は今のところ判断できない。
・今年度の博物館実習生の受入人数は１７人で、昨年度に比べて７人減少し、目標値の２０人を３人下回った。ここ５
年間で最も少なく、平均値２３．２人と比べても６．２人少なかった。傾向は今のところ判断できない。
・学生や院生の指導のための受入人数については、今のところとくに目標値は定めていない。大学側の要望に応じ
て若干名を受け入れている。今年度は１名のみであった。

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １６年度実績 １７年度実績 １８年度実績

５‐１
レファレンス利用者
の拡大

レファレンス件数 ３００件／年 ３２６ ３５７ ３０３

５‐２ 講師派遣等の推進
講師派遣等件数 １５件／年 ３３ １２ １８

講演会等受講者数 未計数 未計数 未計数

５‐３
自治体等の政策課
題への提言

委員等受諾数 １５件／年 ２９ ２８ ３４

５‐４ 大学教育への寄与

非常勤講師受諾数 ３件／年 ４ ３ ２

博物館実習生受入人数 ２０人／年 ２７（１１大学） ２４（８大学） １７（７大学）

学生・院生指導人数 ３ １ １

５‐５
学会・研究会の運営
への寄与

学会等開催数 １３ １６ １６

学会等役員受託数 ５ ５ ５

学会等事務局受託数 ４ ４ ４

５‐６
民間団体等への専門
知識の提供

各種機関・団体等との連
携の状況

５‐７
博物館施設の連携
強化への貢献

博物館関連団体委員等受諾数 ３ ３ ６

博物館関連団体加入数 ５ ５ ５

連携事業の実施数 １ ８ ７

中期活動目標と自己点検・評価 ５５



＜５‐５＞
・今年度の学会や研究会の当館における開催数は昨年度と同数の１６件であった。これらには毎月例会が開催される
みどりクラブ（旧称：植物談話会）のほか、日本動物分類学会大会、日本昆虫学会四国支部大会の大きな学会が
２つ含まれている。目標値は定めていないが、ここ５年間の平均値は１９．４件で、今年度は３．４件少なかった。
・今年度の学会等役員受託数は５件で、昨年および一昨年と同数であった。目標値は定めていない。
・今年度の学会等の事務局受託数は４件で、昨年および一昨年と同数であった。目標値は定めていない。
＜５‐６＞
・民間団体等への博物館の有する専門知識の提供は、主として日常的な個別のレファレンス業務の中で行われてお
り（例えば、環境調査コンサルタントに対する調査方法、調査結果とりまとめなどの指導。ほとんどは行政担当
者の立ち会いの下に実施）、民間団体への組織的な支援は行っていないし、これまでのところその必要性は認め
られない。今後はレファレンス業務内容の分析を行い、そちらの指標とし、本項目は削除することが考えられる。
＜５‐７＞
・今年度の博物館関連団体の委員等受託数は６件で、昨年度より３件増加した。目標値は定めていない。
・今年度の博物館関連団体加入数は５件で、ここ４年間は内容に変化がない。今年度はうち３件で当館が事務局を
引き受けている。目標値は定めていない。
・今年度の他館等との連携事業数は７件で、昨年度より１件少なかった。目標値は定めていない。今年度は、１７年
度に比べると、移動展の開催が低調であった。１６年度から当館が主導して準備を行ってきた県博物館協議会連携
事業が、「みる・きく・あるく 歴史の道」というテーマのもとに実施され、１８年４月から１９年３月にかけ、全
部で１２の企画展等が順次開催された。

� 情報の発信と公開

●平成１６～１８年度実績

●自己点検・評価
＜６‐１＞
・資料提供件数は目標の３０件／年に達して、前年より増加している。博物館からのより効果的な情報発信として、
マスコミに対する資料提供を今後とも積極的に続けていく必要がある。
・マスコミ取材・報道件数については、新聞のみの数であるが５９件となっており、活発な取材や報道が行われてい
ることが伺える。
＜６‐２＞
・広報手段の新規開拓状況では、新規雑誌への催し物案内の提供を行った。この雑誌は、育児関係のミニコミ誌で
あるが、ボランティアのイベント企画の読者の投稿記事を掲載してくれていたもので、今まで気付かなかった層
に対する新規開拓の広報手段である。今後ともこうした改善努力を続けていくことが望まれる。
・マスコミ出演等件数は前年より大幅に増え、目標値を上回った。
・Eメールサービス登録件数は目標値を５００件としていたが、退会者を含めた累計であり、現状とあわないために

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １６年度実績 １７年度実績 １８年度実績

６‐１
積極的な資料提供の
推進

資料提供件数 ３０件／年 ２８件 ２５件 ３１件

マスコミ取材報道件数 ５０件 ５５件 ５９件

６‐２
様々なメディアの活
用による広報活動の
強化

広報手段の新規開拓状況
文化の森橋への懸
垂幕の設置

ちらし配布場所の
新規開拓及び増数

新規雑誌への催し
物案内の提供

マスコミ出演等件数 １５件／年 １０件 ９件 １７件

Ｅメールサービス
登録件数

２５０人／年 ４４５人 ２５１人 ２６０人

６‐３
インターネットによ
る情報発信の推進

ＨＰアクセス数 ３２，０００件／年 ３２，６００件 ３５，６００件／年 ４９，３００件

新規コンテンツ数 ３０ページ／年 １８０ページ／年 ２２４ページ／年 １８０ページ／年

内容の更新頻度 月３回以上 ４．１回／月（４９回／年）４．６回／月（５６回／年）３．３回／月（３９回／年）

５６ 中期活動目標と自己点検・評価



再検討し２５０件とした。登録件数は前年度より９件増え、また目標値も達成できた。なお、平成１８年度には１１件
の新規登録があった。Eメールサービスについては携帯電話のメールには容量の問題から対応しておらず、登録
件数を増やすためには携帯電話のメールに対応する必要がある。
＜６‐３＞
・インターネットによる情報発信はすべて目標値に達しており、良い状態である。特に、１８年度は展示解説書「徳
島の自然と歴史ガイド３ 化石」をインターネットで高解像度の写真とともに公開したが、そこで紹介した化石
について検索サイト Googleで検索してみるとランキングが高く、良質な情報が発信できていることがうかがえ
る。ただ、全体的に見ると、発信している情報に偏りがあり、より広い内容での発信が求められる。

� マネージメント（経営）

●平成１６～１８年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 １６年度実績 １７年度実績 １８年度実績

７‐１
利用しやすい博物館
をめざす施設の改善

点検・改善の
状況

７‐２
博物館認知度の向上
と利用者層の拡大

県民の博物館
利用状況

徳島文理大学生によ
る博物館認知度調査

「元気な博物館づく
りプロジェクト」事
業によるアンケート
調査

常設展・企画展にお
けるアンケート調査

県外利用者の
割合

「サメの世界」１２．６％、
「エビとカニ」１５．５％、
収蔵品展 １０．９％

「縄文の美」１０．０％、
「絶滅」 １４．０％

「種と実」 １１．３％、
「海人の見た世界」

１９．８％

７‐３

県民参画の仕組みづ
くり、博物館運営支
援組織のあり方等の
検討

ボランティア
導入事業数

２回（こどもの日、七夕） ２回（９／２３、１１／３） ２回（１／２３、３／６）

ボランティア
活動参加者数

５人 １９人 １８人

運営支援組織
の検討状況

NPO調 査、１７年 度
文化庁芸術拠点形成
事業への応募

文化庁芸術拠点形成
事業「元気な博物館
づくりプロジェク
ト」の実施

７‐４
設置者による理解の
獲得

博物館予算の
状況

２月補正後
１０９，６４８千円

２月補正後
１０２，３９２千円

２月補正後
６５，５２６千円

７‐５
防災意識の向上と危
機管理体制の強化

防災訓練の実
施状況

自衛消防隊総合訓練
５月、１２月

自衛消防隊総合訓練
６月、１２月

自衛消防隊総合訓練
６月、１２月

危機管理マ
ニュアルの整
備状況

７‐６
職員の意識改革と資
質の向上

７‐７
博物館評価システム
の構築

中期活動目標
の状況

９月に中期活動目標
を策定

１７年度事業自己点検・
評価を年報、ＨＰに
掲載；自己点検・評
価の再検討に着手

自己点検評価
の状況

１６年度事業自己点検・
評価を年報、ＨＰに
掲載

外部評価の状況
博物館協議会
９月、３月

博物館協議会８月
博物館協議会

８月８日

中期活動目標と自己点検・評価 ５７



●自己点検・評価
＜７‐１＞
・１８年度は特段の取り組みは行われなかった。
＜７‐２＞
・県外利用者の割合は、２つの企画展で調査した。
＜７‐３＞
・１７年度に続き公募ボランティアを募り、ボランティア主体の企画イベントを２回実施した。のべ１８名が準備及び
当日の運営に参加した。
＜７‐４＞
・厳しい財政状況を反映し、館運営予算は１７年度より約３７，０００千円減少した。企画展開催経費の削減や、執行保留
が主なものである。
・これまで博物館資料の購入に充ててきた美術品等取得基金が１６年度末で廃止された。それに伴い、１７年度から博
物館費（一般会計予算）に１３，０００千円の資料購入費が計上されたが、１８年度も１点の購入もできず、２月補正予
算での全額減額を余儀なくされた。
＜７‐５＞
・年２回の防災訓練は、３館合同で実施された。半数勤務日の対応が課題となる。
・停電、盗難、けが人や病人の発生等に備えた防災マニュアルも整備していく必要がある。
＜７‐６、７‐７＞
・１６年９月に策定した「徳島県立博物館の中期活動目標」に基づき、１８年度事業の自己点検・評価を行い、その内
容を年報やホームページに掲載した。また、８月の博物館協議会において討議いただいた（外部評価）。
・中期活動目標に基づく実践、自己点検・評価をきちんと行い、博物館活動の改善・活性化に結びつけるために、
全職員がいま一層の意識統一を図ることが大切であり、すでに現状での評価指標見直し等も行っている。

５８ 中期活動目標と自己点検・評価



� 観 覧 者 統 計

平成１４年度から小・中・高校生の土曜、日曜、祝日および長期休業中は、常設展、企画展とも無料になったため、
無料観覧者数が大きく増えている。そのために、１３年度までの無料入館者とまったく同質の表示はできなくなった。
累計表においてはすべての区分での入館者数を表示するのは困難であるため、１３年度までの方式で表示したものも
ある。

●平成１８年度 博物館常設展観覧者数 （単位：人）

月

開

館

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 個 人 無
料
観
覧
者
計

一般
高校・

大学生

小・中

学 生
一般

高校・

大学生

小・中

学 生

大 人 高校・

大学生

小・中

学 生

幼稚・保育園 小学校 中学校 高校 計
小学生 中学生 高校生 その他

高齢者 障害者 計 園
数 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

４
月 ２６ ６７４ ３１ ４ ６ ０ ０ １０８ １９ １２７ ０ ０ ８４２ １ ６ ２ ２３０ ２ １６８ ２ １８５ ７ ５８９ ７２０ ５２ ２７ ６１１ １，９９９ ２，８４１
５
月 ２６ ８３９ ２７ １２ １４７ ０ ０ １４２ １３ １５５ ０ ０ １，１８０ ６ ２６５ ２５ ２，０９１ ５ １６０ ０ ０ ３６ ２，５１６ １，８５１ １３９ ６８ ２，７１８ ７，２９２ ８，４７２

６
月 ２６ ６７０ ２９ ３ ２８ ０ ０ １１６ １４ １３０ ０ ０ ８６０ ４ ９４ ５ ２２７ ０ ０ ０ ０ ９ ３２１ ４９７ ５２ １６ ３２３ １，２０９ ２，０６９

７
月 ２６ ９９４ ３７ ０ ５１ １ ０ １３０ １３ １４３ ０ ０ １，２２６ ０ ０ ０ ０ １ ５７ ０ ０ １ ５７ ８９８ １３８ ８１ ８１４ １，９８８ ３，２１４

８
月 ２８ ２，０３０ １０２ ０ ６１ ０ ０ ２１５ ４１ ２５６ ０ ０ ２，４４９ ２ ５７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ５７ １，７４９ ２００ １２１ ８０７ ２，９３４ ５，３８３

９
月 ２６ ７４６ ４３ ３ １０６ １ ０ １５５ ６ １６１ ０ ０ １，０６０ ４ ２６１ １ ５０ １ ９ ０ ０ ６ ３２０ ６３５ ４０ ２５ ８４２ １，８６２ ２，９２２

１０
月 ２６ ４７１ ２１ １ ３４ ０ ０ １６９ １７ １８６ ０ ０ ７１３ ２ ６３ １０ ７８６ ０ ０ １ ２９０ １３ １，１３９ ３８８ ３５ ２０ ４６２ ２，０４４ ２，７５７

１１
月 ２６ ３６４ １８ ４ ３４ ０ ０ ７６ ４ ８０ ０ ０ ５００ ５ １８９ １０ ６２９ ０ ０ １ ３６ １６ ８５４ ８７６ ６１ ４２ １，５３２ ３，３６５ ３，８６５

１２
月 ２３ ３８７ １４ ２ ７ ０ ０ ５８ ９ ６７ ０ ０ ４７７ ４ ２０１ ０ ０ １ ３９ ０ ０ ５ ２４０ ３０１ １６ １８ ３０１ ８７６ １，３５３

１
月 ２３ ５６７ ２０ ２ １３ ０ ０ １１６ １８ １３４ ０ ０ ７３６ １ １８３ ４ ２２４ ０ ０ ０ ０ ５ ４０７ ４３０ ４８ ３３ ５０２ １，４２０ ２，１５６

２
月 ２４ ５１５ ２４ ２ ４３ ３ ０ ５５ １０ ６５ ０ ０ ６５２ ７ ２０１ ４ ２３５ １ １６４ ０ ０ １２ ６００ ８０６ ４６ ３４ １，５２４ ３，０１０ ３，６６２

３
月 ２７ ６６０ ４７ １３ ３６ ０ ０ １１１ １２ １２３ ０ １ ８８０ ３ ５９ ０ ０ １ ８ ０ ０ ４ ６７ ６９９ ４８ ４２ １，０４５ １，９０１ ２，７８１

計 ３０７ ８，９１７ ４１３ ４６ ５６６ ５ ０ １，４５１ １７６ １，６２７ ０ １１１，５７５ ３９ １，５７９ ６１ ４，４７２ １２ ６０５ ４ ５１１１１６ ７，１６７ ９，８５０ ８７５ ５２７１１，４８１２９，９００４１，４７５

●常設展観覧者数累計（平成２年度～平成１８年度） （単位：人）

年

度

開

館

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 そ

の

他

無
料
観
覧
者
計

一般
高校・

大学生

小・中

学 生
一般

高校・

大学生

小・中

学 生

大人 高校・

大学生

小・中

学 生

幼稚・保育園 小学校 中学校 高 校 計 土
・
日
・
祝

休
業
期
間高齢者 障害者 計 園

数 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

２ １１８ ４９，５１２ ４，２１８ １６，１６３ ６，６８６ ７６ １，６０３ ９，７８８ ５７１ １０，３５９ ５７ ４８ ８８，７２２ ５５ ４，８７７ ６ ６４０ １２ １，９７２ ７３ ７，４８９ １，０６６ ８，５５５ ９７，２７７

３ ３０１ ５５，５７８ ４，７４９ ２０，２８７ ６，８７６ ２７１ １，４２１ ９，３１９ ７０９ １０，０２８ １９ ５３ ９９，２８２ ２０２ ２６，１６５ ４４ ６，９６０ ２１ ２，４４３ ２６７ ３５，５６８ ２，２６７ ３７，８３５１３７，１１７

４ ２９９ ３３，１５０ ３，３１８ １２，５０５ ３，２８５ １９４ ４２０ ４，４８２ ４４６ ４，９２８ ４８ １３ ５７，８６１ １１４ １０，７８１ ２３ ３，７０９ １４ ３，３０５ １５１ １７，７９５ １，４０１ ２，０７６ ２１，２７２ ７９，１３３

５ ３００ ２８，７６２ ２，４１３ １０，９７４ ２，６２９ ２５１ ３６４ ３，３０６ ２３９ ３，５４５ ２ ３ ４８，９４３ ５ ２９３ １１８ １２，２０４ ２２ ２，９３９ ６ ８３２ １５１ １６，２６８ １，３９８ ２，８７１ ２０，５３７ ６９，４８０

６ ２９９ ２０，６４０ １，７１２ ８，１４９ １，８０７ １５９ ３３０ ２，３９９ １５０ ２，５４９ ５ １８ ３５，３６９ ３８ ２，５４７ ９０ ７，９８０ ２２ ３，２４６ ９ ７３０ １５９ １４，５０３ １，１９５ １，０８０ １６，７７８ ５２，１４７

７ ３００ １９，９５０ １，３５３ ７，５５６ ８６７ ２２０ ２１７ ２，６３９ ２４３ ２，８８２ ３ ０ ３３，０４８ ２７ １，５４２ ９９ ８，６４１ ２０ ３，３１１ ４ ２５３ １５０ １３，７４７ ２，０８５ ７，４９３ ２３，３２５ ５６，３７３

８ ３０５ １３，２９４ ９２２ ５，３２６ ８９１ ４４ ９６ １，６９９ １４４ １，８４３ ３ １５ ２２，４３４ ３０ １，７８８ ８１ ８，１１４ １８ ２，７８０ ７ ７７６ １３６ １３，４５８ １，３９０ １９，８３９ ３４，６８７ ５７，１２１

９ ３０６ １１，１１５ ７９１ ３，９５７ ７０６ １４９ ５３ １，５６３ ２１９ １，７８２ １７ ３ １８，５７３ ２４ １，２６１ ８０ ６，０５９ ２１ ２，９９４ ７ ７４６ １３２ １１，０６０ ８２９ １４，２５８ ２６，１４７ ４４，７２０

１０ ３０７ １０，０３９ ７００ ４，００８ ４４６ ２８ ９３ １，１２９ １３５ １，２６４ １ １１ １６，５９０ １６ ９９０ ５２ ３，８２３ ８ ９８８ ５ ９５４ ８１ ６，７５５ １，３３７ １４，２０９ ２２，３０１ ３８，８９１

１１ ３０７ ８，７７８ ６４２ ３，５９５ ３９０ １４８ ８９ １，０２７ １７９ １，２０６ １ ２１ １４，８７０ ２５ ９１３ ６２ ４，３２３ １２ １，４７２ ７ ５８３ １０６ ７，２９１ １，８８１ １３，８４６ ２３，０１８ ３７，８８８

１２ ３０６ ８，６５３ ４８４ ３，３５１ ４５６ １５３ １３２ １，３７１ ２４１ １，６１２ １ １０ １４，８５２ ３３ １，２７０ ５８ ３，６５４ １１ １，９０５ ６ ５４６ １０８ ７，３７５ ２，１６１ １３，７４４ ２３，２８０ ３８，１３２

１３ ３０６ ６，９５０ ４１８ ２，８１０ ６０８ ３ ５６ １，２１７ １３２ １，３４９ ３ ８ １２，２０５ ２０ ９２０ ５８ ２，７７１ １４ １，４０９ ６ ４４１ ８３ ５，５４１ ２，２７５ １２，０１７ １９，８３３ ３２，０３８

１４ ３０６ ７，６６１ ３７２ １３０ ３８１ ６８ ８９ １，１２６ ２０６ １，３３２ １ ０ １０，０３４ ２５ １，１５８ ４２ ３，３８２ ８ １，００６ ６ ６３０ ８１ ６，１７６ １１，３７３ ９，７６６ ２７，３１５ ３７，３４９

１５ ３０７ ８，７２４ ３６３ １１１ ３８０ １１７ ２ １，４９０ １２５ １，６１５ １ ０ １１，３１３ ２７ １，３６５ ５５ ４，１０５ ５ ４４７ ６ ５７１ ９２ ６，４８８ １１，７３２ １０，２６４ ２８，４８４ ３９，７９７

１６ ３０５ ９，７６９ ３９３ １１４ ６０８ ６３ １ １，８０３ ２０８ ２，０１１ １ ４ １２，９６４ ３８ １，３９３ ７３ ４，０６３ １３ ７３０ ８ ２８２ １３２ ６，４６８ １３，５３２ １１，７０５ ３１，７０５ ４４，６６９

１７ ３０６ ７，５７０ ２８１ ７３ ３５６ ９５ ２ １，６１６ ２７１ １，８８７ ０ １ １０，２６５ ３２ １，２４０ ５２ ３，４４０ １１ ７８９ ２ ３１４ ９７ ５，７８３ １０，４３２ ９，１５７ ２５，３７２ ３５，６３７

１８ ３０７ ８，９１７ ４１３ ４６ ５６６ ５ ０ １，４５１ １７６ １，６２７ ０ １ １１，５７５ ３９ １，５７９ ６１ ４，４７２ １２ ６０５ ４ ５１１ １１６ ７，１６７ １１，２５２ １１，４８１ ２９，９００ ４１，４７５

計 ４，９８５３０９，０６２ ２３，５４２ ９９，１５５ ２７，９３８ ２，０４４ ４，９６８ ４７，４２５ ４，３９４ ５１，８１９ １６３ ２０９５１８，９００３７９ １８，２５９１，３５２１１８，８５４２７０ ３５，９３０１３０ １５，８８９２，１１５１８８，９３２ ７４，２７３１５７，１３９４２０，３４４９３９，２４４

５９



●平成１８年度 博物館企画展観覧者数 （単位：人）

企

画

展

名

開

催

期

間

開

催

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減 免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 個 人 無
料
観
覧
者
計

一

般

高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

一

般

高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

一 般 高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

幼稚園 小学校 中学校 高 校 計 小
学
生

中
学
生

高
校
生

そ
の
他高齢者 障害者 計 園 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

第１回企画展
『奇跡の化石たち」

H１８．４．２８
H１８．６．１８ ４５ ３，９００ １１３ ３２ １０６ ０ ０ ５３８ ４１ ５７９ ０ ０ ４，７３０ １０ ３０６ ２６ ２，２０４ ５ １６０ １ １８２ ４２ ２，８５２ ２，６０６ ２１９ ９１ １，３３４ ７，１０２ １１，８３２

第２回企画展
『世界の種と実」

H１８．７．２２
H１８．８．３１ ３６ ３，０７６ １２２ ０ ４ ０ ０ ３７３ ７１ ４４４ ０ ０ ３，６４６ ２ ５７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ５７ ２，８６７ ３２０ １４２ １，０５７ ４，４４３ ８，０８９

第３回企画展
「海人の見た世界」

H１８．１０．７
H１８．１１．２６ ４４ ７８９ １３ ２ ３０ ０ ０ ３３４ ２４ ３５８ ０ ０ １，１９２ ５ １１６ １５ １，０４４ ０ ０ ３ ４８ ２３ １，２０８ ４４１ ５０ ２６ ４４７ ２，１７２ ３，３６４

合 計 １２５ ７，７６５ ２４８ ３４ １４０ ０ ０ １，２４５ １３６ １，３８１ ０ ０ ９，５６８ １７ ４７９ ４１ ３，２４８ ５ １６０ ４ ２３０ ６７ ４，１１７ ５，９１４ ５８９ ２５９ ２，８３８ １３，７１７２３，２８５

●移動展観覧者数
展 示 会 名 開 催 期 間 開催日数 開 催 日 数

昆 虫 の 世 界
（ 海 南 町 立 博 物 館 ） 平１４．１０．２６～１１．２４ ２６ １，３２８

「 日 本 画 書 展
－江戸から昭和まで－」
（藍住町歴史館藍の館）

平１６．１２．２～１２．２７ ２６ ８９８

戦 争 体 験
（ 藍 住 町 立 図 書 館 ） 平１７．８．３～８．１８ １４ ２，３４２

昆虫展（藍住町立図書館） 平１７．８．１９～９．１１ ２１ ３，２１０
北 ア メ リ カ の 植 物
（松茂町歴史民俗資料館） 平１８．２．４～３．５ ２６ １，８６７

海陽町の指定植物・北アメリ
カの植物（海陽町立博物館） 平１８．７．２２～８．２７ ３２ ４８１

合 計 １４５ １０，１２６

●人権啓発展等観覧者
展 示 会 名 開 催 期 間 開催日数 観 覧 者 数

２０００年度同和問題啓発展 平１２．８．２６～９．８ １２ １，５６１
２００１年度同和問題啓発展 平１３．８．４～８．１２ ８ １，２９０

〃 第 ２ 回 平１３．１２．４～１２．９ ６ ８４７
２００２年度同和問題啓発展 平１４．７．２７～８．４ ８ １，０６６

〃 第 ２ 回 平１４．１２．３～１２．８ ６ ６６９
２００３年 度 人 権 問 題 啓 発 展 平１５．８．２～８．１０ ８ １，４１４

〃 第 ２ 回 平１５．１２．２～１２．７ ６ ９１１
２００４年度人権問題啓発展 平１６．８．７～８．１５ ８ １，５６８

〃 第 ２ 回 平１６．１２．７～１２．１２ ６ ７５３
２００５年度人権問題啓発展 平１７．８．６～８．１４ ８ １，５９４

〃 第 ２ 回 平１７．１２．６～１２．１１ ６ ６５６
２００６年度人権問題啓発展 平１８．８．５～８．１３ ８ １，５３２

〃 第 ２ 回 平１８．１２．５～１２．１０ ６ ５８９
合 計 ９６ １４，４５０

●特別陳列観覧者数累計（平成４～１８年度）
展 示 会 名 開 催 期 間 開催日数 観覧者総数
第 １ 回 館 蔵 品 展 平５．２．１６～３．２１ ２９ ６，７１２
掘 っ た で よ 阿 波 平６．２．１～２．２７ ２３ ４，０９０
掘 っ た で よ 阿 波 平７．１．１３～２．５ ２１ ３，１６５
第 ２ 回 収 蔵 品 展 平８．２．１６～３．１７ ２７ ５，３５８
第 ３ 回 館 蔵 品 展
「自然コレクション」 平１１．７．１７～８．２９ ３８ ２２，３７２

写 生 大 会 作 品 展 平１２．１２．５～１２．２４ １８ １，８５０
勝 瑞 時 代
－細川・三好氏と阿波－ 平１３．１０．２５～１１．２５ ３２ ５，７６６

丹波マンガン鉱山の記録
－在日コリアンの労働史－ 平１４．６．２５～７．７ １２ １，１９５

楠コレクションの
美 術 ・ 歴 史 資 料 平１５．１．２１～３．２ ３６ ４，６５５

知里幸恵誕生１００年記念巡回展
自由の天地を求めて－知里幸恵
『アイヌ神謡曲集』への道－

平１５．７．１９～７．２７ ８ １，３１７

日 本 刀 の 美
－赤羽刀とその他の館蔵品－ 平１６．１．２７～３．７ ３５ ８，６９８

収 蔵 品 展 平１６．６．１８～７．１９ ２８ ５，７０３
ひ ま わ り 作 品 展 平１６．１２．１７～１２．１９ ３ ３，２２１
トクシマ・木工芸の道具と技 平１８．１．８～１．２９ １９ ３，４７５
吉 野 川 の 渡 し 平１８．２．１８～３．１９ ２６ ３，８４８
旅 と 祈 り の 道
─ 阿 波 の 巡 礼 ─ 平１９．１．１９～３．１８ ５１ ７，２００

合 計 ４０６ ８８，６２５

●企画展観覧者数累計（平成３～１８年度） （単位：人）

企 画 展 名
開 催

日 数

有 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

無料観覧

者 計一 般
高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生
一 般

高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生

一 般 高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生高齢者 障害者 計

平成３年度 １２０ １４，３３３ １，０７８ ３，７９６ ４０４ ３０ ６６１ ２，５４１ ８４ ２，６２５ ２０ ２ ２２，９４９ １，２８８ ２４，２３７

平成４年度 ８６ １２，２６９ ９１５ ６，８５６ ４７６ ５５ １４７ １，１７６ ５０ １，２２６ ０ ５ ２１，９４９ １，１４３ ２３，０９２

平成５年度 １０４ １０，２５８ １，００２ ４，４７５ ２７５ ２７ ３９６ ９８０ ２８ １，００８ ２ ０ １７，４４３ １，７３２ １９，１７５

平成６年度 １１２ ７，５９３ ７０８ １，０６０ ２２２ ０ ２７７ １，２６４ ３６ １，３００ ０ ６ １１，１６６ ８，５９２ １９，７５８

平成７年度 ９４ ８，４３２ ７６９ ４，３７４ ８３ １０ ７４４ ８６２ ５５ ９１７ ０ ３ １５，３３２ １７，２１３ ３２，５４５

平成８年度 １１４ ７，０４４ ８６９ ２，６８１ ２８ ３７ １，３３０ １，０５４ ６４ １，１１８ ３３ １ １３，１４１ ２，９６０ １６，１０１

平成９年度 ９５ ６，０２２ ４７２ １，５２５ ４７ １３ ８２０ １，２６２ ５３ １，３１５ ４ １ １０，２１９ １，９８１ １２，２００

平成１０年度 １０７ ６，３６４ ２６６ ３，７６６ ５３ ３ １，３６７ ６６０ ７１ ７３１ ０ １５ １２，５６５ ３，４７６ １６，０４１

平成１１年度 ８３ ５，８０２ ４６９ １，０５６ １１４ ７８ ９０４ １，４４９ ８６ １，５３５ ０ ７ ９，９６５ ２，７７３ １２，７３８

平成１２年度 １４５ ５，２２５ ３３６ ２，１８６ ３０ ０ ７９ ９１４ ５８ ９７２ ０ ６ ８，８３４ ２４，５８１ ３３，４１５

平成１３年度 ９０ ６，３０２ ４４４ ７３４ １４６ ３７ １９７ ２，１３７ ８５ ２，２２２ ２ ５ １０，０８９ ２，０７０ １２，１５９

平成１４年度 ９３ ４，３８１ １３５ ３６ ３４ ０ ０ ８５７ ３６ ８９３ ０ ０ ５，４７９ ５，４６６ １０，９４５

平成１５年度 １０２ ４，８２２ １７３ ５０ ３２ ０ ０ １，０８２ ５４ １，１３６ ０ ０ ６，２１３ １５，２６８ ２１，４８１

平成１６年度 ９９ １２，４７４ ３１０ １１８ ６５ ３５ ０ １，２１１ ９４ １，３０５ ０ ３ １４，３１０ １８，５００ ３２，８１０

平成１７年度 ９８ ６，３３１ ２７１ ２６ １２ １２ ０ １，３８５ ６３ １，４４８ ０ ０ ８，１００ １０，３４４ １８，４４４

平成１８年度 １２５ ７，７６５ ２４８ ３４ １４０ ０ ０ １，２４５ １３６ １，３８１ ０ ０ ９，５６８ １３，７１７ ２３，２８５

総 合 計 １，６６７ １２５，４１７ ８，４６５ ３２，７７３ ２，１６１ ３３７ ６，９２２ ２０，０７９ １，０５３ ２１，１３２ ６１ ５４ １９７，３２２ １３１，１０４ ３２８，４２６

６０ 観覧者統計



●博物館利用者総数年度別一覧
常 設 展 常 設 展

観 覧 者
合 計

企 画 展
観 覧 者

特別陳列
観 覧 者 移 動 展

普及行事
参 加 者 そ の 他 利用者総数有 料

観 覧 者
無 料
観 覧 者

２ 年 度 ８８，７２２ ８，５５５ ９７，２７７ ０ ０ ６４６ ９７，９２３
３ 年 度 ９９，２８２ ３７，８３５ １３７，１１７ ２４，２３７ ０ １，３８７ １６２，７４１
４ 年 度 ５７，８６１ ２１，２７２ ７９，１３３ ２３，０９２ ６，７１２ １，７１８ １１０，６５５
５ 年 度 ４８，９４３ ２０，５３７ ６９，４８０ １９，１７５ ４，０９０ １，６８６ ９４，４３１
６ 年 度 ３５，３６９ １６，７７８ ５２，１４７ １９，７５８ ３，１６５ ２，８４３ ７７，９１３
７ 年 度 ３３，０４８ ２３，３２５ ５６，３７３ ３２，５４５ ５，３５８ ４，１３２ ９８，４０８
８ 年 度 ２２，４３４ ３４，６８７ ５７，１２１ １６，１０１ ０ ２，４１９ ７５，６４１
９ 年 度 １８，５７３ ２６，１４７ ４４，７２０ １２，２００ ０ ２，２３２ ５９，１５２
１０年 度 １６，５９０ ２２，３０１ ３８，８９１ １６，０４１ ０ １，８９０ ５６，８２２
１１年 度 １４，８７０ ２３，０１８ ３８，８８８ １２，７３８ ２２，３７２ ２，４６１ ７５，４５９
１２年 度 １４，８５２ ２３，２８０ ３８，１３２ ３３，４１５ １，８５０ ４，５１３ １，５６１ ７９，４７１
１３年 度 １２，２０５ １９，８３３ ３２，０３８ １２，１５９ ５，７６６ ３，６３４ ２，１３７ ５５，７３４
１４年 度 １０，０３４ ２７，３１５ ３７，３４９ １３，２３５ ５，８５０ １，３２８ ３，４１４ １，７３５ ６２，９１１
１５年 度 １１，３１３ ２８，４８４ ３９，７９７ ２４，８７７ １０，０１５ ４，５０１ ２，６２８ ８１，８１８
１６年 度 １２，９６４ ３１，７０５ ４４，６６９ ３２，８１０ ８，９２４ ８９８ ３，６９２ ４，８２９ ９５，８２２
１７年 度 １０，２６５ ２５，３７２ ３５，６３７ １８，４４４ ７，３２３ ７，４１９ ５，９４４ ４，６２９ ７９，３９６
１８年 度 １１，５７５ ２９，９００ ４１，４７５ ２３，２８５ ７，２００ ４８１ ６，１４３ ６，７６３ ８５，３４７
累 計 ５１８，９００ ４２０，３４４ ９３９，２４４ ３３４，１１２ ８８，６２５ １０，１２６ ５３，２５５ ２４，２８２ １，４４９，６４４
※「特別陳列」は、自主事業のみの観覧者数。「その他」は、人権啓発展と共催事業を合わせた観覧者数。

●その他（啓発展を除く共催事業）観覧者数（平成１５年度～）
展 示 会 名 開 催 期 間 開催日数 観覧者数
２１世紀館との共催事業
（アイヌ工芸品展）

平１５．７．１９～８．３１ ３８ ３０３

全国高等学校総合文化祭 平１６．７．３０～８．３ ５ ２，５０８
人形ウィーク 平１７．８．２０～８．２８ ８ １，８２４
ふれあい生きもの展 平１８．３．２５～３．２６ ２ ５５５
子どもの絵 平１８．４．２９～５．７ ８ ３，３４１
愉快な森のコンサート 平１８．５．５ １ ９５０
日本古生物学会 平１９．２．２～２．３ ２ ３２５
パラタクソノミスト養成講座 平１９．２．１７～２．１８ ２ ２６

合 計 ６６ ９，８３２
※平成１２～１４年度の「その他」は、人権啓発展のみ。

●常設展観覧者数（平成３～１８年度）

●企画展観覧者数（平成２～１８年度）

観覧者統計 ６１



１．沿革

昭和３４年１２月 旧博物館（徳島県博物館）設置及び開館
（旧博物館に関する沿革は「徳島県博物館３０年史」参照）

昭和５５年１月 文化の森構想発表
４月 置県百年記念文化施設等整備基金設置

昭和５６年２月 文化の森懇話会報告書提出
昭和５７年３月 文化の森建設地を徳島市八万町向寺山及び寺山に決定

１２月 博物館基本構想検討委員会を設置
昭和５８年３月 文化の森総合公園を都市計画決定
昭和５９年１月 博物館基本構想検討委員会が「徳島県立博物館基本構想報告書」を知事に提出

４月 美術品等取得基金設置
５月 博物館資料収集展示委員会を設置

昭和６０年８月 文化の森総合公園起工式挙行、基盤整備工事に着手
徳島県とアルゼンチン共和国ラプラタ大学との相互贈与に関する合意書締結

昭和６１年３月 文化の森の各文化施設基本設計（文書館を除く）及び博物館展示基本設計完了
昭和６２年３月 各文化施設実施設計及び博物館展示実施設計完了

８月 各文化施設（文書館を除く）建設工事着手
昭和６３年７月 博物館展示工事着手
平成元年４月 旧博物館展示室閉室

１２月 博物館・近代美術館・２１世紀館棟本体工事竣工
平成２年３月 旧博物館閉鎖

４月 文化の森総合公園文化施設条例施行により、博物館（徳島県立博物館）及び博物館協議会設置
１０月 博物館展示工事竣工
１１月 文化の森総合公園開園、博物館開館

平成３年２月 博物館資料収集委員会設置
平成４年３月 日本育英会の第一種学資金の返還を免除される職を置く研究所等に指定される
平成８年４月 博物館管理規則の一部改正により、全祝日・休日の開館を実施
平成１５年７月 科学研究費補助金の申請を行うことができる学術研究機関に指定される

２．施設の概要

●所 在 地 徳島市八万町向寺山
●敷地面積 ４０．６ha（文化の森総合公園全体）
●建築面積 ８，３６３�（３館棟）
●延床面積 ２２，３８２�（３館合計－積層部分を含めると２３，８１４�）

８，１３３�（博物館占用スペース）
●構造規模 鉄筋鉄骨コンクリート造 地上４階・塔屋１階・地下１階

Ⅹ 施 設 の 概 要
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●設 計 ㈱佐藤武夫設計事務所・㈱日建設計・㈱環境建築研究所 共同企業体
●施 行
建 築 大成建設・フジタ工業・不動建設・熊谷組・間組 共同企業体
電 気 四国電気工業・近畿電気工事 共同企業体
空 調 東洋熱工業・三機工業・ナミレイ 共同企業体
管 朝日工業社・大成設備 共同企業体
エレベータ ㈱東芝
家 具 富士ファニチア㈱
移動展示ケース ㈱三井
展 示 ㈱丹青社

施設の概要 ６３



３．博物館各室面積

１ 階 ２ 階 ４ 階
室 名 面積� 室 名 面積� 室 名 面積�

企画展示室
同 上 準備室
地学収蔵庫
考古収蔵庫
一時保管庫
倉 庫
冷 凍 室
石 工 室
保存処理室 １
その他共用部分※

３２５
４６
１８６
３６１
８９
１３５
１９
４１
７０
７７１

総合展示室

ラプラタ記念ホール
部門展示室（人文）
部門展示室（自然）
休 憩 室
休憩コーナー
展示ロビー

エレベーターホール
廊 下
その他共用部分※

１，２５２
２１０
２５１
２５０
２１
３９
４０７
２０
６５
４４２

エレベーターホール

特別収蔵庫 １

特別収蔵庫 ２

馴 化 室

歴史民俗収蔵庫

生物収蔵庫

その他共用部分※

４５

３７

３７

３５

３５７

３８０

１５１

小 計 １，０４２

屋 １ 階小 計 ２，０４３ 小 計 ２，９５７

室 名 面積�

３ 階 その他共用部分※ ３９

小 計 ３９室 名 面積�

暗 室

倉 庫

倉 庫

エレベーターホール

湯 沸 室

講 座 室

実 習 室

実習・講座準備室

レファレンスルーム

館 長 室

応 接 室

事 務 室

研究室（自然史）

生物標本作成室

飼 育 室

研究室（人文）

地学考古民俗作業室

分 析 室 １

分 析 室 ２

X線撮影室

保存処理室 ２

薬 品 庫

資料鑑定室

生物液浸収蔵庫

電子顕微鏡室

書 庫

資 料 室

書類保管庫

その他共用部分※

２３

２１

１５

３７

１２

１２３

１４６

３４

８１

５３

２１

１３３

１０６

２８

２１

８０

６４

６４

４８

４８

１００

２２

２２

１００

３０

９７

２０

３５

４６８

合 計

８，１３３�

※は荷解場、廊下、便所、空調
機械室など共用部分の、美術
館および２１世紀館との案分面
積。

小 計 ２，０５２
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●徳島県文化の森総合公園文化施設条例［抜粋］

制 定 平成２年３月２６日 徳島県条例第１１号
最近改正 平成９年３月２８日 徳島県条例第３４号

（設置）
第１条 個性豊かな県民文化を振興し、魅力のある地域づくりに寄与するため、県民の文化活動の拠点として、徳
島県文化の森総合公園文化施設（以下「文化施設」という。）を徳島市八万町に設置する。
（名称及び業務）
第２条 文化施設の名称及び業務は、次のとおりとする。

（利用の許可）
第３条（省略）
（観覧料等）
第４条 博物館が展示する博物館資料又は美術館が展示する美術館資料を観覧する者に対しては、別表第１に掲げ
る額の観覧料を徴収する。
２ （省略）
３ 知事は、特別の理由があると認めるときは、観覧料又は使用料の全額又は一部を免除することができる。
４ 観覧料及び使用料の徴収の時期及び方法その他観覧料及び使用料に関し必要な事項は、規則で定める。
（損害の賠償）
第５条 文化施設を利用する者は、文化施設の施設、資料等をき損し又は亡失したときは、これによって生じた損
害を賠償しなければならない。ただし、知事は、当該き損又は亡失がやむを得ない理由によるものであると認め
るときは、その賠償責任の全部又は一部を免除することができる。
（職員）
第６条 図書館法（昭和２５年法律第１１８号）及び博物館法（昭和２６年法律第２８５号）に定めるもののほか、文化施設
に、館長その他必要な職員を置く。
（協議会）
第７条 教育委員会の附属機関として、次の表の上欄に掲げる協議会を置き、これらの協議会の所掌事務は、それ
ぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。

� 例 規

名 称 業 務

徳島県立博物館

（以下「博物館」という。）

� 考古、歴史、民俗、美術工芸、動物、植物及び地学に関する実物、

標本、模型、文献、写真その他の資料（以下「博物館資料」という。）

を収集し、保管し、及び展示すること。

� 博物館資料に関する調査研究を行うこと。

� 博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。

� その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施する

こと。

（徳島県立図書館、徳島県立近代美術館、徳島県立文書館、徳島県立２１世紀館の業務は省略）

６６



（４館の各協議会の所掌事務は省略）

２ 協議会は、委員１０人以内で組織する。
３ （省略）
４ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
５ 委員は、再任されることができる。
６ 前各項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。
（教育委員会規則への委任）
第８条 この条例に定めるもののほか、文化施設の管理に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

●徳島県立博物館管理規則

制定 平成２年３月３１日 徳島県教育委員会規則第９号
改正 平成８年３月２９日 徳島県教育委員会規則第７号

（趣旨）
第１条 この規則は、徳島県立博物館（以下「博物館」という。）の管理に関し必要な事項を定めるものとする。
（休館日）
第２条 博物館の休館日は、次に掲げるとおりとする。
� 月曜日 ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「休日」
という。）に当たるときは、その後においてその日に最も近い休日でない日
� １２月２８日から翌年の１月４日までの日
２ 徳島県立博物館長（以下「館長」という。）は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず臨
時に休館し、又は同項に規定する休館日に開館することができる。
（供用時間）
第３条 博物館の供用時間は、午前９時３０分から午後５時までとする。
２ 館長は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず、同項に規定する供用時間を変更すること
ができる。
（遵守事項）
第４条 博物館を利用する者は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第１１号）及びこの規

協 議 会 の 名 称 所 掌 事 務

徳島県立博物館協議会
博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見

を述べること。

別表第１（第４条関係）

区 分 単 位

金 額

常 設 展 企 画 展

個 人
団体（２０人
以上をいう。
以下同じ。）

個 人 団 体

小学校の児童及び中学校の生徒 １人１回 ５０円 ４０円

知事がその都度

定める額

高等学校の生徒並びに高等専門学校及び
大学の学生並びにこれらに準ずる者

１人１回 １００円 ８０円

その他の者（学齢に達しない者を除く。） １人１回 ２００円 １６０円
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則並びに館長が別に定める利用者心得その他の規律を守らなければならない。
（入館の禁止等）
第５条 館長は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館を禁止し、又は退館を命ずることができる。
� 泥酔者及び伝染性の疾病にかかっていると認められる者
� 前条の規定に違反し、又はそのおそれがある者
（資料の特別利用）
第６条 学術その他の目的のために博物館資料の撮影、模写等をしようとする者は、あらかじめ、館長の承認を受
けなければならない。
（補則）
第７条 この規則に定めるもののほか、博物館の管理に関し必要な事項は、館長が定める。

●徳島県立博物館協議会規則

制定 平成２年３月３１日 徳島県教育委員会規則第４号

（趣旨）
第１条 この規則は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第１１号）第７条第６項の規定に
基づき、徳島県立博物館協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとす
る。
（会長及び副会長）
第２条 協議会に、会長及び副会長１人を置く。
２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。
３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。
（会議）
第３条 協議会の会議は、会長が招集する。
２ 協議会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。
３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。
（雑則）
第４条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。

●徳島県教育委員会行政組織規則［抜粋］

制 定 昭和４５年３月３１日 徳島県教育委員会規則第４号
最近改正 平成１９年３月３０日 徳島県教育委員会規則第３号

第１章 総 則（省略）
第２章 事務局（省略）
第３章 教育機関［博物館に該当する条項のみの抜粋］
第３節 徳島県立博物館

（名称及び位置）
第２４条 徳島県文化の森総合公園文化施設条例により設置された徳島県立博物館（以下「博物館」という。）の名
称及び位置は、次の表に掲げるとおりとする。

名 称 位 置

徳 島 県 立 博 物 館 徳島市八万町向寺山

６８ 例規



（内部組織等）
第２５条 博物館に普及課、自然課及び人文課を置く。
２ 前項の課の分担事務は、館長が定める。
（業務）
第２６条 博物館の業務は、次の各号に掲げるとおりとする。
� 考古、歴史、民俗、美術工芸、動物、植物及び地学に関する実物、標本、模型、文献、写真その他の資料（以
下「博物館資料」という。）を収集し、保管し、及び展示すること。
� 博物館資料に関する調査研究を行うこと。
� 博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。
� その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること。
（所長等の職務）
第３２条 総合教育センター、少年自然の家及び埋蔵文化財総合センターの所長、文書館及び二十一世紀館の館長は、
上司の命を受け当該教育機関の事務をつかさどり、所属職員を指揮監督する。
（次長等）
第３３条 上司の命を受け、教育機関の長を補佐させるため、次の表の上欄に掲げる職を同表の相当下欄に掲げる教
育機関に置く。

（総合教育センターその他の次長は省略）

２ 教育機関の長に事故があるとき、又は教育機関の長が欠けたときは、教育委員会が指定する職員が、その職務
を代行する。ただし、やむを得ない事由により教育委員会が教育機関の長の職務を代行する職員を指定すること
ができないときは、当該機関に属する次長又は副館長（二人以上置かれているときは、当該教育機関の長が指定
する次長又は副館長）が、その職務を代行する。
（主幹等）
第３４条 前条に規定する職のほか、教育機関に、次の表の上欄に掲げる職のうち必要な職を置き、その職務は、そ
れぞれ同表の相当下欄に掲げるとおりとする。

職 教 育 機 関

副 館 長 図書館、博物館、美術館、文書館、２１世紀館、鳥居記念館

職 職 務

主 幹 上司の命を受け、当該教育機関の事務に関し特に命ぜられた事項を処理する。

課 長 上司の命を受け、課の事務を処理する。

主 査 上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする事務又は技術に従事する。

専 門 学 芸 員
上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

係 長 上司の命を受け、当該教育機関の事務に関し命ぜられた事項又は係の事務を処理する。

事 務 主 任 上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする事務に従事する。

主 任 学 芸 員
上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする博物館又は美術館の専門的事

務に従事する。

主 事 上司の命を受け、事務に従事する。

学 芸 員 上司の命を受け、博物館又は美術館の専門的事務に従事する。

（司書、技師その他の博物館に置いていない職は省略）

例規 ６９



第４章 附属機関
第３７条 附属機関の名称、庶務を担当する課又は教育機関は、次の表に掲げるとおりとする。

●徳島県立博物館観覧料減免要綱

制 定 平成２年１１月３日
最近改正 平成１７年４月１日

（趣旨）
第１条 この要綱は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第１１号。以下「条例」という。）
第４条第３項の規定に基づき、徳島県立博物館の観覧料の減免について必要な事項を定めるものとする。
（観覧料の減免）
第２条 観覧料を減免することができるとき及びその減免の割合は、次の各号に定めるとおりとする。
� 小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者並びにこれらの引率者が、教育課程に基づく
学習活動として観覧するとき。常設展及び企画展の観覧料の全額
� 身体障害者手帳の交付を受けている者及び第一種身体障害者（昭和５７年１月６日付け社更第４号厚生省社会
局長・児童家庭局長通知に定めるところによる。）の介護者（１名に限る。）、療育手帳の交付を受けている者
及びその介護者（１名に限る。）並びに精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者及びその介護者（１名
に限る。）が観覧するとき。常設展及び企画展の観覧料の額に百分の五十を乗じて得た額
� 年齢満６５歳以上の者が観覧するとき。常設展及び企画展の観覧料の額に百分の五十を乗じて得た額
� 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する祝日及び休日（１月１日を除く。以下「祝日
という。）に観覧するとき。常設展観覧料の全額
� 祝日に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。企画展観覧料の全
額
� 土曜日（祝日を除く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。
常設展及び企画展の観覧料の全額
� 日曜日（祝日を除く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。
常設展及び企画展の観覧料の全額
	 各学校の学則等に規定する学年始休業日、夏季休業日、秋季休業日、冬季休業日及び学年末休業日（土曜日、
日曜日及び祝日を除く。）に、小学校、中学校、高等学校の児童・生徒及びこれらに準ずる者が観覧するとき。
常設展及び企画展の観覧料の全額

 その他徳島県立博物館長（以下「館長」という。）が特に必要と認めるとき。館長が必要と認める額
（観覧料の免除申請等）
第３条 前条第１号により観覧料の免除を受けようとする者は、あらかじめ徳島県立博物館観覧料免除申請書 （様
式第１号）を館長に提出し、承認を受けなければならない。
２ 館長は、前項の申請を適当と認めたときは、観覧料の免除を承認するものとする。
３ 前条第２号又は第３号に該当する者は、身体障害者手帳、療育手帳並びに精神障害者保健福祉手帳又は年齢を
証明する資料を提示し、承認を受けるものとする。

様式第１号（省略）

名 称 庶務を担当する課又は教育機関

徳島県立博物館協議会 博物館

７０ 例規



●徳島県立博物館資料特別利用要綱

制 定 平成３年１２月１日

（趣旨）
第１条 この要綱は、徳島県立博物館管理規則（平成２年徳島県教育委員会規則第９号）第６条の規定に基づき、
徳島県立博物館が所蔵する博物館資料（以下「資料」という。）の特別利用について必要な事項を定めるものと
する。
（定義）
第２条 資料の特別利用とは、学術その他の研究及び展示、又は出版物掲載等のため、資料を特別に閲覧、模写、
複写、複製、撮影しようとする場合、あるいは資料の貸出を受けようとする場合をいう。
（手続）
第３条 資料の特別利用をしようとする者は、あらかじめ徳島県立博物館長（以下「館長」という。）に資料特別
利用申請書（様式第１号）を提出し、資料特別利用許可書（様式第２号）の交付を受けなければならない。
２ 資料の特別利用のうち、資料の館外貸出を受けようとする者は、貸出を受けようとする日の３０日前までに、特
別利用申請書を提出するものとする。
３ 館長は、資料の館外貸出をする際、借受者から資料借用書（様式第３号）を提出させるものとする。
（許可基準等）
第４条 資料の特別利用ができる場合は、学術その他の研究及び教育又は文化に関する事業の用に供することを目
的とするときに限るものとし、次の各号のいずれかに該当するときは許可しないものとする。
� 特別利用によって、資料の保存に悪影響を及ぼす恐れがあるとき。
� 特別利用によって、博物館の業務に支障をきたす恐れがあるとき。
� 寄託資料の特別利用をしようとする場合で、寄託者の同意を得ていないとき。
� その他、館長が不適当と認めるとき。
２ 資料の館外貸出を受けることができる者は、次のとおりとする。ただし、貸出期間は原則として４５日以内とす
る。
� 国立の博物館、博物館法に定める博物館及び博物館に相当する施設
� 社会教育法に定める公民館
� 国立の図書館及び図書館法に定める図書館
� 学校教育法に定める学校
� その他、館長が適当と認める者
（条件）
第５条 資料の特別利用を許可された者は、特別利用に際し次の各号を遵守しなければならない。
� 資料特別利用申請書に記載した目的以外に資料を利用しないこと。
� 係員の指示に従って資料を取り扱うこと。
� 資料の借受及び返納に当たっては、係員立ち会いのもとで、資料の確認、点検を行うこと。
� 特別利用に伴って必要となる経費は、特別利用する者が負担すること。
（損害賠償）
第６条 資料の特別利用を受けた者が、資料を損傷又は亡失したときは、速やかに館長に届け出てその指示すると
ころに従い、これを原状に復し、又はその損害を賠償しなければならない。

様式第１号～第３号（省略）

例規 ７１



●徳島県立博物館資料寄託取扱要綱

制 定 平成３年１２月１日

（趣旨）
第１条 この要綱は、徳島県立博物館管理規則（平成２年徳島県教育委員会規則第９号）第７条の規定に基づき、
博物館資料（以下「資料」という。）の寄託に関する取扱について必要な事項を定めるものとする。
（手続）
第２条 徳島県立博物館に資料を寄託しようとする者（以下「寄託者」という。）は、あらかじめ徳島県立博物館
長（以下「館長」という。）に資料寄託申請書（様式第１号）を提出し、資料寄託許可証（様式第２号）の交付
を受けなければならない。
２ 館長は、資料の寄託を受けたときは、寄託者に資料受託書（様式第３号）を交付するものとする。
３ 寄託者に寄託資料を返還するときは、資料受託書と引き替えに行うものとする。
（許可基準）
第３条 館長は、資料の寄託の申請があったときは、次の各号のいずれかに該当する資料について受け入れるもの
とする。
� 国指定文化財及び県・市町村指定文化財に指定されている資料、若しくはそれに準ずる資料
� 博物館資料として展示等に活用できる資料
� 博物館資料として保存すべき価値が高く、かつ現状のままでは資料の保存が危惧される資料
� その他、館長が特に必要と認める資料
（寄託期間等）
第４条 資料の寄託期間は、５年とする。
２ 寄託者が、寄託期間満了後において引き続き資料を寄託しようとする場合は、改めて第２条による手続を行わ
なければならない。
３ 寄託者が、寄託期間満了以前に寄託資料の返還を求めるときは、返還を希望する日の３０日前までに館長に申し
出なければならない。
４ 寄託者は、寄託期間内に寄託資料の所有権に変更があったときは、速やかに館長に申し出なければならない。
５ 館長は、前項の申し出を受けたときは、新たに所有権を有することになった者と協議し、引き続き資料の寄託
を希望する場合は、改めて第２条による手続を行うものとする。
（寄託資料の特別利用）
第５条 徳島県立博物館又は第三者が、徳島県立博物館資料特別利用要綱に基づく寄託資料の特別利用をしようと
するときは、あらかじめ寄託者の承諾を得なければならない。
２ 第三者が寄託資料を特別利用しようとするときは、寄託者の承諾を得た後、資料特別利用要綱に基づく手続を
行い、館長の許可を得るものとする。
（経費等）
第６条 寄託資料の運搬等に要する費用については、寄託者が負担するものとする。
２ 寄託資料の保管料については徴収しない。
３ 寄託資料に補修等の必要が生じたときは、館長と寄託者と協議して行うものとする。
（管理）
第７条 寄託資料の管理は、徳島県立博物館が所蔵する資料に準じて行うものとする。

様式第１号～第３号（省略）

７２ 例規



徳島県立博物館年報 第１６号（平成１８年度）

平成１９年（２００７）８月１５日 発行
編集・発行：徳島県立博物館

〒７７０‐８０７０ 徳島市八万町向寺山

（文化の森総合公園内）
ＴＥＬ（０８８）６６８‐３６３６ ＦＡＸ（０８８）６６８‐７１９７
Ｅメール museum@mt.tokushima-ec.ed.jp
ホームページ http://www.museum.tokushima-ec-ed.jp/

印 刷：�教育出版センター




